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プロローグ









　また夜が明けた。

　俺たちは昨夜オシリスを『石化』の魔ま眼がんで斃たおし、マリアを奪とり返した。

　しかし、オシリスの自動自殺能力と復活の『レガリア』のコンボにより状じよう況きようは一転。

　奴やつは今いま頃ごろ、島のどこかで復活しているだろう。

　こちらの手の内はほとんど露ろ見けんし、奴の『レガリア』を攻こう略りやくする目め処どは立っていない。

　おまけにオシリスは、島全体を巻き込む大規模術式をにおわす発言を残して消えた。

　それがどのような魔術であるかは不明だが、場合によっては奴が島民全員を殺さつ戮りくし尽つくすつもりである可能性もゼロではない。

　オシリスが提示した期限はあと十日足らず。

　それまでに奴を完全に斃す手段を見つける必要がある。

「……」

　オシリスもそうだが、もう一柱ひとりの神スサノオのことも忘れてはならない。

　スサノオが器うつわとする肉体──櫛くし鉈なだ姫ひめ子こを奪とり返し、姉の櫛鉈撫なで子こ先せん輩ぱいの許もとへ返す約束を果たさなければ。

　何もかもが後手に回っている。

　早く。

　早くしなければ……。

『──ウヒヒヒ、朝からイライラしてるな、ライカ』

　朝の通学路を歩いていると、不意にバロールが話しかけてきた。

（キサマの笑い声を聞いて、余計にな）

『──ウヒヒヒ、そりゃ悪かったなぁ』

　まったく悪びれずにバロールは笑う。

『──ストレスが溜たまってるなら解消した方がいいぞ。またコジローと一いつ緒しよに覗のぞきでもしたらどうだ？』

（誰だれがそんなこと……）

　俺が脳内でバロールと話していると、

「どうしたー雷らい火か？　ボーッとして」

　と、横を歩いていた國くに崎さきがこちらの顔を覗き込んできた。

「いや、何でもない。少しマリアが心配でさ」

「ああ、朝から貧ひん血けつで倒たおれたって言ってたよな」

　國崎は眉まゆを「ハ」の字に下げる。

　ちなみにマリアが貧血で倒れたというのは半分ウソで半分本当だ。

　彼女は昨夜の戦せん闘とうで負傷し、大量の血を失った。

　その後『癒いやし』の奇き蹟せきと増ぞう血けつ剤ざいでだいぶ体調は持ち直したが、今日は大事を取って部屋で休むように指示しておいたのだ。

「まぁ、あとでお見み舞まいに行こうぜ」

「ああ」

　國崎の言葉に同意しながら、俺たちは校門をくぐる。

　それから昇しよう降こう口で上うわ履ばきに履き替かえ、教室へ。

「あれ？」

　教室に先に入ろうとした國崎が怪け訝げんな声を上げた。

「どうした？」

「おい雷火、あれ」

　國崎が教室の中を指差すので、俺も視線をそちらへやる。

　そこにはひとりの少女が机に突つっ伏ぷして眠ねむっていた。

　黒くろ髪かみのせいで顔は見えないが、その席は……。

「なっ!?」

　俺はその少女の正体に気づいて、驚おどろきのあまり持っていたカバンを落としてしまった。

「……ん？」

　今の音で目を覚ましたのか、眠っていた少女が顔を上げてこちらを振ふり向く。

　その顔は紛まぎれもなく。

「何だ、誰かと思ったら雷火ではないか」

　櫛鉈姫子──スサノオはそう言って、暢のん気きにあくびをする。

　それから小首を傾かしげて。

「どうした？　己オレの顔に何かついているか？」

　顔に何かついているか……じゃない！

　なぜスサノオが教室にいる？

　というか、机に突っ伏して居眠りって……。

「……何なんだ、これは」

　俺はあまりに意味不明で理り不ふ尽じんな状況に直面し、思わず途と方ほうに暮れた。








第一章　櫛くし鉈なだ姉し妹まいとスサノオ









　　　　１




　学園。校舎二階。二年生の教室。

「櫛鉈先輩！」

　俺は教室の扉とびらを開けるや否いなや叫さけんだ。

「えっ!?　し、神しん仙ぜんさん？」

　櫛鉈先輩は驚いた顔でこちらを振り返った。

　俺は彼女の座る席まで向かう。

　後ろ手に、眠そうなスサノオを引っ張りながら。

「櫛鉈先輩。妹さんのことですが、いつ帰ってきたんですか？」

「それは昨日……もしかして、姫ひめ子こったら何の説明もしていないのですか？」

「訊きいたんですが、要領を得なくて……」

「ふぁぁ～」

　渦か中ちゆうの人物である櫛ス鉈サ姫ノ子オは暢気にあくびをしている。

　先さき程ほどからずっとこの調子だ。

　埒らちが明かなくて、とりあえず櫛鉈先輩のところへ連れてきたわけだが。

　と。

「なに～どうしたの？」

「誰だあれ？」

「一年？」

　いきなり二年生の教室に乱入したせいで、かなり注目を浴びていた。

「その……すみません。よければどこか落ち着いた場所で話を聞けませんか？」

「はい。そうですね」

　櫛鉈先輩の了りよう承しようを取り、この場から移動する。

「あ……」

　教室を出て行く途と中ちゆう、シャロ先輩と一いつ瞬しゆん目が合う。

　彼女も当事者のひとりだが、連れて行くべきだろうか……。

「……」

　少し迷った末に、俺は会え釈しやくだけして教室を出た。

　シャロ先輩や國くに崎さきたちには、あとでまとめて俺が話しておこう。

「っと、どこか落ち着いて話せる場所は」

「そうですね。この時間ですと」

　俺と櫛鉈先輩が行き先を考えていると。

「飯が食えるところがいい」

　スサノオが急に口を挟はさんできた。

　彼女は俺の手を離はなれ、フラフラと櫛鉈先輩に近づき。

　まるで子こ猫ねこが親猫に甘えるように体をすり寄せ、自分の体重を預け、

「腹が減った」

　と、また空腹をアピールする。

「姫子。朝ご飯食べたでしょう？」

「知らん。眠るのと腹が減るのは自然の摂せつ理りだ」

　スサノオは眠たげな目で大おお仰ぎようなことを宣のたまう。

『──倉庫街の時とはまるで別人だな』

（戦闘以外に興味はないのか）

『──食欲と睡すい眠みん欲よくは強いようだがな。性欲はどうだか知らんが』

（何で性欲にまで言げん及きゆうする必要がある？）

　俺は額を押さえる。

　少し考えるのが面めん倒どうになってきた。

「……なら、校舎の食堂に行きましょう」

　今の時間でも確か開いているはずだ。

「そうですね。ほら、姫子行きましょう」

「ぐぅ……」

　肩かたに寄りかかったまま寝ねてしまったスサノオを、櫛鉈先輩がやさしく揺ゆり起こす。

「……」

　本当に何なんだこの荒あら神がみ……。







　学園校舎一階。食堂。

　この学園の食堂は朝から開いている。

　寮りようと違ちがって食事代はかかるが味もいいし量もあると聞く。

　昼時になればさぞ混こむのだろうが、朝はやはりガランとしている。

　寮の朝食を食べ損そこなう者など少ないだろうし、もうすぐ授業も始まるのだから当然だ。

　むしろ俺たちがサボりを咎とがめられるのではないかと思ったが。

「あらお兄さん、授業サボってデートかい？」

「そんなところです……」

「あははっ、若いっていいねぇ」

　調理師の女性は笑うだけで特に注意もせず、料理の仕し込こみに戻もどっていった。

　改めて思えば、寮の門限以外この学園の規則はかなりおおらかだな。

　まあ、それはそれとして。

　櫛鉈姉妹は食券機の前でさっきからどの食券を買うか話し合っていた。

「姫子、何食べるの？」

「米が食いたい。あと肉と魚と」

「野菜も食べましょうね」

「葉っぱなど食う気がせん」

「ダメよ。ちゃんと栄養のバランス考えないと」

「……好きにしろ」

　意外にも、スサノオの方が折れて、櫛鉈先輩の言うことに従っている。

「……」

『──アレがあの時の奴と本当に同一人物か？』

　バロールが怪訝な声で言う。

　俺も正直同じ気持ちだ。

　全身傷だらけになりながら斗たたかう戦せん闘とう狂きよう。

　俺のスサノオに対するイメージはそれだけしかない。

　だが朝から今までの奴やつときたらまるで……。

「ほら、姫子ったらよだれ」

「ん、ああ」

　まるで、だらしない妹だ。

　今も姉に口元をハンカチで拭ふかれ、ボーッと突っ立っている。

　あれが演技ならたいしたものだが……かといってあれが素すなのか？

　そんな風に俺が戸と惑まどっている内に、食券を買った櫛鉈先輩たちがこちらへやってくる。

「お待たせしました」

「いえ」

「これ、お願いします」

　櫛鉈先輩は俺に軽く頭を下げたあと、食堂のカウンターに食券を置く。

「はいはーい」

　奥から先程の女性の返事が聞こえる。

　その声こわ音ねに若じやつ干かんのからかいが混じって聞こえたのは、俺の自じ意い識しき過か剰じようか？

「じゃあ、とりあえず隅すみに座りましょう」

「はい」

「ぐぅ……」

　スサノオは未いまだに眠ねむそうで、櫛鉈先輩に手を引かれてようやく歩いている状態だった。

　俺たちは食堂の隅の席に三人で座る。

「……」

　対面に座った櫛鉈先輩に視線を送ると、彼女も意図を察して頷うなずく。

「えっと、どこから話したらいいか……」

「できれば最初からお願いします。妹さんがいつ帰ってきたのかから」

「そうですね。分かりました」

　櫛鉈先輩は俺の言葉に頷く。

「ふわぁ……」

　一方、スサノオはそんな先輩の肩に頭を載のせ、半ば本気で寝落ちし始めた。

　そんな妹の様子に櫛鉈先輩は苦く笑しようする。

「ごめんなさいね。姫子がこんな態度で」

　彼女は俺に謝罪するが、妹を起こそうとはしなかった。

「昨日までどこで何をしていたのかも分からなかったので……たぶん、凄すごく疲つかれているんだと思います。だから、できればこのまま寝かせてあげてください」

「いえ、それはいいんですが……」

　俺もスサノオの態度については諦あきらめた。

　大事なのは櫛鉈先輩の話だ。

「話の腰こしを折ってすみません。姫子が帰ってきたところからでしたね」

　俺が少し焦じれているのに気づいたのか、櫛鉈先輩はまた謝ってから話し始めた。

「姫子を見つけたのは昨日、寮に帰る途中でした。道の角から出てきた姫子と出会い頭がしらにぶつかりそうになったんです」

「それは、俺たちとゲームセンターで別れたあとですか？」

「はい」

　櫛鉈先せん輩ぱいは肯こう定ていする。

「それから少し姫子の様子が変だったので、自分の部屋に帰すのは不安で……。だからとりあえず、私の部屋に連れて帰ったんです」

「様子が変？」

「……」

　俺がそこをつつくと、櫛鉈先輩は困った顔をする。

　いや、今のは俺の質問が悪いか。

　櫛鉈姫子の様子がおかしいのは当たり前だ。

　なぜなら彼女の中にはスサノオがいるのだから。

　しかもスサノオは素の自分を隠かくそうともしていない。

　口調・態度・性格……櫛鉈先輩が「妹の様子が変」と思う要素はいくらでもある。

　だがそれをどう説明すればいいのか分からないのか、彼女はずっと口ごもっている。

　いや、あるいは説明したくないのかもしれない。

「妹さんは先輩の言うことに素直に従いましたか？」

　俺は質問を変える。

　それに櫛鉈先輩は少し悲しい顔をして。

「いちおう……最初はまたどこかへ行ってしまいそうになりましたけど」

「けど？」

「ちょうどその時、姫子のお腹なかが鳴って、私がご飯を作ってあげると言ったら、そのあとは素直についてきました」

「……」

『──欲よく望ぼうに忠実なヤツめ』

（お前が言うな）

　俺は思考を整理するために眉み間けんを揉もみほぐす。

　あの荒神にご飯ひとつで言うことを聞かせた。

　冗じよう談だんのような話だが、櫛鉈先輩がウソをつく理由はない。

　彼女自身に、どれほどの難業を成し遂とげたか、その自覚はないだろうが。

「お待たせしましたー」

　その時、さっきの女性が料理の配はい膳ぜんにやってきた。

　普ふ通つうはこちらから取りに行くものだが、暇ひまだったのか？

「はいじゃあサンマ定食とカレー丼どんとお新しん香こね。誰だれがどれ注文したの？」

「全部己オレのだ」

　料理の匂においに釣つられて目を覚ましたスサノオが手を挙げる。

「あら健けん啖たんなお嬢じようさんね」

「うむ」

「はい。じゃあ全部そっちね」

　スサノオの前に定食と丼どんぶりと小皿が置かれる。

「お兄さん両手に花かと思ったけど、あっちのお嬢さんは花より団子みたいね」

「ははは」

　女性に耳打ちされ、俺は乾かわいた笑いを漏もらす。

　どうやら暇だったのではなく、単に物もの見み遊ゆ山さんに来たらしい。

「まあ頑がん張ばりなさい少年！」

「ぃ！」

　彼女は俺の背中をバシーンと叩たたき、調理場へ帰っていく。

　妙みような勘かん違ちがいをされたが……まあいい。

「これは旨うまそうだ」

　スサノオは目の前の料理の数々に舌した舐なめずりする。

　彼女は早さつ速そく食事に取りかかろうとするが。

「待ちなさい姫子」

　櫛鉈先輩が箸はしを取り上げる。

「何をする撫なで子こ？」

「食べる前に、キチンと神仙さんにお礼を言いなさい。この人もあなたを捜さがすためにいろいろと手伝ってくれたのよ？」

「ふむ……かたじけない」

　スサノオは言われるがままにお礼の言葉を口にした。

　まるで心はこもっていなかったが、人間に礼を言っただけでも驚きよう愕がくだ。

「言ったぞ。箸を返せ」

「もう……はい」

　櫛鉈先輩が仕方なしに箸を返すと、スサノオは凄すさまじい勢いで飯を食べ始める。

「あとで國崎さんたちやシャルロッテさんにもお礼を言うのよ」

「ん」

　櫛ス鉈サ姫ノ子オの生返事に先輩はため息をつく。

　一方、スサノオは相手のため息など気にせず、サンマを頭からバリボリと貪むさぼっていた。

「旨い」

　魚の骨を嚙かみ砕くだきながらスサノオは言う。

　その頰ほおは見事に緩ゆるんでいる。

　彼女の表情を彩いろどるのは純じゆん粋すいな喜び。

　戦いの愉ゆ悦えつに浸ひたっている時の凄せい絶ぜつな笑えみとはまるで違う。

　まるで大好物を食べる子供のような笑顔だった。

「……」

　妹の食事風景を見つめ、櫛鉈先輩の口元が自然と綻ほころぶ。

　あれだけ心配した妹が帰ってきて、これだけ元気な様子を見せているのだから、姉としてはそれも当然だろう。

　と。

「、、、、っ」

　不意に、櫛鉈先輩の表情が翳かげる。

　その表情で、俺は彼女の心情を全すべて察した。

『──にしても、撫子ちゃんは自分の妹の中身が変わってるのに気づいてないのか？』

　その時、バロールが呆あきれるように言う。

　俺はその無神経な物言いに若干イラ立ちながら。

（そんなわけないだろうが）

『──そうか？』

（気づいた上で、なお気づかないフリをしているんだ）

　学園で頻ひん発ぱつし、今も続く生徒連続失しつ踪そう事件。

　捜そう索さく開始当初、櫛鉈姫子はその被ひ害がい者しやのひとりと思われていた。

　加えて、櫛鉈先輩はレオンから島を徘はい徊かいする殺さつ人じん鬼きの話まで聞いている。

　妹の行方ゆくえにその生死……先輩がこの数日抱かかえていた心労は相当なものだろう。

　そこへひょっこり「妹」が帰ってきた。

（今の櫛鉈先輩にとっては「妹の無事」が全てだ。しばらくして心が平静を取り戻もどせば違い和わ感かんも強くなるだろうが……）

　少なくとも今は、櫛鉈姫子の無事を否定する言葉を先輩に向かって言うべきではない。

　そんなことをすれば、彼女の心はストレスで押し潰つぶされてしまうだろう。

「……」

　俺は視線を櫛鉈先輩へ向ける。

「ちなみに妹さんは、今はもう寮りように帰ってるんですか？」

「えっと……」

　櫛鉈先輩は一いつ瞬しゆん言い淀よどみ、

「まだちょっと心配なので、姫子には宿しゆく泊はく許可証を取らせて、私の部屋に泊とまってもらっています」

　宿泊許可証とは、自分が割り当てられた寮と別の寮に泊まる時に必要な書類だ。

　櫛鉈先輩が妹に何日分書かせたのかは知らないが、この様子ではしばらくの間は姉し妹まい一いつ緒しよの部屋で生活するつもりなのだろう。

　スサノオと狭せまい室内で何日も過ごす。

　普通に考えれば、その危険度は計り知れない。

　説得か、あるいは魔ま眼がんを使ってでも止やめさせるべきだ。

　しかし。

「姫子、また頰ほっぺたが汚よごれてるわ」

「ん」

　俺たちの目の前で、櫛鉈先輩は妹の世話をあれこれと焼いている。

　それはあまりに甲か斐い甲が斐いしすぎて、若干度が過ぎていた。

（思っていたより、先輩の妹に対する依い存ぞん度が高いな）

『──スサノオはこのままにしておくのか？』

（……危険だが仕方がない）

　無理やり妹と引き離はなした時、櫛鉈先輩にかかるストレスは計り知れない。

　最悪、心の均きん衡こうを失ってしまうだろう。

（幸いスサノオに先輩を傷つける意図はなさそうだ。しばらくは様子を見る）

『──ウヒヒヒ、それにしても撫子ちゃんは脆もろい心をしているな』

　バロールは厭いやらしく笑う。

『──そういう気き性しようの女なら、ちょっと押せば簡単に手た折おれそうだ。ライカ、ちょっとあとで暗がりに連れ込んで押し倒たおしてみろ』

（死ね）

　このエロ魔ま神じんが……。

　俺が呆れ果てていると。

「あの、神仙さん」

　櫛鉈先輩が俺に話しかけてくる。

「何ですか？」

「姫子を捜す手伝いをしていただいたみなさんに何かお礼がしたいのですが、私にできることはないでしょうか？」

「お礼、ですか？」

「はい。何でも構いません」

　櫛鉈先せん輩ぱいはジッと俺の顔を見つめてくる。

　これは断れなさそうだ。

「分かりました。昼休みにでもまた改めてみんなに聞いてみましょう」

「お願いします」

「……ふぅ」

　俺と櫛鉈先輩が話している間あいだに、スサノオも食事を終えたようだ。

　彼女は満たされた腹を手で撫なでる。

　と、そのまぶたが徐じよ々じよに下がり始めた。

「……腹がいっぱいになったら眠ねむくなってきた」

「もう、姫子ったら」

　満足したらまた眠りそうになる妹に、櫛鉈先輩は呆れた声を上げる。

　だがやはりその声こわ音ねからは、妹の世話を焼くことへの喜びが感じられた。

「……」

　その内、授業の終わりを告げるチャイムが鳴る。

「俺は教室に戻りますが、先輩は？」

「私は姫子を起こしてから行きますから気にしないで」

「なら、お先に」

　俺は櫛鉈姉妹を置いて、先に食堂を出る。

「あ、雷らい火かくん」

「シャロ先輩？」

　食堂の出口で、シャロ先輩と出くわした。

　どうやらそこで中の俺たちの様子を窺うかがっていたようだ。

「どうしました？」

「うん……やっぱり、撫子さんのことが気になって」

　シャロ先輩はそう言って、もう一度食堂の中の櫛鉈姉妹を見やる。

「ほら、姫子。もう起きないと次の授業にも遅おくれちゃうわ」

「んー……」

　ふたりはまだ食堂内で戯たわむれるような会話をしていた。

　櫛鉈姫子の中身がスサノオと知っている身としては、心が痛む光景だ。

　それはシャロ先輩も同じのようだ。

「姫子ちゃん、いつか本当の姫子ちゃんに戻るよね？」

　彼女は小さな声で俺に尋たずねてくる。

「……必ず」

　一刻も早く、スサノオから櫛鉈姫子を奪とり戻す術すべをみつけなければならない。

　俺は固く決意しながら、シャロ先輩の問いかけに頷うなずいた。
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　昼休み。

　俺は一年の教室でみんなと昼食を摂とっていた。

　面子メンツは授業を休んでいるマリアがおらず、代わりに櫛ス鉈サ姫ノ子オを加えた形だ。

　みんなで机を囲んだところで、俺から櫛鉈先輩のお礼の件を伝えたところ。

「はいはいはい！　それじゃあみんなで一緒にどこか遊び行こうぜ！」

　國崎が真っ先に勢いよく手を挙げて叫さけんだ。

「遊びに、ですか？」

「ほら、姫子ちゃんも無事に帰ってきたし、ここはひとつパーッと遊びましょうよ！」

「ですが、私たちまで遊んではみなさんへのお礼には……」

「いやいや、ふたりと同じ空気が吸えるだけで充じゆう分ぶんお礼になりますから！」

「？」

　國崎の言っている意味が伝わらなかったようで、櫛鉈先輩は小首を傾かしげる。

　ちなみに俺も意味は分からなかったが。

「國崎にしてはいい案だな」

「おいおーい！　俺にしてはってどういう意味だよ」

　國崎は大おお仰ぎように嘆なげきながら俺の肩かたにじゃれついてくる。

「じゃあ、今度の日曜日にどこか行こっか」

　天てん華かが話を引き継つぎ、みんなに意見を募つのる。

「ショッピングに映画とかどう？」

「えー。るいるい、みんなで遊びに行くのにそれはインドアすぎない？」

「いいじゃない別に」

「やだヤダあたしはもっと体動かしたい！」

「天華はお子様ねー」

「にゃにおう！」

「俺は遊園地がいいな。女の子とお化け屋や敷しき入りたい！」

「國崎はひとりジェットコースターね」

「涙るい々るいちゃんヒドい!?」

　和わ気き藹あい々あい。

　天華に涙々、國崎が中心となって、楽しげに話し合いは進む。

　……ところで涙々も普ふ通つうに乗り気のようだが、彼女はついこの間スサノオに『レガリア』を破は壊かいされたばかりだ。

　その相手と遊びに行くことに抵てい抗こうはないのだろうか？

　試ためしにバロールに意見を求めてみると、

『──女は敗北をいつまでも引きずらないからな』

　そんな返答をされた。

　そういうものなのだろうか？

　閑かん話わ休きゆう題だい。

「あの、プールとかどうですか？」

　おずおずと手を挙げたシャロ先せん輩ぱいが、新たな提案をする。

「プールって、まだ寒くない？」

「ほら、南区に室内の温水プールがあるでしょう？　あそことかどうかな？」

　首を傾げる涙々に、シャロ先輩は食い下がる。

　プール……。

　そういえば、今度の日曜日に彼女に泳ぎを教える約束をしていた。

　みんなでプールに行くことになれば、先輩との約束も守れて一石二鳥だ。

「……」

　だが、俺は彼女の意見に賛同するのを少し躊躇ためらう。

『──おいライカ。シャロがこっちを見てるぞ』

（分かってる。しかし、今の俺に遊んでいる暇ひまは……）

『──行くのは日曜日だろ。どうせ戦争は休みだ。安息日くらいゆっくり羽を休めろよ』

（だが……）

『──ったく焦じれってェな。お前は鍛きたえてるからいいかもしれねーが、素人しろうとのシャロはそろそろツラいはずだ。精神的にも体力的にも休息は必要だと思うぜ？』

（……）

『──だいいち、フレイヤの雌め狐ぎつねが快復するのも早くて週明け。マリアちゃんも大おお怪け我がしたばかりでまだ本調子じゃないだろうが。そんな状態で戦うつもりか？』

（それは……）

　確かに俺たちの陣じん営えいは戦力がボロボロだ。

　前回はあくまで不意を突ついて退しりぞけただけ。

　次にオシリスと戦う時は、こちらも総力を以もつて臨のぞまなければ勝ち目は薄うすい。

　さらにバロールは。

『──だいたいオシリスを見つけたとして、奴やつを斃たおす方法は見つかったのか？』

（……ッ）

　痛いところを突かれ、俺は答えに窮きゆうする。

　オシリスの持つ不死身の『レガリア』。

　これの攻こう略りやく法が未いまだに見えていない。

　戦力云うん々ぬん以前に、今の状態でオシリスと再戦して、俺に何ができるのか……。

『──というわけだ。必要な時に休め。そして休む時はできるだけ愉たのしめ』

　まさかバロールに諭さとされるとは……。

　不ふ愉ゆ快かいだが、奴の言うことにも一理ある。

　勝ち筋の見えていない戦いを挑いどむのは無む謀ぼう。

　ならばいっそ、休める時に休んでしまった方がいい。

　今日明日はオシリスに対する警けい戒かいを緩ゆるめるわけにはいかないが。

　シャロ先輩やマリアのためにも、日曜日くらいは休息が必要か。

「……いいんじゃないか、プール」

　俺は肩の力を抜ぬき、シャロ先輩の意見に賛同した。

　それを聞いて、彼女の顔もパアーッと明るくなる。

「うん！　いいよね、プール」

「プールかあ。まだ夏には早いけど、みんなで泳ぐのも楽しいかもね」

「撫子ちゃんたちもそれでいい？」

「私はみなさんがよければどこでも。姫子は大だい丈じよう夫ぶ？」

「ん？　己オレは何でもいいぞ」

　全体的に乗り気の雰ふん囲い気きだったが、そこで涙々が、

「でも南区のプールって遊ぶにはちょっと地味じゃない？」

　と、微び妙みように難色を示した。

　プールに行くのは構わないが、遊ぶならもうちょっと何か欲ほしい、と言いたげな顔だ。

　すると國崎が。

「だったら北区の総合レジャーランド行こうぜ。あそこなら隣となりに遊園地もあるし、プールの種類も充じゆう実じつしてるっしょ」

「北区の遊園地になら俺も行ったことあるが、プールまであるのか？」

「だから総合レジャーランドだって。映画館とかいろんな施し設せつが併へい設せつされてるらしいぜ」

「あっ、それならプールのあとにもどこかで遊べそうね」

　國崎の説明を聞いて、涙々も乗り気になったようだ。

「マリアっちも来れそう？」

「あとで聞いておくよ」

　日曜日はあさってだ。

　それまでにはマリアも快復しているだろう。

「それじゃあ日曜日はみんなで泳ぎに行こー！」

「おー！」

「おー！」

『──ウヒヒヒ、これで女たちの水着姿が拝めるな！』

（キサマそれが目的か！）

　と、ちょうど話がまとまったところで。

　昼休みの終わりを告げるチャイムが鳴った。
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　放課後。

　俺はひとりで二年生のクラスへ来ていた。

（やはりいないか……）

『──だなぁ』

　俺とバロールは教室の中を覗のぞき込み、軽い落らく胆たんの声を漏もらす。

　ここはオシリスに体を奪うばわれたエミリー・ヴァンブラッドが所属していたクラスだ。

　幾いく人にんかが教室を覗いている俺に気づく。

　不ふ審しんに思われても面めん倒どうなので、俺はさっさとその場をあとにした。

　オシリスが登校している可能性も考えて来てみたが無む駄だ足あしだった。

　まあ、最初からそれは期待していない。

　ここへ寄ったのは物のついでだ。

　俺はその足で今度は三年の教室へ向かう。

「レオン」

　目的の人物を見つけ、俺は声をかけた。

　レオンは俺の声に気づき、こちらを振ふり返る。

　彼は俺の顔を見ると、すぐにメモ帳を取り出した。

　たぶん、俺が「誰だれ」なのか確かく認にんしているのだろう。

「……雷火君！」

　少ししてからレオンは顔を上げ、笑え顔がおで手を振ってきた。

　俺は三年の教室に入り、彼の許もとへ向かう。

　そのやり取りは周囲の視線を集めた。

「レオン。ちょっといいか？」

「うん。いいよ」

　レオンは頷うなずいて立ち上がる。

　俺たちは人目を避さけ、屋上へ向かった。







　放課後の屋上は強めの風が吹ふいていた。

　俺は流される前まえ髪がみを指でイジってから、後ろからついてきたレオンを振り返る。

「まずは昨日の件で礼を言わせてくれ。レオンのおかげでマリアを助けることができた。ありがとう」

「昨日……？」

　レオンはキョトンと呟つぶやき、またメモ帳を開く。

「……うん。昨日、僕と雷火君は一いつ緒しよに戦ったんだね」

　前向性健けん忘ぼう症しよう。

　レオンの記き憶おくは一日以上保もたない。

　そのため昨夜の出来事ですら、彼は覚えていないのだ。

　今言ったお礼の言葉も、他ひ人と事ごとのように聞こえたことだろう。

　昨日の内に伝えておけばよかった……と、俺は後こう悔かいする。

「用件はそれだけ？」

「いや……オシリスを追う上で、今後のことについて打ち合わせをしておきたいんだ」

　俺は気持ちを切り替かえ、本題に入る。

「オシリス……敵の神様だね！」

　レオンはメモ帳を見ながら頷く。

　敵がオシリスであることや、その能力については昨日の時点で伝えてある。

　彼は敵が神であると聞いた時、激しく憤いきどおっていた。

　神に対して憎にくしみを抱いだくということは、おそらく彼の中にも十年前の神話戦争の記憶は残っているのだろう。

　それが幸福なのか不幸なのかは正直分からない。

　ただ問題だったのは、彼に神話代理戦争の概がい要ようをどこまで説明するか、だ。

　特に、彼が得た神の力について。

　正直、彼がレオンとしての人格を保持している──正確には保持しているように見える──のは奇き蹟せきに等しい偶ぐう然ぜんだ。

　そうなった経けい緯いを簡略に説明するのは難しい。

　詳くわしく教えたところで、逆に混乱させてしまう可能性も高かった。

　さらに言えば、彼の精神は８歳相当だ。

　そんな彼に対して、

「君が手に入れたのは憎むべき神の力だ」

　と言って、はたして素す直なおに受け入れられるだろうか？

　俺だって時折吐はき気けがするのだ。

　神が己おのれの体内に巣す喰くっているなんて……いつだってこの胸を搔かき毟むしって、俺の中から引きずり出したい気持ちでいっぱいだ。

　だから俺は、詳しい説明を省いた。

　レオンには、この力を「正義の力」と誤解させたままがいいと判断し、神々を斃すために俺たちは選ばれた戦士なのだと彼の勘違いに話を合わせた。

　要するにウソをついたわけだが、仕方がないと割り切るしかない。

「……」

　俺は一度まばたきをして、思考を戻もどす。

　レオンとは今後の方針について、早さつ急きゆうにコンセンサスを取らなくてはならない。

　まず俺は重要事じ項こうの確認から始めることにした。

「レオンはいつもオシリスを直感で見つけていたらしいが、それは今も分かるのか？」

「今？」

「今だ。昨日みたいに、大まかな方角だけでもいい」

「……」

　レオンは目を閉じ、何かに集中した。

　しばらくして。

「ごめん。今は分からないみたいだ」

「……そうか」

　俺は少し考え。

「オシリスの居場所が分かるには、何か条件があるのか？」

「ごめん。それも分からない」

　レオンは申し訳なさそうに答える。

　今のところ、彼の保有する能力スキルだけが、オシリスを捜さがす手がかりだ。

　ところが彼は前向性健忘症の影えい響きようで、自身が保有する能力の詳しよう細さいを覚えていない。

　だが、分からないなら推測すればいいまでの話だ。

　彼が能力を使った時の話を俺はすでに何度も聞いている。

　そこから情報を汲くみ取り、断だん片ぺんを組み合わせていけば分かるはずだ。

（今の時点でレオンの直感が働かないということは、常時発動型スキルではない。やはり何らかの条件を満たした時に発現する誘ゆう発はつ起動型スキルと見るべきだ）

『──誘発型となると、何か能力が発動するスイッチがあるな』

（そうだ。おそらくそのスイッチは、オシリスの行動に関連している可能性が高い）

『──オシリスが何らかの行動を取った時、それを感知して奴やつの居場所が分かるスキルってことか？』

（そうだ）

　レオンはオシリスが生徒を殺す場面に何度も遭そう遇ぐうしている。

　しかし、この広い島の中でオシリスを見つけるだけでも大変なのに、そうそう同じ場面に何度も出くわすなど偶然であり得るだろうか？

　となれば、そこには何らかの必然性が絡からんでくるはずだ。

　それこそが、レオンの保有するスキルの発動条件。

　では、そのスイッチとなるオシリスの「行動」とは何か？

『──おーい、いつまで黙だまってんだよ。答えは出たのか？』

（……ああ）

『──へぇ？　なら聞かせてくれよ』

（おそらくだが、レオンはオシリスが生徒の殺害を目もく論ろんだ時、その悪意、あるいはその悪事を感知して、スキルを発動させている）

『──間ま違ちがいないのか？』

（断定はできないが、その可能性が最も高い）

　条件と状じよう況きようからの推理だが、十中八九当たっているだろう。

　昨夜のレオンのセリフ。

　彼はオシリスを目の前にした時、相手を「僕が斃たおすべき悪」と呼んだ。

　妙みように芝しば居いがかったセリフだとあの時は思ったが、無意識下で発動させていたスキルに引っ張られた言動である可能性も充じゆう分ぶんにある。

『──発動の条件が「殺害した時」じゃなくて、「殺害を目論んだ時」なのはなぜだ？』

（昨日レオンにオシリスの居場所を尋たずねた時点で、まだマリアは殺されていなかったからだ）

　もし殺害「後」でなければスキルが発動しないのなら、マリアの救出は不可能だった。

「雷火君？」

「ああ、悪い。考え事をしていた」

　レオンに声をかけられ、俺は思考をいったんストップする。

「とりあえず、オシリスを捜すのは、レオンの直感が頼たよりだ。これからは連れん絡らくを密に取りつつ、なるべく一緒に行動しよう。それでいいか？」

「うん。そうしよう」

　俺の提案をレオンは快かい諾だくし、メモを取る。

　その動作に迷いはない。

　昨夜と同じく、俺たちと一緒にオシリスと戦ってくれるつもりなのだろう。

「……」

　そのあまりに素直な様子に、俺は小さな不審を抱く。

　不審、というよりは違い和わ感かんかもしれない。

　なぜ彼は……。

「何でレオンはそんなにオシリスを斃したいんだ？」

「え？」

「……っ」

　口にしてから余計なことを言ったと思ったが、彼に返事をされてしまい、もう言葉を引っ込めることもできない。

「最初は失しつ踪そうしたクラスメイトを捜していたと聞いてるが、そのクラスメイトとはそんなに親しかったのか？」

「……どうしてそんなこと訊きくの？」

「オシリスは、人を殺すことなんて何とも思ってない奴だ。そんな奴に自分の方から関かかわりを持とうとするなんて、普ふ通つうの人間はしない」

　無関係な悪意には極力触ふれないようにするのが人の性さがだ。

　あえてそれに逆らうには、何かしらの理由が必要だ。

　俺には強い動機がある。

　では、彼は？

　彼は新しい記憶を蓄ちく積せきできない。

　それはつまり、彼にとってこの島で出会う人間は、その悉ことごとくが初対面の他人であり続けるということだ。

　そのクラスメイトとは親しかったのか、だって？

　違う。

　レオンが、誰だれかと親しい友人になれるわけがない。

　親しくなるほどの関係性を、彼は自分の中に保存できないのだから。

　俺のことを友達と呼んでいたが……それも便べん宜ぎ上じようのことだろう。

　なら彼の動機はどこにある？

　最初はクラスメイトを捜していた。

　だがそのクラスメイトは死んだ。

　しかし、彼はその後もオシリスを捜し、何度も戦っている。

　仇かたきを討うつため？

　殺人を止めるため？

　客観的に見て、彼がそこまでやる必要はない。

　では正義のため？

　あるいは「正義のヒーローになれる力」を手に入れたからか？

　だが、彼がその力を自覚したのははじめてオシリスに襲おそわれた時だ。

　最初から力があったわけではない。

　だが彼は選せん択たくした。

　失踪した級友を捜すために行動すること。

　殺さつ人じん鬼きと相対し戦うこと。

　俺たちに協力してマリアを助けること。

　いずれも彼には無関係の出来事ばかり。

　それでも彼はお節せつ介かいにも首を突つっ込んだ。

　なぜ？

　……

　……

　……

　いや、違う。

　なぜ、俺は彼の動機がこんなにも気になるんだ？

　実際のところ、彼の動機はさほど重要ではない。

　重要なのは彼が善良であり、人間側であり、俺に協力してくれるということだ。

　無意味な質問で、彼の機き嫌げんを損そこねるリスクを冒おかす意味はない。

　ならどうして俺は余計なことを……。

「僕は……」

「！」

　黙っていたレオンが口を開き、俺はわずかに緊きん張ちようする。

　彼の声は、少し沈しずんでいた。

　表情も、取り繕つくろうような微び笑しようが浮うかんでいる。

　やはり余計なことを言ったのだ、俺は。

　けれど彼は怒おこっていなかった。

　ただ少しばかり悲しそうに。

「僕はこの通り頭に問題を抱かかえているから。どうしたって人に助けてもらわなけりゃ生きていられない」

　それはその通りだろう、と俺も思った。

　前向性健けん忘ぼう症しようが彼の人生に与あたえる影響はそれほど重い。

「だがレオン、君はむしろ、君の方こそ積極的に人を助けているように俺の目には映る。それも、命を懸けるほどに。どう考えたって度が過ぎてる。なぜ……」

「もちろん、人から助けてもらうためだよ」

「……？」

　俺が首を傾かしげると、レオンは少し悩なやんでから、自分のメモ帳を捲めくった。

　そして、その一ページ目を開き、俺へと差し出す。

　そこには丁てい寧ねいな字でこう書かれていた。

「〝情けは人の為ためならず〟？」

　俺は少し面めん喰くらった。

　なぜ外国人であるレオンのメモ帳に日本のことわざが？

「僕の父さんは日本人だったんだ」

「そうだったのか」

　レオンがハーフだったと知り、俺は納なつ得とくする。

「この日本のコトワザは、父さんが書いてくれたんだ」

　そう言いながらレオンも『情けは人の為ならず』の文字に目を通す。

「僕は朝起きると、このメモ帳と、部屋に置いてある日記帳をまず読む。その時、必ず読むようにしているページがある。父さんが死んだ日の日記だ」

「……」

　俺は黙ってレオンの話を聞く。

「父さんは死ぬ前に僕にこう言った──『レオン。お前はこれから人に助けてもらいながら生きていく。だから、常に人に感謝と笑え顔がおを。そして、人に助けてもらうには、まず自分から人を助けられる人間にならなくてはならない』──って」

　レオンは、おそらくは日記に書いてあったであろう文章をそのまま暗唱した。

　それは彼の父の遺言だったのだろう。

　情けは人の為ならず。

　情けをかけるのは人の為ではなく、いつか人に情けを返してもらうためである、という意味のことわざ。

　利己と献けん身しんを表ひよう裏り一体として、自身と他者を扶たすける教えだ。

　息子むすこの将来を案じた父が、周りの人々に支えてもらえるように遺のこした言葉なのだろう。

「だから僕は困っている人がいれば必ず助けることにしているんだ。正義のヒーローみたいにね」

「正義のヒーロー、か」

　父の教えと、子供らしい発想が融ゆう合ごうし、至った答えが、「正義のヒーロー」。

　レオンの度を超こえた「正義」の理わ由けは、それか。

『──ウヒヒヒ』

（何がおかしい、バロール？）

『──いやあ、コイツもお前に負けず劣おとらず歪ゆがんだ奴やつだと思っただけさ。まぁ、俺サマの好みからははずれるがな』

（……？）

　俺はその物言いに眉まゆを顰ひそめる。

　父の遺言を守るレオンが歪んでいるだと？

　不ふ愉ゆ快かいだったが、バロールが人の神経を逆さか撫なでするのはいつものことだ。

　俺は魔ま神じんの戯たわ言ごとを無視し、レオンと今後の話を詰つめる。

　夜は俺の部屋に集まり、オシリスに備えて待機すること。

　万が一昼間にオシリスの居所を感知した時も、必ず俺に連絡すること。

　ほかにも細々とした行動方針を取り決めて、やがて必要なことは全すべて話し終えた。

「じゃあ、また夜にね」

　打ち合わせを終え、レオンは屋上から去ろうとする。

「……レオン！」

　俺はそれを呼び止めた。

「ん？」

　彼は立ち止まって振ふり返る。

　その口元には微笑が浮かんでいる。

　常に笑顔で。

　彼の父の遺言の通りだ。

　その朗ほがらかな表情は、目にする者を安心させる。

　彼の笑顔を見た者は、彼をいい奴だと思うだろう。

　だが、彼の抱える事情を深く知った今、その笑顔が少し虚むなしく見えた。

　彼は他者との関係性を保存できない。

　関係性とは、感情だ。

　自分と他者との間に何があったか、その事実は記録できる。

　しかし、その時に何を思ったかは、心にしか保存できない。

　他者を好いたり嫌きらったりするには、心の蓄積が必要だ。

　レオンにはそれができない。

　だから彼には好きな奴も嫌いな奴も作れない。

　……彼の笑顔は、本当に俺に向けられたものか？

「ッ……」

　そう考えると、俺は、無む性しように悲しくなる。

　なぜ、これほど善良な人間が、こんなツラい生き方をしなければならない。

　彼をこんな境きよう遇ぐうに落とし込んだ神に対する憎ぞう悪おが募つのる。

　同時に、ようやく俺が、彼の動機を知りたがった理由を悟さとる。

　俺は、嫌いやだったのだ。

　彼の抱える事情や動機に深入りせずに、ただその善意だけを利用するのが。

　かといって、どうする？

　レオンの協力は必要不可欠だ。

　彼の無む償しようの善意を借り受け、死地にまで連れて行かなければ、俺たちはオシリスを止められないだろう。

　ならせめて、俺が彼に返せるものは……。

「雷火君？」

　呼び止めておいて黙だまっている俺に対し、レオンが小首を傾げる。

　俺は、何とか声を絞しぼり出すように、

「あさっての日曜、みんなとプールへ泳ぎに行くんだが、レオンも一いつ緒しよに行かないか？」

　と、レオンを誘さそった。

　すると彼は跳とび上がるように喜んで。

「本当!?　いいの!?」

「ああ」

「わあー……嬉うれしいなあ」

　レオンは本当に嬉しそうに頰ほおを紅潮させる。

　この瞬しゆん間かんの感情も、明あ日すの朝には忘れてしまうのか……。

　ならせめて、俺は覚えていよう。

　彼の分も。

　彼の「友達」として。
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　夜。

　己オレ──スサノオは窓から月を眺ながめていた。

　己オレがいるのはこの肉体、櫛鉈姫子の姉という、櫛鉈撫子の部屋だ。

「姫子。お風ふ呂ろ空いたわよ」

　湯上がりの撫子が髪かみを拭ふきながら己オレに声をかけてくる。

「そうか」

　己オレは素っ気なく返事する。

　風呂はたいして好きではない。

　それよりも酒が欲ほしいが、どうもこの島には滅めつ多たに入ってこないらしい。

　今の世では、酒は子供に吞のませる物ではないようだ。

　神代であれば、大人も子供も好きなだけ酒をかっ喰くらっていたはずだが、時の流れの無情なるかな……。

　ああ、欲よつ求きゆう不満だ。

　月を眺めたところで無ぶ聊りようの慰なぐさめにもならない。

　やはり己オレを満足させるのは闘とう争そうの空気だけだ。

　出るか、外へ。

　己オレは立ち上がろうとして。

「姫子？」

　ふわりと、背中から撫子に抱だき留められた。

「お風呂、空いたわよ？」

「……」

　今のは偶ぐう然ぜんか？

　それとも己オレが外へ、戦いへ赴おもむこうとしたのを察知したのか？

　どちらにせよ、絶ぜつ妙みような間で身動きを封ふうじられてしまった。

「……」

　無論、振りほどくことは容易たやすい。

　花を手た折おるように、この手首もポキリと簡単に折れることだろう。

　だが、それはあまり気が乗らない。

　己オレは昨夜、こいつに出会った時のことを思い出す。







　昨夜、撫子は道の曲がり角で己オレとぶつかりそうになった。

　あの時あの場所にいたのは偶然だ。

　昼はどこかの屋根の上で寝ねて過ごし、夜時間になれば戦いに赴く。

　地上に顕けん現げんして以来、己オレの生活サイクルは大体そうなっていた。

　昨夜は少し早めに目覚め、軽い運動のつもりで、夜になる前の誰たそ彼がれ時どきをブラブラと散策していたのだ。

　ともあれ、偶然の巡めぐり合わせから、己オレと撫子は巡り会った。

「あっあっ……」

　撫子はこちらの顔を見ながら、驚きよう愕がくに目を見開いていた。

　あとで知ったが、彼女は妹を──つまりこの肉体の元の持ち主を──捜さがし回っていたようだ。

　まぁ、そんなこと己オレは知りもしなかったし、知ったことでもない。

　己オレはそのまま撫子を置いて、その場を去ろうとした。

　が。

「ま、待って！」

　立ち去ろうとした己オレの腰こしに、撫子がしがみついてきた。

「離はなせ」

「お願い！　行かないで姫子！」

「……」

　この時まで、己オレはこの器うつわの名前が姫子であることを知らなかった。

　いや、それは別にどうでもよいことだ。

　知っていようがいまいが、撫子が己オレの邪じや魔まをしていたことに変わりはない。

　まぁ、その程度のことで殺そうとまでは思わなかったが。

　軽く突つき飛ばし、いなくなろうと思った。

　だが。

　相手を突き飛ばそうと腕うでを振り上げた時。

　涙なみだに頰を濡ぬらす撫子と目が合った。

「───」

　連想したのは散る花の儚はかなさと憐あわれさ。

　美しさ。

　その時、己オレの中で撫子と別の誰だれかの面おも影かげがダブった。

　すぐには分からなかったが。

　そう。

　あれは。

　八や岐またの大蛇おろち退治に赴く前夜、己オレを引き留めようとした生いけ贄にえの姫の──……







「……」

　そうして、気がつけば己オレはこの娘むすめの求めに応じ、のこのこと部屋にまでついてきてしまっていた。

　撫子は己オレの言こと葉ば遣づかいを──中身が違ちがうのだから当然だが──訝いぶかしみつつも、汚よごれた体を洗ったり破れた制服を繕つくろったりして、甲か斐い甲が斐いしく世話を焼いた。

　特に彼女の用意する飯は殊ことの外ほか旨うまかった。

　あるいは、彼女の作る味を、この器の体が喜んでいるのかもしれないが。

　まぁ、それはどちらでもいい。

　今日は撫子の頼たのみを聞いて、授業とやらにまで出た。

　そこであの大和やまと男子おのこたちと顔を合わせるとは思ってもみなかったが、すぐさま再戦という空気にはならなかった。

　己オレの気が乗らなかったというのが一番の要因だ。

　撫子の前では、どうにも暴れ回ろうという気になれない。

　それを彼女が望まないというのもあるが、傍そばで暴れたら、巻き込まれて、簡単に壊こわれてしまうのではないかと心配になるのだ。

　荒あら神がみである己オレが壊れるものを心配するとはな。

「フッ……」

　そう考えると、自分自身に失しつ笑しようが漏もれる。

「姫子？」

「何でもない。それといちいち抱だきつくな」

「だって……」

　己オレが離れるように言うと、撫子は眉まゆ尻じりを下げる。

「こうしていないと、また姫子がいなくなってしまいそうなんだもの」

「……」

　撫子の問いかけのような言葉に己オレは何も答えなかった。

　その問いは己オレに対するものではないと識しっていたからだ。

「……」

　それにしても。

　本当にこの撫子という娘の気配は、どうしてこうも儚げなのだろう。

　あの西洋剣けん士しの清せい冽れつさや妖よう術じゆつ使いの不敵さ。

　女子めのこであっても、強き気配を持つ者はたくさんいる。

　なのにこいつときたら、弱々しい花弁のような娘だ。

　己オレがその気になれば、吐と息いきだけで吹ふき飛ばされ、散ってしまうのではないだろうか。

　だからこそ逆に、壊さぬように気き遣づかってしまう。

　まったくもって笑い話にもならない。

　天地において暴れ回り、破は壊かいの限りを尽つくしたこの己オレが、唯ゆい一いつ壊せないのが、この世で最も壊れやすいものだったなどと。

「姫子。ほら、お風呂入りましょう。お姉ちゃんが体洗ってあげるから」

「お主はもう入ったではないか」

「もう一度入るわ」

「……風呂は嫌きらいだ」

「我わが儘まま言わないの」

　己オレはため息をつき、渋しぶ々しぶとこの姉あね御ご殿どのの言うことに従った。








第二章　オシリスの審しん問もん
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　金曜と土曜の夜は何事もなく過ぎた。

　レオンの直感スキルに反応がなかったので、おそらくオシリスも特に何もせず身を潜ひそめていたのだろう。

　理由は不明。

　多少、それが不気味でもある。

　だがそれでも犠ぎ牲せい者しやが増えなかったことには素す直なおに安あん堵どすべきだろう。

　一方、何もなかったこの二日間はレオンとの交流に費ついやした。

　交流と言っても、特別な何かをしたわけではない。

　この前の授業で何があったとか。

　勉強はどうしてるとか。

　行きたいお店とか。

　明あ日すのプールのこととか。

　そんな他愛たわいない話ばかりしていた。

　そうしている内に日曜日の朝になる。

〝禁きん戒かい〟では日曜日を戦せん闘とうの行われない安息日と定めているが、正確には日曜朝の日の出から月曜朝の日の出までが戦闘禁止の期間だ。

　土曜の夜から俺の部屋に泊とまり込んでいた面々は、ようやく緊きん張ちようの時間から解放されてうんと伸のびをする。

「それじゃ、僕はそろそろ自分の寮りように帰るよ」

「はーい。じゃあねーレオン君」

「涙るい々るいも帰れ」

「えー」

　違う寮住まいの涙々とレオンをベランダから見送る。

　ふと東の空に目をやると、朝あさ陽ひがわずかに顔を覗のぞかせていた。

「では、私たちもそろそろ」

「そうだな」

　そう言ってマリアとブリュンヒルデも立ち上がる。

「今日のお昼に北区第三駅に集合でしたよね？」

　自室に帰る前に、マリアが尋たずねてくる。

　今日はみんなと北区の総合レジャーランドに行く約束の日だ。

「ああ。電車の時間もあるから、三十分前に寮の入り口に集合だ。國くに崎さきにも伝えてある」

「分かりました」

　マリアは頷うなずく。

「体調は大だい丈じよう夫ぶか？」

　今度は逆に俺が彼女に尋ねる。

「無理そうなら先に言ってくれ。みんなには俺から伝える」

「いえ、大丈夫です。お気遣いありがとうございます、雷らい火か先せん輩ぱい」

　マリアはにこりと微笑ほほえんで、もう大丈夫とアピールしてきた。

「……」

　あれほどの大おお怪け我がを負ったにも拘かかわらず、マリアの血色はそこまで悪くない。

　彼女の持つ『癒いやし』の奇き蹟せきと増ぞう血けつ剤ざいの投とう与よのおかげだろう。

　それでも体調は万ばん全ぜんの七割程度だろうが、プールに行くくらいなら支障はないか。

　いちおう、それとなく俺が注意を払はらっておけばいい。

「そうか。なら、またあとで」

「はい。おやすみなさい」

「おやすみ」

　マリアとブリュンヒルデは俺の部屋を出て行く。

「ふぅ……」

『──よう、お疲つかれか？』

　俺が漏らしたため息を聞きつけて、バロールが話しかけてきた。

『──今日は何にもなかったんだろ？』

（別に、疲れたわけじゃない）

　俺は脳内で言葉を返しつつ、みんなが交こう替たいで仮か眠みんするのに使った寝ね袋ぶくろを片付け始める。

『──じゃあ、何のため息だよ？』

（意味はない。強しいて言えば、安堵だ）

　今夜犠牲者が出なかったこと。

　レオンが仲間と溶とけ込めていたこと。

　そういった安堵がため息となって漏れただけだ。

（それに今日は戦闘のない日曜日だ。多少は気が抜ぬける）

『──ウヒヒヒ、そうだな。あと何時間か寝ねれば水着が見られる！』

　バロールは嬉うれしそうに笑う。

『──なあなあ、誰だれがどんな水着着てくるか当てようぜ』

（くだらん。もう寝るから話しかけるな）

『──相変わらずつれないなーライカは。シャロの水着とか気にならないのか？』

（……）

　なぜこの魔ま神じんはこうもくだらない話題が好きなんだ。

（寝る）

　俺はベッドへ向かう。

『──寝るな。つき合え。フレイヤは相当キワドイ水着を着てくると思うんだが、総布面積がどのくらいか俺サマと賭かけを』

（しつこいぞ）

　バロールを無視してさっさと寝ようとした時。

　カチャリ、と玄げん関かんの鍵かぎが開く音がした。

　誰だ、と一いつ瞬しゆん強く警けい戒かいするが。

「雷火くーん……入っていーい？」

「シャロ先輩？　どうぞ」

　玄関に向かって返事をして数秒後、シャロ先輩がリビングに現れる。

　俺はベッドから起き上がり。

「何か忘れ物ですか？」

「えっと……違ちがうんだけど、その」

　シャロ先輩はモジモジとしている。

　彼女は何か真新しい紙かみ袋ぶくろを持っていた。

　一度部屋に戻もどったあとに取ってきたのだろうか。

「じゃあ、どうしました？」

「えっと、実は昨日のお昼にね、みんなと今日の水着を買いに行ったんだけど」

「水着を？」

　そういえば昨日の授業が終わったあと、

「今日は女の子たちだけでお買い物に行くから、雷火くんと小こ次じ郎ろうくんはお留守番ね」

　と、天てん華かが言って、彼女たちだけでどこかへ行ってしまったことがあった。

　何をしに行ったのかと思ったら、水着を買いに行っていたのか。

　それは別にいいのだが。

　なぜシャロ先輩は俺の部屋に？

「あの、ね」

　彼女はやはりモジモジしながら。

「それで、水着を二着買ってみたんだけど、どっちを着ていけばいいか迷ってて、雷火くんに決めてもらえたら嬉しいなって」

「なるほど。分かりました」

　案外簡単な頼たのみ事だったので、俺は快く請うけ合う。

　すると、シャロ先輩は頰ほおを朱しゆに染めながら嬉しそうに笑って。

「ありがとう！　それじゃあ早さつ速そく着き替がえるね」

「え？」

「お風ふ呂ろ場ば借りるね」

「あの」

　俺が止める間もなく、シャロ先輩はバスルームに引っ込む。

　どちらがいいか判断するだけなら、別に着替えなくてもいいんじゃないのか……？

　そう思って引き受けたのだが。

『──ウヒヒヒ、こりゃいい。ライカ、覗け覗け！』

（キサマは……また勝手に千里眼を使ったら赦ゆるさないぞ）

『──えー、いーじゃねえか』

（そのせいで前回はエラく苦労したんだろうが）

　この莫ば迦かの暴走で、オシリス戦では二回しか魔ま眼がんが使えなかった。

　それが戦略にどれだけ影えい響きようしたことか。

（あんな間ま抜ぬけなピンチは二度とごめんだ）

『──だったらお前が自力で覗けばいいだろうが。そうすれば俺サマも愉たのしめる』

（却きやつ下かだ莫迦）

『──ていうか魔眼を無む駄だ使づかいしたって、日曜日なら関係ないだろ』

（いい加減にしろキサマ）

　俺と魔神がギャイギャイと脳内口論をしていると。

「お、お待たせ」

　着替え終わったらしいシャロ先輩が、怖こわ々ごわとリビングに顔を覗かせる。

　体は壁かべの陰かげに隠かくれ、まだどんな水着を着ているのかは分からない。

「わ、笑わないでね？」

「笑いませんよ」

「そ、それじゃあ」

　シャロ先輩はおずおずと全身を露あらわにした。

「ど、どうかな？」

　シャロ先輩の水着は、意外にもビキニタイプだった。

　彼女のプロポーションも相まって、少ない布地面積がさらに小さく見える。

　正直、ドキリとした。

　てっきりもっとおとなしいデザインと思っていたから。

　俺は上がった心しん拍ぱく数すうを抑おさえるため、小さく深呼吸する。

「に……似合ってると思います。その、綺き麗れいで」

『──エロいな！』

「ブッ！」

　最悪のタイミングでバロールに被かぶせられ、思わず俺は噴ふき出す。

「綺麗で、ぶ？」

「いえ！　違います！　今のはバロールの莫迦が、その……！」

　俺は慌あわてて立ち上がって弁解する。

　決してシャロ先輩の水着を見て噴き出したわけではない。

　そんな誤解を、彼女に与あたえたくなかった。

「その……先輩がビキニとは思わなかったので、吃驚びつくりしてしまって……」

「う、うん。自分でも冒ぼう険けんしすぎたかなって思ったんだけど、試ためしにと思って……に、似合わないよね」

「いえ、そうではなくて。似合ってはいるんですが」

「そ、そう？」

「はい……客観的に見て、その……」

　俺は次の言葉を言うのが恥はずかしくて、一瞬口ごもる。

　だが不安げなシャロ先輩の顔を見て、俺は意を決して言った。

「綺麗、だと思います」

「あ、ありがとう……」

「……」

「……」

　俺とシャロ先輩は黙だまってしまった。

　お互たがい、顔が赤い。

　冷静に考えてみたら、俺と彼女は今ふたりきりだ。

　密室に、水着のシャロ先せん輩ぱいとふたりでいる。

　そう思うと、心臓がまたひとつ高鳴る。

「えーと……あっ！　もう一着あるんだった。次のに着替えてくるね！」

「は、はい！」

　シャロ先輩は逃にげるように再びバスルームへと駆かけ込む。

　俺はそれを呼び止めることもなく見送った。

「ふぅ……」

　なんだかドッと疲れた。

　俺はベッドに腰こしを下ろし、大きく息を吐はく。

『──ガキの見合いか』

「黙れバロール。元はといえばキサマが妙みようなことを言うから変な空気に……」

　とはいえ、俺も取り乱しすぎた。

　改めて考えれば、単に噴き出しただけだ。

　ちゃんと理由を説明すれば事足りる。

　それなのに、なぜあんなに慌てて言い訳を重ねて……。

　俺は額に手を当てて頭を冷やす。

　何はともあれ、さっきのは少し無様だった。

　次は冷静に客観的に意見を述べて、彼女が今日恥はじをかかないように助言しなければ。

「お、お待たせ」

　さっきと同じセリフで、シャロ先輩は再びリビングに顔を覗のぞかせた。

「こっちはさっきより地味なんだけど」

「そうですか」

　相手の前置きに軽く頷うなずく。

　やはり先輩の性格的に地味……つまり露ろ出しゆつ度どの低い水着も用意していたようだ。

　まだ壁に隠れて見えないが、彼女の本命はおそらくこちらだろう。

　よっぽど問題がない限り、こちらを勧すすめた方がいいに違いない。

　そんな風に俺が考えていると。

「ど、どうかな？」

　その〝露出度の低い水着〟姿のシャロ先輩が壁の陰から出てきた。

「……！」

　彼女の水着を見て、俺は驚おどろく。

　というか、反応に困った。

「スクール水着……ですか？」

　確かスクール水着は日本の学校でしか採用されていないはずだが……。

「うん。確かそんな名前だったと思う」

　案の定シャロ先輩はスクール水着に詳くわしくなさそうだ。

　それが日本の一部好こう事ず家かの間で、非常にマニアックな人気を誇ほこる水着というのも当然知らないだろう。

「それ、どこで買ったんですか？」

「みんなと行ったお店の隅すみっこにあったの。天華ちゃんたちは似合う似合うって言ってくれたんだけど……」

「……」

　詳しく話を聞いてみると、どうも流れは以下の通りらしい。

　昨日の昼、シャロ先輩はみんなと一いつ緒しよに水着の専門店へ行った。

　あまり水着に詳しくない彼女は、天華や涙々に選ぶのを手伝ってもらうつもりだったらしい。

　だが、そこで天華たちに散々な酷こく評ひようをもらったそうだ。
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「酷評されすぎて心が折れるかと思ったよ……」

「どんな水着選んだんですか？」

「全身覆おおうタイプとか、基本的に露ろ出しゆつの少ないの」

「ああ……」

　先輩の水着選びのセンスについてはノーコメントにしておいた。

　で、心折れそうになりながらも半泣きで次の水着を探していた彼女は、店内の隅で埃ほこりを被っていた一着の水着を見つけたらしい。

　それが件くだんのスクール水着だったそうだ。

　…………まぁ、この島のお店はどこも学生中心の品しな揃ぞろえなのだろうし、教材の一種であるスクール水着が一着くらい水着専門店に置いてあっても、別におかしくはないのだが。

　ともあれ彼女はダメ元でそれを試着し、また天華と涙々に採点してもらった。

　結果は、合格。

　ふたりはシャロ先輩のセンスを大絶賛。

　そのまま購こう入にゆうを勧められ、今に至るというわけだ。

（どう考えてもからかわれてる）

『──大絶賛っていうか大爆ばく笑しようしてたんじゃねーか、実は？』

　真相は分からないが、おそらくバロールが正解だ。

　とりあえず、涙々フレイヤの莫迦はあとで灸きゆうを据すえておこう。

「それで、どうかな？　わたしとしてはこっちの方が……」

「あビっキちニにしましょう」

「え？　でも」

「あビっキちニの方がいいです」

　俺は徹てつ底てい的てきにシャロ先輩に念押しした。

　外国人はスクール水着を知らないのだし、あるいはプールに行っても普ふ通つうの水着に見えるかもと一いつ瞬しゆん考えたが──俺たちのグループの中には國崎がいる。

　たぶん、アイツがシャロ先輩のスクール水着姿を見たら大おお騒さわぎだ。

　どんな水着でも大騒ぎする可能性は大だが、マニアックな水着を見たら余計に興奮しそうである。

　だったらビキニの方がまだマシだろう。

　実際、似合っていたのだし。

　……だけどこれ、俺が先輩のビキニを凄すごく見たいみたいで、変態っぽくないか？
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　北区総合レジャーランド。

　遊園地・映画館・屋外屋内プールなどが併へい設せつされた巨きよ大だい施し設せつだ。

　名前はもう少し何とかならなかったのかと思うが、差別化をはかる競合相手がいないのでは仕方がないのかもしれない。

　まあ名前はともかく、設備はかなり立派なものだ。

　屋内プールもアトラクションが充じゆう実じつしている。

　ウォータースライダーや流れるプールなどのオーソドックスな物から、水を使った人工アスレチックなどの変わり種まで、その他スパやサウナなども揃そろっていた。

　さらに夏になれば屋外の大規模アトラクションも開放され、隣となりに併設されている遊園地の一部施設も水着のまま乗れるそうだ。

　まあ、聖餐管理機構エウカリステイアの奴やつらはどこに金をかけてるんだと呆あきれなくもないが。

　これも生徒たちのストレス発散のための予防策なのだろう。

　という、教会側の人間としての考察はともかく。

「……」

　今はシーズンオフなためかプールの客入りもまばらだ。

　休息目的で来ている俺にとってはありがたい。

　これなら存分に羽を伸のばせる、のだが。

「……」

　俺はどうにも落ち着かない。

　今は國崎とレオンと一緒に、あとから来るシャロ先輩たちを待っている時間だ。

　それが、妙にソワソワしてしまう。

　こういう場所に慣れていないせいだ。

　ゲームセンターの時もそうだった。

　子供の頃ころに家族とプールに行ったことくらいあると思うのだが、その感覚も忘れて久しい。

　装備を担かついだままやる命いのち懸がけの水練の記き憶おくなら、死ぬほど覚えているのだが。

　泳ぐと聞いてそんな発想が真っ先に出るあたり、やはり俺は場ば違ちがいなようだ。

『──おい見ろよ、あの女のケツ！　たまんねぇなウヒヒヒ』

　俺の中の魔ま神じんは物もの凄すごく愉たのしそうだな……。

　何かとんでもなく愉ゆ快かいな死因でくたばればいいのに。

　ちなみに言うと、浮うかれているのはバロールだけではない。

「う～早くみんな来ないかな～」

　國崎などはさっきから何度も同じことを呟つぶやいては、俺の肩かたを肘ひじで小こ突づいてくる。

「そんなに待ちきれないのか？」

「あったり前だろぉ!?　マリアちゃんに天華ちゃん、涙々ちゃんにシャロ先輩、それに櫛くし鉈なだ姉し妹まい、クゥーッ！　みんなの水着を早く見たいぜー！」

「頼たのむから叫さけぶな。恥はずかしい」

　俺はハイテンションな友人にちょっとため息をつく。

「遅おそいねーみんな」

　國崎の逆隣では、レオンも凄くウズウズとしていた。

　もっとも彼の場合は、単に早くプールで遊びたいだけだろう。

　さっきからチラチラとウォータースライダーの方を見ているようだし。

　と。

「あっ、天華ちゃんだ！」

　國崎の声で、俺は視線を正面に戻もどす。

　すると。

「ら～い～か～く～ん！」

　水着を着た天華が、こちらへ猛もうダッシュでやってくるところだった。

　監かん視し員いんが見たら絶ぜつ叫きようするような場面だが、彼女の走りからは危機意識など微み塵じんも感じられない。

「トォ！」

　それどころか、天華は思いっきり助走をつけ、跳とんだ。

「なっ!?」

　走り幅はば跳とびの世界記録でも狙ねらうような踏ふみ切りに、俺は驚きよう愕がくさせられる。

　その飛ひ距きよ離りと角度。

　予想着地点は俺の懐ふところだ。

「このッ！」

　俺は咄とつ嗟さに身構える。

「キャー！」

　天華は受け身すら取ろうとしない。

　俺は彼女の体を傷つけないように、細心の注意を払はらって受け止めた。

「お前なッ！」

　プールサイドを走るなとか。

　天華の体を乱暴に扱あつかうなとか。

　言いたいことはいろいろあった。

　だが天華ゼウスは受け止められた格好のまま、俺に手足を絡からみつかせるように抱だきついてくる。

　薄うすい布に包まれた天華のやわらかい体が密着する。

「ッ!?」

「ねぇねぇ待った？　どうこの水着？　今日のために選んだんだよ？」

　俺が言葉を詰つまらせていると、天華はその姿勢のまま笑え顔がおで早口で捲まくし立ててくる。

「、、、!?」

　天華の顔が間近にある。

　クソッ、これもゼウスの悪ふざけか……！

「いいから、降りろ！」

　俺は少し語気を荒あららげ、無理やり天華を床ゆかに下ろす。

「もー雷火くんってば冷たーい。今日は温水プールなのに」

「関係ないだろ……」

「まぁいいや！　で、この水着はどう思う？　かわいい？」

「……」

　天華の水着はやたらとヒラヒラが多かった。

　フリルたっぷりの水着に、元気に跳はねるツインテールがよく似合っている。

「……」

「すっごくカワイイよ天華ちゃん！」

　俺が何か言う前に、國崎が興奮した様子で天華を褒ほめた。

「ありがとー小次郎くん」

　天華は笑顔で言ったあと、また視線を俺に向ける。

　何かを期待するような目に見えたが、俺は黙だまっていた。

『──テキトーに褒めたらいーじゃねぇか。その体に似合ってるのは事実だろ？』

（だとしてもゼウスに褒め言葉を言うのは癪しやくだ）

　所しよ詮せんはつまらない意地だ。

　天華はそんなことまるで気に留めずに、今度は俺の手を摑つかんでくる。

「よーし！　それじゃあ早さつ速そく遊ぼっか！」

「何？　いや、だがまだシャロ先輩たちが」

「えー、だってみんな準備遅いんだも～ん。あたし待ちくたびれちゃった！」

　天華は我わが儘ままを言って、俺の腕うでをグイグイ引っ張ってくる。

「お前な……」

　俺が天華を窘たしなめようとした時、逆側の手を誰だれかがガッと摑む。

「雷火君雷火君っ、僕あのウォータースライダーっていうのに乗ってみたい！」

　レオンだった。

　彼は興奮した様子で目を輝かがやかせ、ウォータースライダーを指差す。

　どうやら彼も相当我が慢まんしていたらしく、天華同様にもう待ちきれないようだ。

「いや、だが先に行ってみんなとはぐれたら」

「今日は屋内だけだから大だい丈じよう夫ぶだよー」

「しかし」

「じゃあ小次郎くんお留守番ね。みんなが来たら連れてきて」

「えぇぇ俺ぇ!?」

「よし行こう雷火くん！」

「行こう行こう！」

「ちょっふたりとも!?」

　天華とレオンは俺を引きずり、悲痛な叫びを上げる國崎を置き去りにして、ウォータースライダー目指して一直線に走り出した。
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　客が少ないおかげで、ウォータースライダーにはすぐに乗ることができた。

　係員に案内されてエレベーターに乗り、ウォータースライダーの一番上へ移動する。

　そこにも別の係員がいて、次に滑すべる客を待っていた。

「こんにちはー。誰から滑りますか？　ふたりまでなら、この浮き輪わに乗ってもらえれば一いつ緒しよに滑れますよー」

　そう言って係員はボートタイプの浮き輪を両手で掲かかげてみせる。

「じゃあ僕が最初に滑るー！」

　レオンが真っ先に答え、滑り口へ向かう。

「ならあたしは雷火くんと一緒だね！」

「……」

　天華に腕に抱きつかれ、俺は微び妙みような顔をする。

「ワーイ！」

　レオンは歓かん声せいを上げてウォータースライダーを滑り降りていく。

　数秒後、彼は地上のゴール地点のプールに到とう着ちやくし、盛せい大だいな水みず飛沫しぶきを上げた。

「アハハハー！」

　レオンの楽しそうな笑い声がここまで聞こえる。

「では次の人どうぞー」

「ほら、雷火くん行こっ？」

　天華に腕を引かれ、滑り口へ向かう。

　ここのウォータースライダーは完全に筒つつ状じようの滑り台ではなく、上部が四分の一ほど開いている造りだった。

　滑り台は地上に着くまでにクネクネと曲がりくねり、ボートの浮き輪を気持ちよく滑らせるためか水流の量は多め。

「どうぞ乗ってください」

　滑り口の端はしっこに載のせたボートを押さえながら、係員が俺たちに乗るように促うながしてくる。

　おそらく、客が乗ったあとで係員がボートを押して出発する流れなのだろう。

　というか、そうか。

　俺はこれから天華ゼウスと同じボートに乗らなければならないのか。

「じゃ、雷火くん先に乗って？」

「……」

　俺はなるべく無心になってボートに乗る。

「それじゃ、あたしも乗るねー」

「!?」

　天華は何の躊躇ためらいもなく、俺の脚あしと脚の間に自分の体を滑り込ませた。

　小さい体だからできることだが、これは……。

「おい、前側に乗ったらどうだ？」

　ボートには摑むための把とつ手てが前後についている。

「何でー？　この方が楽しいでしょ」

　しれっと言いながら、天華は体重を俺に預ける。

　まるで彼女の座ざ椅い子すにされたような状態だ。

　さっきは正面から、今度は背中から。

　何でこいつはいちいち俺に密着しようとするんだ……。

『──おお、なんだか肌はだがぷにぷにしてるな。こういうのも気持ちいいぞ』

（黙れ欲よく情じようするなクソバロール）

『──ウヒヒヒ、お前だって妹の体に欲情してんじゃねーか』

（してない！）

「じゃあ、押しますねー」

　係員は俺と天華の準備ができたと思ってボートを押す。

「待っ！」

　俺は思わず制止しようとしたが、時すでに遅おそし。

　俺たちを乗せたボートは滑り口の縁へりを越こえ、すでに傾けい斜しやを滑り降りていた。

「やっほー！」

　天華が俺の胸の中で楽しげな声を上げる。

「ほら、おにーちゃんも声出しなよ。楽しいよ」

「うるさい。ボートから落ちて天華の体に傷をつけるなよ」

　天華ゼウスの戯たわ言ごとはさらりと一いつ蹴しゆうする。

　ボートは曲がりくねる滑り台のカーブを何度も曲がり。

　その度たびに天華の体がギュウッと密着してくる。

「ヒャッホー！」
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『──ヒイヤッホー！』

「……」

　時間にすれば一分もなかっただろうが、地上のゴールに着くまでが異様に長く感じた。
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「あー、こんなところにいたー」

「？」

　ウォータースライダーのゴール地点のプールから上がると、そこには涙々とマリアの姿があった。

　涙々の水着は黒のビキニのセクシータイプ。

　マリアもビキニだが、涙々とは対照的に清せい楚そなイメージだ。腰こしに巻いた花はな柄がらのパレオから伸のびる太ももが目に眩まぶしい。

「もうっ、勝手に先行かないでよー」

「ごめーん、るいるい。待ちきれなくて」

「天華がひとりで行くのはいいけど、雷火まで独どく占せんしないでよね」

　涙々が叱しかると、天華は笑いながら謝罪した。

「雷火さん。やっと会えました」

「マリア。大おお袈げ裟さだな」

「だって入り口に國崎さんしかいなかったんですもん」

　マリアはなにやらカワイイ口調で怒おこってみせた。

　涙々もだが、あまり本気で怒っているわけではないのだろう。

「そういえば、國崎は？」

「シャロ先せん輩ぱいと櫛鉈さんたちが準備にまだ手間取っているんです。なので、申し訳ないのですが國崎さんには引き続き留守番を」

「國崎……」

『──憐あわれな奴やつめ』

　俺は咳せき払ばらいをして気を取り直す。

「しかし、シャロ先輩はともかく、櫛鉈先輩も遅おくれてるのか？」

　シャロ先輩の方はなんとなく想像つくが、櫛鉈先輩がこういう時に準備で手間取るとは思えない。

「それが、妹さんの着き替がえも手伝っていて。すぐに寝ねようとするので、最初に服を脱ぬがすのにも手間取っていました」

「ああ……そうか」

　スサノオの奴……こんなところでも櫛鉈先輩に迷めい惑わくをかけて。

　やはり神々にはロクな奴がいない。

「ねぇ雷火。さっき天華と遊んだんなら、今度は私たちと遊びましょうよ」

「えー、雷火くん連れてっちゃうのー？」

　涙々の提案に、天華が不満を述べる。

「さっき雷火のことひとり占じめしてたでしょ。これでおあいこ」

「む～しょうがないな～」

　天華は渋しぶ々しぶといった感じで小さく頷うなずく。

　彼女が引き下がると、涙々はニンマリ笑って俺の腕うでを引っ張った。

「だがここで先輩たちを待っていないと」

「大丈夫よ。さっきレオン君も見たけど、またウォータースライダー滑りに行ったし。しばらくここで滑ってるでしょ」

　そういえばレオンの奴、ゴール地点にいなかったな。

　よっぽどウォータースライダーが楽しかったようだ。

「しかし、やはり一度先輩たちとは合流した方が」

「もういいからほーら」

　涙々はそう言って俺の腕に抱だきついてくる。

　天華とは比べものにならないボリュームの物がそこに当たる。

「ね？　私だって早く雷火と遊びたいのよ」

　その表情から、明らかにわざとだと分かった。

『──ウヒヒヒ、さすがだ雌め狐ぎつね。もっとやれ』

「……」

　バロールはあっさり陥かん落らくしたが、俺はそう簡単には。

「ねぇ、マリアちゃんも雷火と遊びたいでしょ？」

　と思っていると、涙々は矛ほこ先さきをマリアにも向けた。

「えっ、えっと」

「ほらほら、マリアちゃんもそっちから引っ張って」

　迷うマリアを涙々が急せかす。

「……」

　マリアはチラッと俺の顔を見たあと。

「えっ、えい！」

　彼女はまるで涙々を真ま似ねするように、反対の腕にギュッとしがみついてきた。

「マ、マリア？」

「スミマセン。でも私だって……」

　戸と惑まどう俺の視線からマリアは目を逸そらす。

「よーし、それじゃあアッチに行ってみましょマリアちゃん！」

「は、はい！」

「うおっ！」

　俺は涙々とマリアに両りよう腕うでを拘こう束そくされたまま、また別の場所へと連れて行かれることとなった。

　彼女たちにもアテはないようで、しばらくブラブラと歩き続ける。

　ただし俺の腕の拘束は離はなしてもらえず、彼女たちは人の腕にくっついたままだった。

『──ウヒヒヒ、雌狐よりマリアちゃんの方が大きいな。それにやわらかい。だが雌狐もハリがあって俺サマはどちらの胸も好きだぞ！』

　バロールは大はしゃぎだ。

　いくら言っても黙だまらないので、もう勝手にさせておくことにした。

「あら、何かしらアレ？」

　ふと涙々がひとつのプールを指差す。

　それは小さな円形で閉じたプールだった。

　円の中心には柵さくで囲まれた銀色の柱があるが、それ以外に何の特とく徴ちようもない。

「何でしょうか、休きゆう憩けい用のプール？」

「それにしては深いみたいだが」

　プールを覗のぞき込んでみた限り、俺でも爪つま先さきがつくかつかないかくらいの水深だ。

「これもアトラクションなのかしら……『メイルシュトルム』？」

　涙々はプール脇わきの看板に書いてあったアトラクション名を読む。

「まあいいわ、入ってみましょう！」

「あっ、おい！」

「きゃあ！」

　涙々に引っ張られ、俺とマリアもそのプールに落ちてしまう。

　さすがにこうなるとふたりとも俺の腕から離れた。

　自由になった両腕で水をかき、俺は水面へ向かう。

「ぶはっ！」

「ぷはっ、けほ！」

「っはぁー、気持ちいいー」

　水面から三人が顔を出したのはほぼ同時だった。

　マリアは少し咳せき込んだが、涙々は言葉通り気持ちよさそうな顔をしている。

「涙々、お前いきなりな」

「まあまあ、溺おぼれたわけじゃないんだしいいでしょ？」

　涙々はアッケラカンと言ってくる。

「ていうか、やっぱり少し深いだけのプールね。何のアトラクションなのかしら？」

「それなら看板に説明が書いてあったんじゃないか？」

「あーそこまで読んでない」

「そこはちゃんと読んどけ」

　俺は呆あきれてため息をつく。

　しかし、実際何なんだこのプール？

　円形で広さもさほどではなく、かといって深いから子供用でもない。

　あと何かあるとすれば、プールの中心にある銀色の柱だが。

　あれが何かを起こす装置なのだろうか？

　と、俺が考えている時だった。

　不意に、中心の柱からビィ～～～と音が鳴る。

　それが合図だったように。

「え？　何？」

「回転してる？」

　俺たちが異変に気づいた時にはもう遅おそく、マリアの言う通りプールに時計回りの水流が生まれた。

　その流れは意外に激しく、俺たちは為なす術すべなく押し流された。

　これじゃまるで渦うず潮しおに吞のまれているみたいだ……！

「！」

　そこで思い出す。

　このアトラクションの名前はメイルシうずュトルムしお。

　おそらく中心の柱はプールに回転する水流を発生させる装置だ。

　そして、浮うき輪わなどに摑つかまった状態で、その回転を楽しむアトラクションなのだろう。

「うっ、わっぷ！」

　ちなみに、浮き輪を持ってないと結構キツい。

　溺れるとまでは言わないが、正直楽しめる余よ裕ゆうは皆かい無むだ。

「ら、雷火さん！」

「雷火～摑まらせて～」

「ちょっ、おい！」

　同じく流れに翻ほん弄ろうされていたマリアたちが、俺の体にしがみついてくる。

　それもさっき腕を摑まれた時と違ちがい、前後から。

　つまりあの感かん触しよくが胸と背中にダイレクトに伝わってくる。

『──ウヒヒヒ！　前から後ろからサンドイッチとは、最高のアトラクションじゃねーかライカ！』

（頼たのむからくたばれ！）

　ご満まん悦えつのエロ魔ま神じんに罵ば声せいを浴びせる。

　それからアトラクションが止まるまでの二、三分、俺は彼女たちに挟はさまれたまま溺れないように泳ぎ続けなければならなかった。
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「ぜぇ、ぜぇ……」

「だ、大だい丈じよう夫ぶですか雷火さん？」

「ああ、マリア、大丈夫だ」

「さすが雷火！　男の子」

「……」

　涙々に褒ほめられても素す直なおに喜べない。

　絶対コイツには余裕があった。

　単に疲つかれたから俺に摑まっていただけだ。

「というか、そろそろ離れてくれ」

　俺は少しウンザリしながら言う。

　が。

「ごめん。無理」

「……なぜだ？」

　涙々のふざけた返事に俺は問い返す。

　すると。

「さっきので水着流されちゃったみたい」

「はあ!?」

　想像以上にふざけた答えが返ってきた。

　ならこの背中の感触は……!?

『──ウッヒョウ！　ナマかよ！』

　バロールが快かい哉さいを上げる。

　本当にくたばって欲しいが、今はそれどころではない。

「マリア。悪いが涙々の水着を捜さがしてくれるか？」

　幸いこのプールは狭せまい。

　捜せば次の渦潮が始まる前に簡単に見つかるはずだ。

「……」

　しかし、マリアは俺から離れようとしない。

「マリア？」

「その間、涙々さんは雷火さんに抱きついてるんですか？」

「仕方ないだろう。誰だれかに見られたら……」

「だったら私も離れません！」

「何!?」

　思わぬ返事に俺は驚おどろく。

「涙々さんばかり、不公平です！　私にも権利はあります！」

「いや、何の権利だ？」

「最近の雷火さんは他ほかの女性にだらしなさすぎます！」

　マリアは頰ほおを膨ふくらませる。

　これは……怒おこっているのか？

「たまには私にもチャンスがあっていいはずです！」

「おやおや～？　もしかしてマリアっち、私に対たい抗こう心しん燃やしてる～？」

　今度は後ろから、涙々のからかうような声。

「それがどうしたんですか？」

「んー、でもほら。今の私って上半身裸はだかだよ？」

「……!?」

「対抗するつもりなら、マリアっちも脱ぬがないと勝負にならないんじゃない？」

「そ、それは……」

「おい涙々、妙みような煽あおり方をするな」

　たまらず俺はふたりの会話に割って入る。

　だが。

「私は、私は……」

「お、おいマリア？」

「私は、雷火さんのためなら、何でもできます……！」

　どうやら遅かったようだ。

　マリアの闘とう争そう心しんにはすでに火がつき、彼女はビキニの首くび紐ひもを自ら解こうとする。

「待て。やめろマリア」

「止めないでください！　女と女の勝負なんです！」

「いや、時と場所を考えてくれ！」

　誰かこのふたりを止めてくれ！

　そんな俺の願いが通じたのかどうかは知らないが。

「あら、神しん仙ぜんさん」

　ふと俺たちのいるプールの傍そばを、櫛鉈先せん輩ぱいが辺りをキョロキョロ見回しながら通りかかった。

「……何をしてらっしゃるんですか？」

「何でもありません」
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　俺はなるべく平静を装よそおい、櫛鉈先輩の質問に答える。

「櫛鉈先輩こそ、どうしたんですか？　何か捜しているみたいですが」

「えっと、実は姫ひめ子ことはぐれてしまって」

「妹さんが？」

　俺が問い返すと、櫛鉈先輩は小さく頷うなずく。

「少し目を離はなした隙すきに姿が見えなくなって」

「いつどこでいなくなったんですか？」

「それが……プールの入り口で、悲しそうにうずくまる國崎さんを見かけたのですけど」

　櫛鉈先輩はやや言いにくそうに答える。

「心配になって声をかけたら、その……私とシャルロッテさんの水着を見て、彼がその、跳び上がるように喜んで、そちらを宥なだめている内に姫子の姿はいつの間にか」

「……ああ、なるほど。分かりました」

　櫛鉈先輩はだいぶ言葉を選んだが、俺にはその光景が容易に想像がつく。

　要するに先輩たちの水着を見た國崎のテンションが上がりすぎて、それを落ち着かせるのに時間がかかったのだろう。

　國崎、正直そういうのは逆効果だと思うぞ。

　その時の光景を話す櫛鉈先輩の口調が明らかにドン引きしている。

　褒めるにしても相手を置き去りにしてはいけないな……。

　妙な教訓を國崎の行いから学んだところで、俺は頭を切り換かえる。

「そういうことなら、俺も妹さんを捜すの手伝いますよ」

「えぇー！」

　不満の声を上げたのは涙々だ。

「雷火ってば、お胸丸出しの私を放置していくの？」

「……」

　俺は無言で周囲を見み渡わたす。

　すると、向こうから黒のビキニが漂ただよってきた。

　おそらく涙々から脱げてしまったあと、プールを一周してきたのだろう。

　俺はそれを摑み取り、涙々に手て渡わたす。

「ほら、あとは水に潜もぐるなりマリアに壁かべになってもらうなりして、自分でつけ直せ」

「……ちぇー」

　涙々はつまらなさそうに唇くちびるを尖とがらせ、ビキニを受け取る。

　それから彼女はプールの中に潜せん水すいして、ものの十秒ほどで水着をつけ直した。

　彼女が離れたことでマリアも──かなり渋しぶ々しぶとだが──俺から離れてくれた。

　俺はプールから上がる。

「じゃあ、捜しに行きましょう」

「あっ、私たちも手伝います！」

「屋内プールはさほど広くない。俺と先輩のふたりで充じゆう分ぶんだろう」

「そ、そうですか？」

「マリアと涙々は遊んでてくれ」

「……」

　無言のマリアに見送られ、俺は先輩と櫛鉈姫子の捜そう索さくに向かう。

「よかったんですか？」

「大丈夫です。その、少し頭を冷やしたくて」

「？」

『──そうだよなあ。童どう貞ていにあの感触はしばらく忘れたくても忘れられ』

（黙だまれ）

　俺は途と中ちゆうまで櫛鉈先輩と一いつ緒しよに行き、途中で二手に分かれた。

　俺がプールの東側、先輩が西側を捜す。

　もし見つからなければ、もう一度分かれた場所に戻もどってくる手て筈はずだ。

『──しかし、何でマリアちゃんたちの手伝いを断ったんだ？』

（ん？）

『──手分けして捜すなら、頭を冷やす云うん々ぬんはただの方便だろう？』

（お前もお前で耳みみ聡ざといな）

　俺はアスレチックの岩山に掘ほられたトンネルの中を覗のぞき込みながら、バロールの質問に答える。

（あわよくばスサノオとふたりきりになるためだ。奴やつの真意を問いただす）

　未いまだにスサノオがなぜ櫛鉈先輩の言うことを聞いているのか、理由が不ふ明めい瞭りようのままだ。

　櫛鉈先輩に対する害意はなさそうだが、真意が分からないままなのは気味が悪い。

　できるなら今日にでもこの疑問──あるいは不安と言ってもいい──を取り除けるなら取り除いておきたい。

　運よく奴と一対一で話す機会が作れればだが……！

　そこで俺は足にブレーキをかける。

　どうやら少しくらいは俺にも運があるようだ。

　スサノオはスパゾーンにいた。

　要するにプールよりもお風ふ呂ろよりのエリアだが、そこのジャグジーコーナーにだらしなく寝ねそべっている姿を発見した。

「あ～～～」

「……」

　このだらしないのが、日本神話最狂の荒あら神がみか……。

　別に落らく胆たんするわけではないが、なんだこのやるせなさ。

「……ん？　なんだ雷火か」

　スサノオはこちらに気づき、閉じていたまぶたを開ける。

　すっかりリラックスしているようだ。

『──にしてもこの姉し妹まいは揃そろって地味な水着だな……と思ったが、水面にプカプカと浮うかぶ乳ち房ぶさも乙おつなので良し！』

　バロールは本当に自由だな……。

　俺だけマジメなのが莫ば迦からしくなってくるが、それでも気を取り直す。

「スサノオ。尋たずねたいことがある」

「んー、何だー？」

「お前は櫛鉈先輩に自分の正体を明かしているのか？」

「いいや」

　スサノオは否定する。

「なら、お前はどうやって櫛鉈先輩に取り入った？」

「取り入る？　阿あ呆ほう。あっちが勝手に己オレを妹と勘かん違ちがいして、いろいろと世話を焼いてきているだけだ」

「……勘違い？」

　俺の眉み間けんにシワが寄る。

　櫛鉈姫子の体を奪うばったのはスサノオだ。

　それを……妹と勘違いして、だと？

　怒いかりで拳こぶしが震ふるえる。

　だが、ここで感情を爆ばく発はつさせるわけにはいかない。

「なら……だとしても、キサマは少し先輩の言うことに従順すぎないか？　なぜ神であるキサマが人間の言うことを聞く？」

「それは別にどうでもいいだろう」

　スサノオは眠ねむたそうにあくびをする。

「高たか天まが原はらの姉上とは違い、この体の姉あね御ご殿どのはこちらの気分を害したわけでもない。いくら己オレが荒神とはいえ、わけもなく暴れ回るわけではないぞ」

「……」

　かつてスサノオは高天原で悪行の限りを尽つくした。

　だが実のところその発ほつ端たんはスサノオの姉である天あま照てらす大おお神みかみの方にある。

　天照大神は暇いとま乞ごいに現れた弟スサノオが、高天原に攻せめ込んできたのではと勝手に疑ったのだ。

　その後、紆う余よ曲きよく折せつを経て結局スサノオの嫌けん疑ぎは晴れた。

　とはいえ、肉親からたいした理由もなく疑われた鬱うつ憤ぷんが、その後の大暴れの原因であるとするならば、一方的にスサノオが悪いとも言い切れない……のかもしれない。

「なら、お前に櫛鉈先輩を傷つけたり利用したりするつもりはないと？」

「当然だ。というか、あの姉御殿が戦場において物の役に立つと思うか？」

「……」

　この物言いからすると、人ひと質じちに使うつもりはないみたいだな。

　戦いは、剣けんや槍やりだけで決着がつくものと思っているようだ。

　単たん細さい胞ぼうすぎるが、今はその単純さに感謝するべきか。

「おい、雷火もこの風呂に入らないか？　泡あわが気持ちいいぞ」

「断る」

「つれない奴だ。憎にくみ合うのは戦場の上だけでよかろう」

「そうはいくか」

　どんな時でも神は憎むべき対象だ。

　例外はない。

「……」

　訊きくべきことは訊いた。

　もうこれ以上ここにいる必要はない。

　俺は櫛鉈先せん輩ぱいを呼びに行こうと思い、踵きびすを返す。

　と。

「ああ、それと雷火」

　スサノオが最後に俺を呼び止める。

「次から姉御殿の前では己オレのことを姫子と呼べ。妹さんでは呼びづらいだろう」

「……ああ、そうするさ」

　俺は返事をして、再び歩き始める。

　スサノオに対する懸け念ねん事じ項こうは減った。

　しかし、それだけだ。

　根本は何も解決していない。

　依い然ぜんとして天地をアメノ覇するムラ神皇剣クモの攻こう略りやく法は見み出いだせない。

　だが、いつか必ず「本当の意味で」櫛鉈姫子の名前を呼ぶ。

　スサノオから彼女を取り戻して。

　必ず。
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　途中みんなで昼食を挟はさみ、やがて午後になった。

　わたし──シャルロッテ・ラブペインは、雷火くんと一緒にプール内を回っていた。

　彼に泳ぎの練習を見てもらうためだ。

　やがて波も何もない普ふ通つうの小型プールを見つけ、わたしたちはそこで練習することにした。

　することにした……のはいいのだけれど。

「じゃあマリアは傍そばで待機しててくれ。もし先輩が溺おぼれそうになったら浮き輪を投げるように」

「はい。お任せください」

　雷火くんの指示に、マリアさんはいい笑え顔がおで返事をする。

　そう……なぜか彼女がこの場にいるのだ。

　わたしたちがふたりで移動する直前、彼女に呼び止められたのが失敗だった。

　彼女は雷火くんから泳ぎの練習の件を聞き出すと、自分も手伝うと言い出したのだ。

　雷火くんは特に気にせず承しよう諾だくしたけれど。

　練習はふたりきりでと思っていたわたしには、地味にショックだった。

「それではシャロ先輩。まずは水に顔をつけてみましょう」

「う、うん」

　雷火くんに言われ、気もそぞろだったわたしは気持ちを引き締しめた。

「……っ」

　水に顔をつける。

　顔を洗う時なんかに水は被かぶるのだし、それくらい平気かと思ったのだけど。

　け、結構怖こわい。

　わたしが躊ちゆう躇ちよしていると。

「先輩。俺が手を握にぎってますから、怖がらないでやってみてください」

「っっっ！」

　彼にやさしく手を握られ、わたしの水に対する恐きよう怖ふ心しんは一いつ瞬しゆんで高鳴る心臓の鼓こ動どうに上書きされた。

「すぅー、、、は、ンッ！」

　大きく息を吸って、わたしは一気に顔を水につける。

　一瞬水が鼻に入りそうになったけれど、それ以外はゴボゴボボという音がする以外、特に変なことはなかった。

「……ぷはぁ！」

　やがて息が尽きて、わたしは水から顔を上げる。

「大だい丈じよう夫ぶでしたか？」

「うん。まだ少し怖いけど、雷火くんが手を握っててくれるから」

　わたしはそう答え、内心で少しテレる。

　本当のことだけど、口にして言うとちょっと恥はずかしい。

「、、、、、、」

　あとマリアさんが怖い目でわたしを睨にらんでいた気がしたけど、たぶんそれも気のせい。

「意外と平気そうですね。じゃあ、もう何回か続けましょう」

「うん」

　それからまた何度か息を止めて水に顔をつける練習をした。

　特に問題もなかったので、次のステップへ。

「次はバタ足をしましょう」

「バタ足って、水を蹴けるやつ？」

「そうです。また俺が手を握ってますので、体を水面に浮かせて水を蹴ってください」

「……水に浮くってどうやるの？」

「最初は体から力を抜ぬいて、俺の合図でプールの底を蹴ってください」

「う、うん」

　またわたしは少し不安になったが、言われた通り体の力を抜いてみる。

「じゃあ行きますよ。せーの」

「んっ！」

　雷火くんの合図でプールの底を蹴る。

　すると浮ふ力りよくで体が浮き上がり。

　それに合わせて、雷火くんがわたしの腕うでを前へと引っ張った。

　そうすると体が猫ねこ背ぜになるせいで、徐じよ々じよに脚あしが水に浮かんできて……気がつけば、わたしの体はうつ伏ぶせに水面付近を漂ただようようになった。

「凄すごい！　わたし浮いてる！」

「はい。それじゃあ、今度は水を蹴ってみてください」

「こ、こう？」

　雷火くんに言われ、人がやっているのを思い出しながら水面を蹴ってみる。

　バシャバシャと水が跳はねる音。

　お、思ったより疲つかれる。

　でも、案外ちゃんと進んでるような。

「上う手まいですよ」

「そ、そうかな？」

　雷火くんに褒ほめられ、わたしは調子に乗る。

　それで少し強く水を蹴ってみた。

　途と端たんにバランスが崩くずれる。

「あっ、あぷっ！」

　口と鼻に水が入った。

　一瞬でパニックになり、完全にバランスを崩す。

　もう浮ういてなんていられなくて、わたしは雷火くんの腕に縋すがりつき、そのまま彼に抱だきつくようにして立ち上がった。

「げほっ、けほっけほっ」

「だ、大丈夫ですか？」

「う、うん……ごほっ。ご、ごめんね雷火くん。急に抱きついちゃって」

「いえ、それは別に……」

「？」

　雷火くんの返事が心なしか小さい。

　どうしたんだろうと思いながら視線を上げる。

　見上げた彼の顔は、いつものクールな表情ではなく、少し困った表情だった。

（もしかして、わたしにドキドキしてくれてるのかな？）

　そう思うと、こちらの心臓が高鳴ってくる。

　このまま彼の胸に耳を当てて心音を聞いてみたくなる。

　けれど、その前にマリアさんが咳せき払ばらいをした。

「コホンッ！　ふたりともいつまで抱き合っているんですか？」

「わっ！」

「きゃっ！」

　わたしと雷火くんは慌あわてて離はなれる。

「バタ足の練習をするなら流れるプールの方がいいんじゃないですか？」

　マリアさんはちょっと不ふ機き嫌げんそうに提案してくる。

「そうだな。まずは泳いで進む感覚をつけた方がよさそうだ」

　雷火くんはマリアさんの案に頷うなずく。

「じゃあ移動しましょう先輩」

　そう言って、雷火くんはわたしの手を離した。

　あっ、と思ったけれど声には出さずに、わたしは彼のあとを追ってプールから上がる。

　そこでふと先にプールサイドに上がっていた雷火くんと目が合う。

「っ！」

　雷火くんはわたしを見下ろして、急にわざとらしく目を逸そらした。

　直感的にビキニの胸むな元もとを見られたことに気づく。

　彼に限って、偶ぐう然ぜん目に入ってしまっただけだろうけど、今日の水着はわたしにしてはかなり頑がん張ばりすぎた代しろ物ものなので、凄く気き恥はずかしくなる。

　それと同時に、彼が照れてくれたことが嬉うれしい。

　わたしたちは流れるプールの近くまで移動する。

「最初は力を抜いて水に浮くことを意識してください」

「う、うん」

「緊きん張ちようしなくても大丈夫です。流れで体は自然に進みますし、俺もまた手を握ってます。姿勢が安定して、先せん輩ぱいが平気だと思ったらまたバタ足から始めましょう」

　雷火くんはやさしくわたしを促うながしてくれる。

　それからまた一いつ緒しよに流れるプールに入ろうとして。

「待ってください。今度はわたしが手伝います」

　強ごう引いんに、横からグイッとマリアさんが割って入った。

「あっ」

　彼女は雷火くんの代わりにわたしの手を取る。

「マリア？」

「雷火さんがずっと手を引くのも疲れるでしょう？　せっかく私もいるんですから、交こう替たいで教えた方がいいと思います」

「……それもそうだな」

　雷火くんはマリアさんの言葉に納なつ得とくして身を引いてしまう。

　それは残念だけれど、抗こう議ぎする手段をわたしは持っていない。

「さ、シャルロッテ先輩。頑張りましょう」

「うん」

　わたしはマリアさんに手を引いてもらい、流れるプールで練習を再開する。

「先輩。もっと力を抜いてください」

「うん。分かってるんだけど、緊張して」

「大丈夫です。人の体は浮くものです」

「でもぉ」

　わたしは泣き言を言う。

「安心してください。私も手を離しませんから……それに、その」

「？」

　マリアさんはちょっと言いにくそうに頰ほおを赤らめている。

「……シャルロッテ先輩には立派な浮き袋ぶくろがふたつついてますので、尚なお更さら心配する必要はないと思いますよ？」

「？？？」

　浮き袋って何だろう？

　少し考えて、マリアさんの視線にふと気づく。

　なんだかやけにわたしの胸を見ているような……！

「っ!?」

　う、浮き袋ってそういう!?

　気づいて、わたしはマリアさん以上に顔を真っ赤にした。

　確かにお風ふ呂ろ入る時とか浮くけど……。

「あの、すみません」

　マリアさんが申し訳なさそうに謝る。

　たぶん今のも、わたしを安心させるため、冗じよう談だんのつもりで言ったのだろう。

　それは分かったけど、やっぱり恥ずかしい。

　今の会話、雷火くんに聞かれてないよね？

　彼はもしもの時の浮き輪を持って、わたしたちの進むスピードに合わせてプールの外周を歩いている。

　わたしはチラッとそちらを確かく認にんする。

「……？」

　雷火くんはわたしの視線に気づいて、少し首を傾かしげた。

　どうやらさっきのは聞かれていなかったらしい。

　わたしはホッとする。

「その……シャルロッテ先輩」

　マリアさんは小声で話しかけてきた。

　まるで内ない緒しよ話ばなしでもするみたいに。

「雷火さんのこと、どう思っているんですか？」

「ひえっ!?」

　わたしは動どう揺ようしてバランスを崩してしまう。

　水を少し飲んでむせた。

「だ、大だい丈じよう夫ぶですか？」

「うん。大丈夫……」

　慌てるマリアさんに、わたしはかろうじて答える。

　しかし、返事とは裏腹に心臓は早はや鐘がねを打っていた。

　原因はもちろん、彼女の質問。

　雷火くんをどう思っているか……？

　そ、そんなの恥はずかしくて答えられない！

　それに、こんなこと訊きいてくるなんて。

　もしかして、マリアさんも？

「～～～」

　頭がぐるぐると回る。

　何と答えるのが正解なのだろう？

　手を握にぎってもらっているので逃にげることもできない。

　どうすれば？

　わたしは答えに迷い、ただ途と方ほうに暮れる。

「……」

　その間も、マリアさんは顔を赤らめて、ジッとわたしの目を見つめてきた。

　強い、まっすぐな瞳ひとみ。

　でも、若じやつ干かんだけど、揺ゆれている。

　不安？

　わたしの答えが？

　わたしが何と答えるか、不安に思ってる？

　だとしたら、やっぱり。

　わたしはさらに迷う。

　と。

『──堂々と答えてやればいい』

　わたしの内側から声がした。

　それはわたしの深層心理とか、そんなものじゃなくて。

（ブリュンヒルデ、さん？）

　わたしの中にいる神格──ブリュンヒルデさんの声だ。

　彼女は凜として。

『──心配しなくとも、小声で話せば神仙雷火には聞こえない』

（でも、あの、でも）

『──私には縁えん遠どおいものだが、これは決けつ闘とうだろう』

　ブリュンヒルデさんは、言う。

『──マリアは正面から挑いどんできた。ならば応こたえるのが騎き士しの礼れい儀ぎ』

（わたしは騎士じゃないですよ～）

『──なら女として応えろ』

　女。

　女の決闘。

　ブリュンヒルデさんは、このやり取りをそう表現した。

『──臆おくするな』

（けど……）

　躊躇ためらうわたしに、ブリュンヒルデさんは怒おこったように。

『──……何を恥じる？　キサマの想おもいはそんなものか？』

（そんなこと言われても、わたしの想いなんてそんな、大それたものじゃ……）

『──ならキサマは、なぜ神仙雷火に協力する？』

（それは、命を助けてもらったから……）

『──違ちがう。それも違わないが、違う。お前が死のリスクを負ってまで、奴やつに協力を誓ちかったのは、もっと違う想いがあったからだ』

（……！）

　わたしはドキリとする。

（まっまさかブリュンヒルデさん、知って……!?）

『──私とお前の魂たましいは未いまだに混ざり合ったままだ。思考の全すべてとまでは言わないが、感情くらいは常に流れ込んできている』

「～～～」

　わたしはまた顔を真っ赤にしていたと思う。

　質問を投げかけてきているマリアさんよりも、ブリュンヒルデさんはより明確にわたしの気持ちを知っているらしい。

　その上で、と彼女は言う。

『──キサマの想いは充じゆう分ぶんに強い。私の剣けんと同様に』

（……）

　わたしはブリュンヒルデさんの言葉に戸と惑まどう。

　なぜ、彼女はわたしをそんなに褒ほめるのだろう？

　……神様なのに。

　わたしの知らないところで、何かあったのだろうか？

　今こうして会話できているように、ブリュンヒルデさんはわたしが表に出ている時でも意識がハッキリしている。

　逆に、ブリュンヒルデさんが表に出ている時、わたしの意識は朧おぼろ気げだ。

　ブリュンヒルデさんがこの体を操あやつっている間の記き憶おくは、ヒドく曖あい昧まいにしか覚えていない。

　その間に、何かあったのだろうか？

　気になるけど。

　今はそれよりも、マリアさんだ。

「……」

　彼女はわたしの答えを辛しん抱ぼう強づよく待ってくれている。

　まっすぐにわたしを見つめて。

　ブリュンヒルデさんは応えるべきだと言った。

　わたしの雷火くんに対する想いも肯こう定ていしてくれた。

　恥じることはないと。

　堂々と答えるべきだと。

　わたしは鼻で深く息を吸い、心を整える。

　そして。

「……っ」

　そして。

「っ……！　はぅ……っ！」

　そして。

　そして。

　そして。

　……

　……

　…………

　…………




　　　　７




『──なあに話してるんだろうなあ、あのふたり』

（さあな）

『──案外おっぱいの話とかだったりしてな』

（アホか）

　何があったらあのふたりが胸の話をするんだ？

　俺は呆あきれてため息をつく。

『──で、どうだ？　楽しめてるか？』

　バロールが訊いてくる。

（まだ来てから一時間も経たってないだろう）

『──なあに言ってんだ。せっかくの息いき抜ぬきなんだから、最初から楽しめよ』

（知るか……息抜きなんて、本当はあまりしたことがない）

　この十年間、俺は異い端たん討とう伐ばつ者としての訓練を受け続けてきた。

　施し設せつでの訓練は想像を絶するほどの過か酷こくさで、毎日が責め苦のようだった。

　だが俺はそれに耐たえ続けた。

　神々を殺すため。

　妹を奪とり返すために。

　息抜きなんてする暇ひまもない。

　ましてや友達と遊ぶなんて……。

（この島に来て、久しぶりにした気がする）

　おかしな話だ。

　復ふく讐しゆうに身を捧ささげて、ほかには何もいらないと誓って耐え続けてきたのに。

　いざその神々との戦いが始まってから、こうして友達とプールに来る機会を得るなんて。

『──息抜きだってのに、妙みように辛しん気きくさい奴だな』

（うるさい）

『──ウヒヒヒ、まぁいいさ！　俺サマが楽しけりゃな！』

（お前はそういう奴だろうよ）

『──ああその通りさ！　けどよぉ、ライカだって本当は楽しんでんだろ？』

（知るか）

『──ウソつけ。さっきからシャロを見てドキドキしてんだろ』

（……そんなことはない）

『──ウソつきは童どう貞ていの始まりだぞ』

（それを言うなら泥どろ棒ぼうだ）

『──そんな否定することか？　女によ体たいに惹ひかれるのは雄おすの本能だろ』

（キサマと一いつ緒しよにするな下半身魔ま神じん）

『──その悪口、なんか精力絶ぜつ倫りんみたいじゃないか？』

（枯かれ果てて死ね）

『──ウヒヒヒ、一回でいいから枯れるほどイイ女とヤッてみたいねぇ』

　俺の罵ば倒とうにバロールは厭いやらしく笑う。

　なんてくだらない漫才をしていると。

『──ん？　何かあったのか？』

（？）

　バロールの声に釣つられてマリアたちの方を見る。

　彼女たちはなぜかプールサイドへ──つまり俺のいる方へと泳いできていた。

「ん？」

　泳いで？

　シャロ先せん輩ぱいが？

　まさかもう泳げるようになったのか？

　そんなわけないだろうと思いつつ、俺はふたりがプールサイドに上がるのを待つ。

　そして、上がってきたシャロ先輩を見て。

「……ブリュンヒルデか？」

「ああ」

　その鋭するどい眼まな差ざしを見て、彼女の人格がブリュンヒルデの神格と入れ替かわったのを悟さとった。

「いったい何があったんだ？」

　基本的にブリュンヒルデは戦せん闘とう時しか出てこない。

　あとはシャロ先輩がピンチに陥おちいった時と、彼女が意識を失った時だ。

　どちらにせよ何かあったということなのだが。

「……」

「……」

　俺の質問に、ふたりは些いささか気まずそうに目を逸そらした。

「マリア？」

「えっ!?」

「……何があった？」

「えっと、それは、その……」

　珍めずらしくマリアが口ごもる。

「……」

　何かあったのは明白なのだが。

　俺は周囲を見み渡わたす。

　特に異変はない。

　マリアが何の報告もしないのは気になるが、逆に言うと報告する必要のない類たぐいの事柄アクシデントなのかもしれない。

　本当にヤバい案件なら、彼女が俺に隠かくし事ごとをするはずがない。

　そのくらいは信用している。

「まぁいい」

　緊きん急きゆう性はないと判断し、俺はそれ以上の追つい及きゆうを止やめた。

　俺はブリュンヒルデに視線を移し。

「シャロ先輩はすぐに起きそうか？」

「生憎あいにくと私にもそれは分からない」

「そうか」

　俺は肩かたを竦すくめる。

「なら仕方ない。先輩の練習は一時中断して、レオンたちと遊ぶとしよう」

「そうですね」

「うむ！」

　俺の提案にブリュンヒルデが強く頷うなずいた。

　もしかして、コイツも遊びたかったのか？

「……」

　それから俺たち三人はレオンと合流した。

　彼とまた一緒にウォータースライダーを滑すべっていると、今度はアスレチックで遊んでいた天華や國崎たちが合流してくる。

　その内、涙々や櫛鉈姉し妹まいも現れて、みんなでボール遊びや競争をして遊んだ。

「ハハハハ」

　気がつくと、俺は笑っていた。

　さっきバロールに尋たずねられた時は答えられなかったが。

　俺は今、みんなと遊ぶのを楽しんでいるようだった。

　ああ、そうだった。

　楽しいというのは、こういう感覚だった。

　友達と遊ぶのは楽しい。

　当たり前だ。

　俺はしばらくの間、その久しぶりの感覚を存分に味わった。

　だが少しはしゃぎすぎたのか、筋肉が段々と疲ひ労ろうを訴うつたえ始める。

　そこで今日は休息に来たのだという当初の目的を思い出し、俺は國崎たちに断りを入れてプールサイドで休むことにした。

「ふぅ」

「なんだ、疲つかれたのか？」

　俺が座っていると、ブリュンヒルデが声をかけてきた。

「別に。ただの休きゆう憩けいだ」

「そうか」

　ブリュンヒルデは俺の隣となりに座る。

「何だ？」

「別に。私も休憩だ」

　國崎たちは少し離はなれた波のあるプールで遊んでいる。

　なので、今はこいつとふたりきりだ。

「シャロ先輩は？」

「まだ寝ねている」

「そうか」

　確かく認にんと返答。

　味気ないやり取りで会話が終わる。

　まあ、俺は気にしないが。

『──おい、このままコイツとどこか暗がりにしけ込もうぜ』

（却きやつ下かだ）

「なあ」

　ブリュンヒルデに声をかけられ、隣を振ふり向く。

　奴やつは人のことを呼んだくせに、なぜか俯うつむいて、こちらと視線を合わせもしなかった。

「何だ？」

　俺は問う。

　ブリュンヒルデはチラチラと俺を見ては、何度か深呼吸をして。

「こ、この水着は、どうだ？」

「どうとは？」

「似合っているか？」

「……」

　質問の意図を量はかりかねて、俺はしばし首を傾かしげる。

「その水着の感想ならすでに先輩に話した」

「そうだが、それを私も聞きたいのだ」

「時間の無む駄だだ」

　俺はバッサリと切り捨てる。

　ブリュンヒルデは途と端たんに悲しそうな顔をして。

「そんなことを言うな……この水着は、昨日シャルロッテと一緒に選んだんだぞ」

「お前と？」

　つい反応してしまうと、ブリュンヒルデは嬉うれしそうに顔を上げる。

「その通りだ！　昨日、フレイヤ様たちに誘さそわれて水着を買いに行ったのだが」

「……」

　俺は黙だまっていたが、ブリュンヒルデは構わず話を続けた。

「シャルロッテの奴は最初、あのスクール水着を着ていくつもりだったらしい。あれはあれで私は機能的だと思ったのだが、フレイヤ様や天華には笑われていた」

「……そうか」

　その辺の話は先輩からも聞いた。

　というか、やっぱりセンスを大絶賛されたのではなく大爆ばく笑しようされていたのか。

「シャルロッテはそれでもスクール水着を見つけて満足していたようだが、そこで私がもう一着買ったらどうだと助言したのだ」

『──ファインプレイだったな』

「で、シャルロッテと私で相談しながら選んだのが、これだ」

　ブリュンヒルデはそう言って心なしか胸を張る。

　バロールの声は聞こえていないはずだが、彼女も自分でファインプレイと思っているのだろうか。

「だ、だからだな」

　ブリュンヒルデはそこでグイッと顔を近づけてくる。

「この水着が似合っているなら、それは私の功績でもあるのだぞ……だ、だったら私だって褒ほめてもらう権利は、あっあるのではないか？」

　ブリュンヒルデは恥はずかしそうに口ごもりながら言う。

　彼女の頰ほおは微び妙みように朱しゆが差し、瞳ひとみは若じやつ干かんの期待に揺ゆれていた。

「……」

　こいつの口にした理り屈くつはよく分からない。

　だが、どうやら俺に褒められたいのは理解できた。

　ブリュンヒルデはジぃーっと俺の横顔を見つめてくる。

　視線で頰に穴が空きそうな勢いだ。

　褒めろ……か。

　俺は横目でブリュンヒルデを盗ぬすみ見る。

　外見は当然、シャロ先輩と同じだ。

　だが彼女とこいつとでは、纏まとう雰ふん囲い気きが違ちがう。
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　先輩は柔やわらかく暖か。

　こいつは鋭く清せい冽れつ。

　外見は同じでも。

　中身は違う。

　雰囲気が違えば、受ける印象も変わる。

　同じ装よそおいでも、似合う似合わないが変わる。

　ではブリュンヒルデはどうなのか？

「……」

「あ、おいっ、どこへ行く？」

　ブリュンヒルデは、急に立ち上がった俺を制止する。

「サウナだ。ついてくるな」

　俺はそう言って、その場を離れる。

　そんな俺を、バロールが嗤わらった。

『──んだよ、褒めてやるくらいしたらどうだ？　似合ってるってよ』

（そんなことは思っていない）

『──神が相手だと素す直なおじゃねぇなあ。シャロのことは素直に褒めてやるくせに』

（うるさいぞバロール）

『──へいへい』

　褒めてやる……だって？

　神を？

　冗じよう談だんじゃない。

　そう思う。

　思いつつ、心の奥で、少し、疼うずく部分がある。

　その疼きの原因はきっと、あの夜の遊園地で聞かされた告白のせいだ。

　俺の剣けんになりたい。

　ブリュンヒルデはあの時そう言った。

　その言葉は棘とげのように、ずっと俺の心に突つき刺ささってる。

　受け入れまいと拒きよ否ひしようとしても、ずっと抜ぬけずにいる言ト葉ゲ。

　彼女の想おもい。

　精いっぱいの気持ち。

　それをフッと思い出す度たびに、心の奥深い部分が疼いて、のたうつ。

　十年前から神々を憎ぞう悪おし続け、今も憎にくみ殺そうとしている俺。

　この島で出会い、実際に神々に触ふれ、奴らも笑い、泣く、そんな存在だと知った俺。

　ふたりの自分がせめぎ合い、その度に俺は苦しむ。

　まだ憎しみの方が遥はるかに強い。

　だがもし。

　もしも、いつか。

　俺の中のまだ何か名付けられないこの感情が大きく育ったら。

　俺はどうすればいいのだろう？

　俺はどうするのだろう？

　それを今は考えたくない。

　だから目を背そむけている。

　だが、いずれは……。

「……」

　俺はモヤモヤとした気持ちを抱かかえながらサウナに入った。

　瞬しゆん間かん、顔面めがけて熱気がムワッと押し寄せる。

　複雑な思考が、熱い、というシンプルな感情に上書きされ、悩なやんでいたということを忘れさせてくれる。

　ここのサウナはかなり広いようだった。

　見た限り、すし詰づめになれば八十人は収容できそうだ。

　そこに今はほんの十数人しかいない。

　どうせなら熱い方がいいと思い、俺は上の段へ向かう。

　と。

「あ」

「ん？」

　上の段へのぼろうとして、そいつと目が合った。

　その先客は最上段にうつ伏ぶせになり、緩ゆるんだ表情でサウナを堪たん能のうしていた。

　特とく徴ちよう的なピンク色の髪かみを一本に縛しばって。

　髪の色と揃そろいの水着に身を包み。

　小さな背中に玉のような汗あせをたくさん浮うかせて。

　オシリスは、驚おどろく俺の顔を見つめて、口の端はしをニィと吊つり上げた。

「いいところに来た、魔ま眼がん使い」
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　話がしたい。

　オシリスはそう言った。

「……本当にここで話がしたいのか？」

「ああ、別に構わんだろう」

　オシリスは余よ裕ゆうたっぷりに頷うなずく。

　サウナの床ゆかにうつ伏せに寝ねたまま。

　とりあえず、舐なめられているのは理解できた。

「……」

　俺はオシリスの隣となりに腰こしを下ろす。

『──話を聞くつもりなのか？』

（いちおうな。それに逃にげたと思われても癪しやくだ）

　どうせこいつは魔眼では殺せない。

　石にしたところで例の自動自殺能力で逃げられるのがオチだ。

　死してなお蘇よみがえる。

　それこそがオシリスの『レガリア』なのだから。

「オシリス」

「何だ？」

「お前はなぜ今日ここにいた？　……偶ぐう然ぜんか？」

「偶然であり必然だな。余はキサマに用があった。ゆえにキサマは余よの許もとに引き寄せられた。それだけのことだ」

　オシリスは真顔で戯ざれ言ごとをほざく。

　本気で言っているからタチが悪い。

「ならここで何を、というか、今まで何をしていた？」

　こいつは昨日おとといの二日間沈ちん黙もくを決め込んだ。

　レオンの直感スキルは働かなかったが、彼の能力も万ばん能のうではない。

　オシリスは隠かくれてまた何か企たくらんでいたのか？

　あるいは奴やつの『レガリア』は復活に二日以上かかるのか？

　そのどちらかではないかと俺は考えていた。

　が。

「ただバカンスを満まん喫きつしていただけだが、それがどうした？」

「……」

　オシリスの答えは俺の予想の上をいった。ナナメの方に。

　奴は気持ちよさそうにサウナを堪能しながら微び笑しようする。

「もうそろそろこのくだらぬ闘とう争そうの宴うたげも幕引きの頃ころ合あいだ。その前にひと通り人間どもの作った娯ご楽らくを愉たのしんでおこうかと思ってな」

　誇こ張ちようもなく、ただ事実のように、オシリスは戦争の終わりを告げる。

　言外に、終わらせるのは自分だと言いながら。

　その絶対の自信は何なんだ？

　いや、これがオシリスという神か。

　……まぁいい。

　こいつが慢まん心しんした自信家であることはどうでもいい。

「すでに自身の勝利を確信しているお前が、いったい俺に何の話がある？」

「単刀直入に言おう、魔眼使い」

　オシリスは寝そべった姿勢のまま、俺と目を合わせる。

「余の配下となれ」

「……は？」

　何だそれは？

　あまりに突とつ拍ぴよう子しもない。

「冗談で言ってるのか？」

「そう思うか？」

　オシリスは口の端を吊り上げる。

　戸と惑まどう小動物を弄もてあそぶような表情だ。

「畏おそれるのも無理はない」

　オシリスは足を組み替かえる。

「だがな、これでも余はキサマのことを買っているのだぞ？」

「何のことだ？」

「あの夜──」

「……」

　あの夜とは、あの遊園地での戦いのことだろう。

「──多くの偶然に助けられたとはいえ、キサマは知ち恵えと機転で余を一度は退けた。いかに愚おろかな人間とはいえ、これには称しよう賛さんを与あたえねばなるまい」

「……チッ」

　俺は舌打ちする。

　何を言われても皮肉にしか聞こえない。

　結局、俺はこいつを斃たおせなかった。

　称賛などと言うが、つまるところこいつは俺を見下している。

　奴の言葉は教師が未熟な生徒を褒ほめるそれだ。

　だが気にするべきはそこじゃない。

　本当に気にすべき疑問は。

「俺を手て駒ごまにしたい理由は何だ？」

「ん？」

「神話代理戦争を戯たわむれと言ったキサマだ。まさかこの戦争を勝ち抜くために俺が欲ほしいわけでもないだろう」

「当然だな。その程度のことで余の言葉を下げ民みんに賜たまわすわけなかろう」

「なら、なぜだ？　何のために俺を必要としている？」

「お前が必要……？　ハハッ、それはまた自分を過大評価しているな」

　オシリスは愉ゆ快かいそうに大笑いする。

　いちいち腹の立つ神だ。

「余は王だ。だが、王はひとりで戦いくさはせぬ。手駒となるべき兵士が必要だ、それも有能であればあるほどいい。有能な兵士はいくらいても困らぬ」

　オシリスは喋しやべりながら寝そべる姿勢を変える。

「だがな、必要なのは『兵士』であって『キサマ』ではない。分かるか？　キサマが特別だから声をかけたのではない、キサマが兵士として有用だから声をかけたのだ」

「……」

　くだらない言葉遊びに聞こえたが、いちいち取り合うのも莫ば迦からしい。

　それよりも。

「まだ質問の答えを聞いていないぞ」

「フンッ」

　俺の態度にオシリスは鼻を鳴らす。

「キサマは神話代理戦争が終わったあと、何が起きるか知っているか？」

「何？」

　神話代理戦争が終わったあと？

　それはつまり『唯ゆい一いつ神しん』の指名権をどこかの神話が得るということ。

　そうなった時に起こるのは……。

「今度は勝利した神話の中で『唯一神』の座を巡めぐった新たな戦争が勃ぼつ発ぱつするのだ」

「……!?」

　オシリスの答えに俺は若じやつ干かん意表を突つかれる。

（『唯一神』の座を巡った新たな戦い？）

『──まーあり得ない話じゃないだろ』

　バロールが口を挟はさむ。

『──ケルト神話じゃルーが信しん奉ぽうを集めちゃいるが、全員が奴を支持してるわけじゃない。俺サマとかな』

（確かにそうだな）

『──同じ神話の中に、二柱ふたり以上『唯一神』を望む者がいれば、争いが起こるのは必然だ』

　同一神話に出てくる全すべての神々が一枚岩とは限らない。

　北ほく欧おう神話ではヴァン神族とアース神族が古くから対立し、和解のためにフレイヤとフレイは人ひと質じちにされた。

　日本神話では天あま津つ神かみと国くに津つ神かみが国くに譲ゆずりにおいて争ったと云いわれる。

　ケルト神話は言わずもがな。

　とりわけエジプト神話は。

　古くは都市ごとに崇あがめる守護神が違ちがい。

　地域によって神話の宇宙創世論が異なり。

　王であるファラオですらも、時代によって崇める最高神を替えた。

　ゆえにエジプト神話には最高神と呼べる主神が多く存在する。

　目の前のオシリスもその一柱ひとり──。

「──エジプト神話内には主立った派は閥ばつがふたつある。余の派閥と敵対しているのはアメン・ラー。奴もまた栄はえあるヘリオポリス九柱神の一柱ひとりよ」

「太陽神ラー、か」

　──太陽神アメン・ラー。

　冥めい界かいの神オシリスと対ついとなる天上の神ラー。

　主にエジプト王家に崇すう拝はいされた神であり。

　その名は文字通り「太陽」を表す。

　日中は姿を変えながら太陽の軌き跡せきをなぞり。

　日が沈しずむと船に乗って死の世界を渡わたり。

　日の出とともに再び地上に現れると云われた。

　人間を生んだ神とも云われるが、ラーが地上を統治した時代を「最初の時」と呼び、世界はいわゆる黄金時代だった。

　しかし、善よき統治者であったラーも、年老いた自分を敬わなくなった人間たちに対して怒いかりを覚え、疫えき病びようの神セクメトを派は遣けんして地上を血の海に変えた残ざん虐ぎやくな側面も併あわせ持つ。

　神々の父とも呼ばれ、それ相応の強大な神格を有したと云われる。

「確かに、ラーならオシリスとも肩かたを並べられるほどの神格ではあるな」

　神としての格という意味でなら、両者は極きわめて拮きつ抗こうした力を持つだろう。

　この尊大なオシリスが「敵」と認めるほどに。

　そのラーと戦う時のために、俺をスカウトしたいというのか。

　ウソではなさそうだが、引っかかる点もある。

「俺の魔ま眼がんは神話代理戦争の間だけの借り物だ。ラーとの戦いにまで持ち越こすことはできないぞ。それとも俺の中のバロールを勧かん誘ゆうしているのか？」

「フンッ、魔眼ごとき木こっ端ぱ能力のためなら、わざわざこうして足を運びはしない」

『──ンだとこのクソガキ！』

　魔眼を鼻で笑ったオシリスにキレるバロール。

　鬱うつ陶とうしいが、今は好きに喚わめかせておく。

「余よが欲しいのはキサマの智ち慧えだ」

　オシリスは俺の目を見て、微笑してみせる。

「能力など道具に過ぎん。必要なのは、それを使う者だ。道具は余がいくらでも貸かし与あたえてやる。キサマはそれを使って戦えばよい」

　オシリスは誘さそうように手を差し出す。

　その手を取れ、と言わんばかりに。

「我が麾き下かに加わり、その頭脳を余のために役立てろ。見事に功を挙げた暁あかつきには、キサマの魂たましいをアアルの野へ誘いざなってやろう」

「……」

　──アアルの野とは、聖書で言うところの楽園のことだ。

　冥めい府ふの裁判官オシリスとは、同時にこのアアルの野の支配者であり、管理者でもある。

　従えば楽園に連れて行ってやる、か。

「寝ね言ごとは寝て言え」

「……」

　俺の返答に、今度はオシリスが沈ちん黙もくした。

「何があろうと俺は神々の傀かい儡らいには断じてならない」

「……何を勘かん違ちがいしているのか分からぬが、これは余の慈じ悲ひなのだぞ」

「慈悲？」

「キサマの罪に塗まみれた魂を浄じよう化かするには、もはや余に忠節を尽つくすほかない。でなければ、キサマの魂の行き先はアメミットの胃い袋ぶくろの中だ」

「くどい」

　慈悲に、浄化だと？

　ふざけたことばかりぬかすな、神が。

　俺はキサマらに赦ゆるされたいなどと思ったことは一度もない。

　俺が決して首を縦に振ふらないと悟さとったオシリスは、面めん倒どう臭くさそうにため息をつく。

「余の恩おん赦しやを無む下げにし、あろうことかさらに弓を引いて罪を重ねるか。愚かなことだ」

「キサマらに弓引くことが罪であるなら、俺は地じ獄ごくの業ごう火かで焼かれても構わない」

　オシリスはまたため息をつく。

　それは呆あきれではなく、徒労のため息だ。

「やれやれ、無む駄だな時間を使ったか」

　オシリスはゆっくりと立ち上がる。

「キサマは最後のチャンスを失ったぞ魔眼使い。もはや後こう悔かいしても遅おそい」

「ぬかせ」

「ハッ！」

　オシリスは嘲あざけるように嗤わらう。

「もう充じゆう分ぶんに娯楽バカンスも愉たのしんだ。戯れは終わりだ。この島の生きとし生けるもの諸もろ共とも、その罪を余自ら裁いてくれよう──余の神しん冥めい裁判によってな」

「待てッ！」

　俺は咄とつ嗟さに手を伸のばす。

　だが、手が届く前にオシリスの姿はかき消えた。

　おそらく、傍そばにメジェドが待機していたのだろう。

『くだらぬ真ま似ねをすればこの場にいる全員をアメミットに喰くらわせるぞ？』

「……！」

　何もない空間からオシリスに囁ささやかれ、俺は身動きが取れなくなる。

　やがて、誰だれもいないのにサウナの扉とびらが開き、パタンと音を立てて閉じた。

　そうやってオシリスは悠ゆう々ゆうと俺の目の前から去っていった。

「……くそ」

　あまり有益な情報は手に入れられなかった。

　唯一の成果は、奴やつが最後に残した不ふ吉きつな言葉だけ。

　この島全土を巻き込むと思われる大規模術式の名めい称しよう。

　神冥裁判。
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　プールに行った日から二日後の火曜日。

　俺とレオンは全速力で夜の街を駆かけていた。

「こっちだ！」

「！」

　レオンの声に従い、俺は舗ほ装そうされた道路を蹴ける。

　全力で。

　全力で。

　角を曲がり、直線を疾しつ走そうする。

　だが。

　そして。

「……クソッ！」

　眼前の光景に、俺は思わず建物の壁かべを殴なぐりつけた。

「……」

　隣となりでレオンは呆ぼう然ぜんと立ち尽くしている。

　俺と彼の視線の先には、首を切り裂さかれた死体が無む惨ざんに投げ出されていた。

　オシリスの仕し業わざだ。

「……オシリスの気配は？」

「まだ近い。けど、遠ざかってる」

「方角は分かるか？」

「……ごめん」

「いや、レオンのせいじゃない」

　俯うつむくレオンの肩を叩たたき、俺は上空を振り仰あおぐ。

　ほぼ円を描えがく月の明かりの下、夜空に浮うかぶ影かげがひとつ。

　涙々フレイヤだ。

　俺は彼女に向けて合図を送る。

　数秒後、返答があった。

　オシリスの姿は見えず。

　俺は彼女に、ブリュンヒルデに引き続き待機するように伝える。

　視界の端はしに、物言わぬ骸むくろと化した少女が映った。

　顔は影になって見えない。

　いや、見ようとしなかった。

　とても見られなかった。

「……」

　ため息か舌打ちが出そうになるが、隣にレオンがいるので堪こらえる。

　吐はき出せない感情はノドに詰つまって、俺に息苦しさを感じさせる。

　本当は、今にも叫さけび出したい。

　また間に合わなかった──
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　翌日。水曜日。

　朝の目覚めは最悪だった。

　意識の覚かく醒せいと同時に激しい後悔、自分への憤いきどおり、無力感が一挙に押し寄せ、暗あん澹たんたる気分で体を起こさざるを得なかった。

　嫌いやな感情を抱かかえたまま朝の準備をして、自室を出る。

　いつもの四人で登校するが、何も知らない國くに崎さき以外の表情は明らかに暗かった。

　俺も、國崎の冗じよう談だんに笑う気力も起きなかった。

　そうやって教室に向かい、自分の席にカバンを置く。

　しばらく無言で過ごすと担任の匣はこノの木ぎ先生が現れ、ＨＲホームルームを始める。

「えー、朝からお知らせがあります」

　匣ノ木先生は、もはや常じよう套とう句くとなった前置きをした。

　その先は聞かなくても分かる。

　また行方ゆくえ不明者が出ました。

　夜は出歩かないようにしましょう。

　もう何度目か分からない注意事じ項こうを聞かされ、生徒たちの反応も麻ま痺ひしている。

　人が消えた。

　そんな異常事態が、半ば日常と化してしまっている。

　だが、学園側が意図的に生徒たちに伝えていない隠かくし事ごとがまだある。

　犠ぎ牲せい者しやの、数だ。

　先週までは一日にひとり、多くてもふたりのペースだった。

　それが今週に入って、一日につき十人以上いなくなるようになった。

　今朝の時点で犠牲者はついに四十人を超こえた。

　その全員がすでに死んでいる。

　オシリスの手によって殺された。

　もちろん俺たちはレオンの直感スキルを頼たよりに、オシリスの凶きよう行こうを阻そ止ししようとした。

　が……。

　奴は言った。

　戯たわむれは終わりだ、と。

　元々、レオンの能力はオシリスの位置を正確に捉とらえられるわけではない。

　オシリスが遠く離はなれている場合は大体の方角が分かり、近づくと今度は「この近くにオシリスがいる」と感じ取れる程度の代しろ物ものだ。

　つまりスキルが働いてからオシリスを実際に発見するまでに時間を要する。

　オシリスはおそらくそのことに気づいている。

　その上で、奴が取った対策は簡単だ。

　──各行程の時間の短縮。

　まず根本的に以前の奴の行動は何もかも杜ず撰さんだった。

　たとえば南区で攫さらったマリアを北区まで移動させるのも、無駄なタイムロスだ。

　マリアを移動させたのは生いけ贄にえを捧ささげる配置や順番が決まっていたからだろうが、それなら最初から北区で生け贄を探せばいいだけのこと。

　ほかにも儀ぎ式しきの前に自じ販はん機きでジュースを買うなどの油断もめだった。

　だが、戯れをやめたオシリスは、そういった無駄や油断を全すべて省き始めた。

　生け贄は儀式を行う地区内で攫い、攫ってすぐに生け贄に捧げる。

　奴が変えたのはたったそれだけ。

　言ってしまえば、ほんの少しだけ今までよりマジメになっただけ。

　それだけで俺たちは奴に追いつけなくなった……。

『──落ち込んでるのか、ライカ』

（バロール……）

　不意に話しかけてきた魔ま神じんに返事をするのも億おつ劫くうだ。

　だがバロールは構わずに続ける。

『──そう塞ふさぎ込むなよ。お前らだって、まったくオシリスに追いついてないわけじゃねーだろ？』

　バロールはへらへら笑いながら言う。

　確かに、俺たちは完全にオシリスに追いつけなくなったわけじゃない。

　時には奴の居場所を早期に発見することもできた。

　生け贄の儀式はただ人を殺せばいいというものではない。

　儀式には必ず手順があり、全ての行程を完かん了りようするまでに多くの時間がかかる。

　そのため俺たちが早い段階で追いついた場合、オシリスは儀式を放ほうり出して逃とう走そうした。

『──生け贄の儀式自体は何度か中断させてるんだ。確実に妨ぼう害がいにはなってるだろうぜ』

（……儀式が中断できても、その段階で攫われた生徒が生きているとは限らない）

　中には首を搔かき切られたタイミングで儀式が中断され、俺たちが発見した時には失血死する寸前という生徒もいた。

　その生徒は、俺の目の前で死んだ。

『──はァ？　ンだよ、そんなこと気にしてたのか？』

「……ッ」

　思わず叫びそうになるが、かろうじてそれを堪えた。

　血も涙もない魔神に人の倫りん理りを説いても意味はない。

　俺が黙だまると、バロールはヘラヘラと笑って。

『──そうむくれるなよライカ。何人かは生きてただろ』

「……」

　確かに何人かは生きていた。

　だがたったそれだけだ。

　その間にオシリスは二十人以上を殺した。

「あー、それじゃあ授業始めるよー……」

　匣ノ木先生のやる気のない声で、クラスメイトたちは教科書を開き始める。

　俺も流れ作業で教科書とノートを開いた。

　ペンを持ち、授業を受けるフリをする。

　少し、無む為いな時間が流れる。

「……」

　嗚あ呼あ、クソ。

　ダメだ。

　平静を保てない。

　たった二日で、人が死にすぎた。

　俺の目の前で死んだ生徒もいた。

　彼らの死に顔が浮かぶ。

　その痛苦に歪ゆがむ顔が。

　恐きよう怖ふを宿したその瞳ひとみが。

　俺の網もう膜まくに焼きついている。

　俺が無力なせいで彼らは死んだ。

　俺が無能なせいで彼らは死んだ。

　それだけが変わらない事実。

　十年も訓練を積んできて。

　なぜこんなにも何もできない？

　後こう悔かいで胸が張り裂けそうだ。

　バキッ！

　その時、何かが破は裂れつする音がした。

「……」

　見れば、手に持っていたペンを握にぎり潰つぶしていた。

　砕くだけたプラスチックが皮ひ膚ふを裂き、血がポタポタとノートに落ちている。

「神しん仙ぜん雷らい火か君？」

「……すみません。保健室に行ってきます」

　匣ノ木先生に断りを入れ、返事も待たずに席を立った。

　クラスメイトたちの視線を背中に浴びたが、振ふり向きもせずに教室を出る。

　それから俺は廊ろう下かを歩いた。

　最初は保健室に足を向けたが、途と中ちゆうで屋上へ進路を変えた。

『──傷はいいのか？』

「どうせ掠かすり傷だ。すぐふさがる」

　バロールと益やく体たいもないことを話しながら屋上に出た。

　外の空気は思ったよりも冷たい。

　空を見上げると曇くもっていた。

「雨……にはならないか」

　独り言を呟つぶやきつつ屋上のフェンスにもたれかかる。

　静せい寂じやくが身に染しみる。

　広い学園全体に暗い影かげが落ちているせいだ。

　止まらない生徒の失しつ踪そう事件。

　学園側の不可解な対応。

　不ふ審しんと恐怖が、少しずつだが空気に染み込んでいっている。

『──チッ、シケた空気だ』

　バロールが舌打ちする。

　俺と触しよつ覚かくを共有しているから、同じ空気を肌はだで感じているのだろうか？

『──そういや結局あのクソガキの言う神しん冥めい裁判ってのは、いったいどういう術式なんだろうな？』

「エジプト神話自体に神冥裁判という固有名詞はない。だが、オシリスは冥めい府ふの裁判長を務めている。そこから類推するに、奴はこの島そのものを冥界の裁判所にするつもりだ」

　以前、マリアから報告を受けた島全体の空気の変質。

　その意味も今なら分かる。

　おそらくオシリスが神冥裁判の準備を進めるにつれ、徐じよ々じよに島全体が冥界に近づいてきているのだろう。

　マリアはその冥界の空気を敏びん感かんに感じ取ったのだ。

　ひとつの島を丸ごと冥界と化す。

　形式としては召しよう喚かん術に近いが、それはもはや一部世界の書き換かえに等しい。

　フレイヤのフォールクヴァングの英えい霊れい宮きゆう殿でんも世界を一時的に書き換える『レガリア』だが、オシリスのは規模が違ちがう。

　無論、そのための準備は煩はん雑ざつに違いないが。

　奴はその準備を着々と進めている。

『──もう奴は術式の準備を終えたのか？』

「おそらくそれはまだだ」

『──なぜそう言える？』

「涙るい々るいも言っていたが、この手の大魔ま術じゆつで大事なのは〝手順〟だ。となれば、生け贄の数も重要と見るべきだろう」

　日本なら『４』や『９』などの忌いみ数字。

　聖書なら『３』は三さん位み一体を示す聖なる数。

　数字には古くから魔ま力りよくが宿り、深い意味を持っている。

「神話に出てくるオシリスの裁判には四十二柱にんの神々が列席すると云いわれている。人間の裁判でいうところの陪ばい審しん員いんのようなものだ」

『──つまり、オシリスが捧げる予定の生け贄は四十二人ってことか』

「俺はそう見ている」

　犠牲者自体はすでに四十人を超えている。

　だが俺たちの妨害によって、生け贄の儀式は何度か中断された。

　実際に生け贄にされたのは三十五、六人といったところだろう。

『──仮にそうだとして、猶ゆう予よはあとどんくらいだったっけ？』

「……おそらく、あと二日だ」

　残された時間は十日もない──オシリスが宣言したのが先週の木曜日。

　宣言通りなら、奴は今週中に決着をつけるつもりだ。

　では、その期日はいつなのか？

　オシリスは魔術に秀ひいでていたという逸いつ話わを持つ神ではない。

　神冥裁判のような大魔術を起動するには、場と条件を整える必要がある。

　条件とは、大量の生け贄の血。

　場とは、おそらく魔力の満ちる満月の夜。

　そして、次の満月は二日後の金曜日だ。

「つまり、金曜日の夜までに四十二人の生け贄を捧げるのを阻そ止しすれば、ひとまず神冥裁判は止められる」

　俺は、言う。

　あえてか無意識か、自分でも分からなかったが、俺は肝かん心じんな部分をぼかした。

　だが。

『──で、結局オシリスを『支配』する目め処どは立ったのか？』

　バロールは鋭するどく切り込んできた。

　俺は観念して。

「……まだだ」

　神冥裁判を止めることは重要だが。

　肝心の『レガリア』の攻こう略りやく法が未いまだに見み出いだせていない。

　もし仮に、今回の神冥裁判の妨害に成功したとして。

　それで全すべてが解決するのか？

　否いな。

　オシリスが健在である限り、奴は何度でも同じことを繰くり返す。

　満月など毎月やってくる。

　その度たびに何十人という犠ぎ牲せい者しやを出すわけにはいかない。

　必ず、今回限りで終わらせる必要がある。

　だが『レガリア』がある限り、オシリスは何度でも復活する。

　奴を確実に止めるには『レガリア』を攻略し、『支配』するしかないのだ。

　では『所有者を死後に復活させる』能力の攻略には、如い何かなる『解』を当てはめればいいのだろうか？

　ストレートな答えは、ズバリ『不死者を殺す』矛む盾じゆんを成し遂とげること。

　……それができるなら最初からやっている。

　第二案はオシリスの『レガリア』の発見及および破は壊かい。

　これが一番現実的な案のような気がする。

　だがそれだけに、オシリスも警けい戒かいしているはずだ。

『レガリア』の防衛には常に気を配っているだろう。

　そもそも奴の『レガリア』がどこにあるか分からない。

　闇やみ雲くもに捜さがし回るにはローラシア島は広すぎる。

「……」

　では、もし仮に『レガリア』を発見できたとしたら？

　その時はオシリスも全力で俺たちを斃たおしに来るだろう。

　オシリスは未だに実力の底すら見えない不死の神。

　そんな敵に対して、俺たちは何の攻略法も持たずに特とつ攻こうする羽目になる。

　それではこの第二案も使えない。

　勝算のない特攻を仕し掛かけるくらいなら、まだ生いけ贄にえの阻止に全力を注いで時間的猶予を一ヶ月延ばした方がマシだ。

「……クソ」

　せめて、あの自動自殺能力を止める方法を思いつけば。

　奴が自力で死ぬのさえ止められれば、『石化』による無力化が可能になる。

　だがあの時の能力の正体が見えてこない。

　石化した体を燃やし尽つくすほどの炎ほのお。

　まず考えられるのは魔術の類たぐいかと思われるが……。

「バロール」

『──何だ？』

　俺は魔術に秀でた神でもあるバロールに意見を求める。

「石化した状態で詠えい唱しよう抜ぬきに魔術を使う方法を何か思いつくか？」

『──そうだな。たとえば呪じゆ符ふだ。呪じゆ言ごんをあらかじめ符に書き込むことで、長ったらしい詠唱を省略できる』

「だが呪符で使える魔術はせいぜいＣランク止まりだ」

　Ｃランクの魔術では、せいぜい小さな火球を生み出せる程度。

　ただの人体を燃やすだけならともかく、人間大の岩がん塊かいを焼き尽くすには火力不足だ。

　だが、呪符か……。

「バロール。呪符では無理でも、魔ま導どう書しよならどうだ？　強力な魔導書の中にはそれ自体が魔術を為なす物もあるだろう」

　魔ま術じゆつ師しは自分で書いた文字に魔力を込こめることができる。

　だが一文字一文字に込められる魔力は極ごく微び量りようだ。

　そのため呪符では強力な魔術を起こすことはできない。

　しかし、文字量が分厚い本一冊分ともなれば、それ単体で強力な魔術を発生させることができる。

『──あるにはあるが、それをオシリスが持ってた確率は低いな』

「なぜだ？　オシリスの背負っていたカバンに魔導書が入っていれば……」

『──魔眼による『石化』は、いわば『呪のろい』だ。しかもこの俺サマの、超ちよう一級品のな。その呪いに打ち勝つには、ＡＡランク以上の魔導書が必要になる』

「……確かにその通りだ」

『──そして、そのレベルの魔導書なら、ただそこに在るだけで存在感を放つ代しろ物ものだ。この俺サマの眼めが見み逃のがすはずがない』

「……そうか」

　バロールの説明は理に適っている。

　コイツの言っていることは正しいだろう。

　だが、呪符でも魔導書でもないとなると。

『──やっぱり装神具アーテイフアクトかオシリスのスキルなんじゃねーのか？』

「やはり、そういうことになるか」

『──ンだよ？　ライカらしくもない。いつもならカルーく心当たりを見つけるクセに』

「うるさい。いくら思い返してみても、オシリスに自らその身を焼いた伝承や、炎を操あやつったという逸話はない」

　そもそもオシリスは植物神でもある。

　それが自分の身を焼いて死ぬなどおかしな話だ。

　思考が行き詰づまる。

「クソ……」

　無意識に悪態が口から漏もれる。

　何か……。

　何か見落としていることはないのか？

「雷火くん！　こんなところにいたんだ」

　その時、急に名前を呼ばれた。

　顔を上げると、シャロ先せん輩ぱいがこちらに駆かけ寄ってくるところだ。

「どうしたんですか先輩……授業は？」

「もうとっくに終わってるよ。マリアさんが雷火くんが保健室にいないって言ってたから、みんなで捜してたの」

「……そうですか」

　いつの間にか授業が終わっていたらしい。

　みんなに心配をかけてしまったようだ。

「雷火くん、ケガが」

「ん？　ああ」

　そういえば手をケガしていた。

「手当てをしに保健室に行ったんじゃなかったの？」

「忘れてました」

「早く手当てしなきゃ」

「大だい丈じよう夫ぶですよ。もう血も乾かわいてます」

「ダメだよ。せめて絆ばん創そう膏こうを」

　シャロ先輩はそう言ってポケットから絆創膏を取り出す。

「あ、消毒」

「だから大丈夫ですって」

「でも……」

　シャロ先輩は少し躊躇ためらったあと、俺のすぐ傍そばに跪ひざまずく。

　それから俺の手を取って。

　いきなり、ぺろり、と傷口を舌で舐なめた。

「シャロ先輩!?」

「い、今はこれで我が慢まんして、ね？」

　ぺろ、ぺろ、とシャロ先輩はなおも舌を動かす。

　傷口を舐めれば消毒できるというのは俗ぞく説せつなのだが……。

『──ウヒヒヒ、これはゾクゾクして気持ちいいな！』

　バロールはこんな時でもハイテンションに喜んでいる。

　俺はといえば完全に硬こう直ちよくしていて、ただシャロ先輩の厚意に甘んじていた。

　やがて彼女は舐め終えた傷口に絆創膏を貼はる。

　それから、少し間を置いて。

「雷火くん」

「何だ？」

「えっと……大丈夫？」

　シャロ先輩は心配そうに尋たずねてくる。

「……ええ、大丈夫です」

　俺は絆創膏の貼られた手を振って、軽く笑う。

　笑えた、と思う。

　それでもシャロ先輩の表情は晴れず……。

　彼女はまた遠えん慮りよするように、

「……勝てそう？」

　と、俺の目を見つめてきた。

　反射的に俺は拳こぶしを握にぎり締しめる。

「すみません……俺が不ふ甲が斐いないばかりに、不安にさせて」

「えっ！　う、ううん！　そういうつもりで言ったんじゃないよ？」

　シャロ先輩は慌あわてて首を横に振ふる。

　それから、力を入れたせいで、絆創膏の下で再び出血した俺の手をそっと握って。

「雷火くんはみんなのために戦ってくれているんでしょう？　それを責める人なんて、いないよ」

「シャロ先輩……」

　俺は言葉に詰つまる。

　彼女のやさしさが身に染しみる。

　と。

「……あっ！　ご、ごめんね！　無断で手なんか握っちゃって」

　不意にシャロ先輩は顔を赤くして、わたわたと俺の手を離はなした。

「いえ、別に構いませんが」

「そ、そう？」

　まだ頰ほおを紅潮させたシャロ先輩は目を泳がせ。

「と、というか、あの神様も不死身なんてズルいよね？　反則すぎるよ！」

　彼女は話を逸そらすように無理やり話題を変えた。

「ええ、確かに反則ですね」

　俺は特に追つい及きゆうせず、話を合わせる。

　それにシャロ先輩はホッとした顔をして、話を続けた。

「だよね？　あんな風に燃えたあとに復活するなんて、まるでファンタジー小説に出てくるフェニックスみたいだし……」

「───」

　一いつ瞬しゆん、息が止まった。

　それは先さき程ほどのように言葉に詰まったとかではなく、単純に息を吞のんだのだ。

「フェニックス……」

「え？　ほら、ファンタジーとかによく出てくる火の鳥で……」

　シャロ先輩が戸と惑まどったように小首を傾かしげる。

　俺の声こわ音ねが妙みように低かったことを訝いぶかしんだようだ。

『──ライカ？』

（……それだ）

『──は？』

　バロールの声には答えず、俺はシャロ先輩の肩かたを摑つかんだ。

「それです！　シャロ先輩！」

「えっ!?　えっ!?　な、何が!?」

　シャロ先輩は困こん惑わくの声を上げながら耳まで真っ赤になる。

　それに構わず俺は、やや興奮気味に、

「オシリスの斃し方が分かりました」

　と、彼女の問いに答えた。

「えぇ!?」

『──おいおいマジか？』

　俺の急な勝利宣言に、シャロ先輩とバロールが揃そろって驚おどろきの声を上げる。

「焼身自殺能力をオシリス自身の能力と思い込んでいました」

　石になった奴やつが燃え尽つきた瞬間に聞こえた鳥の啼なき声。

　あの時は敗北感に打ちのめされていて気に留める余よ裕ゆうがなかったが。

　あれが重大なヒントになっていたのだ。

　今思えば、あそこでオシリスが俺たちに念ねん話わを飛ばしてきたのは、そこから気を逸らすためだったのかもしれない。

「もう一度オシリスを殺せれば、奴は『支配』できる」

　オシリスの攻こう略りやく法は見えた。

「あとはどうやって奴を見つけるか……」

　そう、それが問題だ。

　斃たおし方を考えついても、直接対決する場を得られなければ意味がない。

　この二日間、俺たちは生いけ贄にえの儀ぎ式しき自体は何度か妨ぼう害がいしているが、肝かん心じんのオシリスの姿は一度も発見できていない。

　奴の配下である不可視の神メジェドの能力で姿を消しているのだ。

　はたして満月の夜までに目に見えない敵を見つける術すべなどあるのか……。

　いや、思考を切り替かえろ。

　状じよう況きようは変化した。

　これまではオシリスにアドバンテージを握られ、受動的にならざるを得なかった。

　今は違ちがう。

　オシリスを斃す術がある。

　なら、今度はこちらからアドバンテージを取りに行く番だ。

　しかし、そのためには……。

「……」

「雷火くん？」

　強くまぶたを閉じた俺に、シャロ先輩が声をかけてくる。

　俺は返事もせずに、しばらく目を閉じていた。

　決意を、固めるために。

　やがて俺は目を開け。

「シャロ先輩。レオンを呼んできてください。俺はマリアたちを呼んできます。場所は……図書館の書庫は開けられますか？」

「え、うん。鍵かぎの場所は知ってるけど」

「では、お願いします」

　俺とシャロ先輩は立ち上がり、各おの々おの仲間を集めるために屋上の出口に向かった。
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　図書館。書庫。

「揃ったな」

　集まった涙々・マリア・シャロ先輩・レオンの四人を用意した椅い子すに座らせ、俺は立ったまま話を始める。

「急にどうしたの雷火？　授業までサボって」

「オシリスの動く夜時間までは、学園内に目を光らせておくんじゃなかったの？」

　涙々とレオンがそれぞれ質問してくる。

「方針を変える」

　俺は単刀直入に切り出す。

「現状の、レオンのスキルに頼たよった追つい跡せきではオシリスを捕つかまえられない。ゆえに、今度は逆に奴の方から俺たちの前に出てくるように仕向ける」

「どうやって？」

「オシリスの『レガリア』を捜さがす」

　それを聞いてみんなは目を丸くする。

「奴の絶対戦略を支えているのが『レガリア』だ。それだけは奴も必ず死守しようとするはず。そこを叩たたく」

「でも捜すって……それこそ何かアテあるの？　誰だれもオシリスの『レガリア』がどんな物か、直接見た人はいないんでしょ？」

　涙々はもっともな指し摘てきをしてくる。

　俺たちはオシリスが死ぬ姿、それから復活したあとの姿は確かく認にんしている。

　だが奴を復活させた『レガリア』の姿は誰も見ていない。

　しかし。

「見ていなくても見当はつく」

「へぇー。それは何？」

「柩だ」

　俺は断言する。

「神話の中でオシリスは、弟のセトが開いた宴うたげの余興で、用意された柩ひつぎに入ったところを閉じ込められてナイル川に捨てられた。そうして溺でき死ししたのちに復活を果たした」

　俺はひと呼吸置いてから続ける。

「オシリス自身の「死」にも深く関かかわり、王フアラオが復活する時の「肉体＝ミイラ」が納められ、エジプトの神話・宗教観の中で最も重要な「真の名前」が記された物──それが柩だ」

「……」

「奴の『レガリア』が死後の復活をモチーフにした物であるなら、その容かたちは柩以外に考えられない。何か反論はあるか、涙々？」

「反論も何も、私は他神話のことなんて詳くわしくないし」

　涙々はお手上げとばかりに手をひらひらと振る。

「雷火がそう言うならそうなんじゃない？」

「さすが雷火さんです！」

　マリアは興奮した様子で言う。

「それで、その柩はどこにあるの？」

　シャロ先せん輩ぱいが期待を込こめた目で訊きいてくる。

　その期待が少しだけ俺の口を重くする。

　だが、俺は口を開く。

「残念ながら、確実なことは言えません。捜そう索さく自体は、ひたすら地道にやるしかない」

「……この島全部？」

「えー満月まであと二日よ!?」

　涙々が悲鳴を上げる。

「あの……涙々さんの、英えい霊れいさん？たちに手伝ってもらうことってできないのかな？」

　シャロ先輩がおずおずと涙々に質問する。

「それが無理なんですよねー。英ア霊レは私やブリュンヒルデと違って霊れい体たいのまま地上に降ろしてるから、活動範はん囲いは英霊宮きゆう殿でんを置ち換かんしたフィールド内限定なの」

「あっ、そうなんだ」

「でもさー、私たち数人で島中全部見て回るってどの道無理じゃない？」

　涙々はそう言って俺に視線を送ってくる。

「ああ、その通りだ。だから範囲を絞しぼる」

「絞る？　オシリスの住んでた北寮りよう周辺とか？」

「いや……」

　俺は首を横に振ふる。

「エジプトでは、死者の国は太陽の沈しずむ場所、つまり『西』にあると考えた」

　死者の国、即すなわち冥めい界かい。

「王墓であるピラミッドも全すべてナイル川の西に建てられた。つまり死した人間の魂たましいが肉体に還かえり、再生するのに適している方位は島の西側、即ち『西』区であると考えられる」

「だからオシリスの柩も西区にあるべきってこと？」

「その可能性が最も高い」

「ふーん」

　やや懐かい疑ぎ的だった涙々もひとまず納なつ得とくしたように頷うなずく。

「捜索は体力勝負になるので、シャロ先輩にはブリュンヒルデと交こう替たいしてもらいます。人手が欲しいからマリアも捜索に加わってくれ。それから……」

　俺は話がまとまったと判断し、各自に指示を出していく。

　だが、その時。

「雷火君。ひとつ訊いていい？」

　レオンが手を挙げ、言った。

「僕たちは今からその柩っていうのを捜すの？」

「ああ、残り二日。悪いが、授業も休んでくれ」

「ううん。それはいいよ。けど」

　レオンは、俺の目を見る。

「僕たちが柩を捜している間、オシリスはどうするの？」

「……」

　俺は全身が一いつ瞬しゆん硬こう直ちよくしたのを感じた。

　だがそれを表には出さなかった。

　決断を下す時、動どう揺ようを他人に見せてはならない。

　師し匠しようはそう言っていた。

　俺もその通りだと思う。

　特にそれが非情を伴ともなう決断であった時は──

「さっきも言ったが、オシリスを直接追うやり方では奴を斃せない」

「でもオシリスを放置したら、あいつは好き勝手に人を殺すよ。僕たちが追えば何人かは助けられるかもしれないのに！」

「それでも、だ」

　そう。

　柩の捜索を行うということは、その間オシリスを好きにさせるということ。

　奴やつは自由に生徒を殺すだろう。

　たくさんたくさん殺すだろう。

　だが。

「オシリスが必要とする生け贄の数は四十二人。仮に放置したとしても、それ以上の犠牲は出ない」

「だからって見殺しにしていいわけないだろう！」

　レオンは椅子を蹴けって立ち上がる。

　俺の胸むな倉ぐらを摑つかみ、本の詰つまったアルミ棚だなに叩きつけた。

「死んだら、殺されたら、それで終わりなんだぞ……」

　レオンは苦痛に耐たえるような声こわ音ねで言った。

　彼には十年前の神話戦争の記き憶おくが残ってる。

　それは俺だって同じだが、彼は前向性健けん忘ぼう症しようだ。

　彼の記憶は十年前で止まっている。

　つまり、彼にとって神話戦争と、その凄せい惨さんな記憶は、常に「昨日の」出来事なのだ。

　以前……俺の部屋で待機してもらっていた時、彼は仮か眠みんを取るのを嫌いやがった。

　悪夢を見て、悲鳴を上げながら目を覚ますからだそうだ。

　その悪夢が死と恐きよう怖ふに彩いろどられたものであることは想像に難かたくない。

　もしかしたら彼は俺なんかより、よっぽど死に敏びん感かんなのかもしれない。

　だからこそ、「致いたし方かたのない犠牲」を口にする俺に憤いきどおるのだろう。

　彼の「正義」からすれば、俺の提案など許容できるものではない。

　それでも。

「このままオシリスを止められず、神しん冥めい裁判を起動させてしまえば、この島にいる全員が死ぬ。それだけは何があっても止めなければならない」

　俺はレオンの拳こぶしを上から握にぎり締しめる。

　強く、強く。

「レオン。俺たちには人手がいくらあっても足りない状じよう況きようだ。柩の捜索だけでなく、オシリスと決着をつけるためにどうしてもお前の力が必要になる」

「……」

「いくら罵ば倒とうしてくれても構わないから、どうか俺に力を貸してくれ」

「……」

　俺とレオンは睨にらみ合ったまま、しばらく動かなかった。

　視界の端はしでシャロ先輩がオロオロしていたが、俺は彼から目を離はなさなかった。

　彼は、表情を歪ゆがめた。

　怒いかりから苦しみへ。

　苦しみから哀かなしみへ。

　最後は全てに耐えるように、歯を食い縛しばって。

「……分かった」

　ぽつりと、頷いた。

「……」

　すまない。

　俺は口に出さずに、心の中で言う。

　すまない。

　正義のヒーローを目指す君にこんな決断をさせて。

　俺がオシリスに劣おとったばっかりに。

　本当にすまない。

　けど今は、行動しなければならないんだ。

「行くぞ……西区を捜索し、オシリスの柩を見つけ出す」
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　そのまま俺たちは授業をサボり、西区へと向かった。

　西区に範囲を絞ったとはいえ、それでも捜索面積は広い。

　また西区には倉庫街や自由公園、さらに空き地なども多く、何かを隠かくすのにはうってつけの場所が多かった。

「で、どこから捜さがすの？」

「まず港や倉庫街近辺は省いていい。あそこは一度、レオンとスサノオの戦場になっている」

　あの時、スサノオの天地をアメノ覇するムラ神皇剣クモは倉庫街の一部を文字通り消し飛ばした。

　神格適合者同士の戦いとは、それだけの破は壊かいを生む。

　もし俺がオシリスなら、そんな奴らが柩ひつぎの隠し場所近くで戦せん闘とうをしていたら、何とか遠ざけようと画策するだろう。

　逆に言えば、あの場にオシリスが現れなかったのは、倉庫街の近くに柩を隠していなかったからと考えることができる。

　とはいえ、ヒントはそれだけだ。

「あとはなるべく西区の中心のラインから地道に捜そう索さく範はん囲いを広げていくしかない」

「何で中心から？」

「北区や南区寄りの場所では、方角的に北西や南西になる。だが西区という言こと霊だま自体がオシリスと相あい性しようがいい可能性もあるから、絶対とは言い切れない」

　それでも可能性の高い順に地道に捜索していくしかない。

　俺たちはたまに巡じゆん回かいしている警備員の目を搔い潜くぐりながら、西区の捜索を開始した。

　自然公園の藪やぶの中を捜し。

　無人のプレハブの中を捜し。

　空き地に積まれた建材の物もの陰かげを捜し。

　バロールに『レガリア』の魔ま力りよく反応がないかを捜させた。

　だが……。

　時間だけが刻々と過ぎ、柩は一向に見つからない。

　不休で調べ続けても、あっという間に陽ひは暮れた。

　本来ならここでマリアを寮に帰すべきだが。

　柩が見つかれば、おそらくその場でオシリスと決着をつけることになる。

　その時、彼女の『祝福』の力がどうしても必要だった。

　それに何度も言うように、俺たちには捜そう索さくの手があまりにも足りない。

　非戦闘員とはいえ、彼女を安全な場所へ帰している暇ひまはなかった。

　なので、マリアには俺の傍そばで二時間ごとに仮眠を取らせ、行動をともにした。

　やがて明け方近くなり、記憶のリセットに備えてレオンは一度自分の部屋に戻もどる。

　彼が戻ってくる頃ころにはすでに陽も昇のぼっていた。

　貴重な一日が過ぎ、調査は空から振ぶりに終わる。

　だがそれを嘆なげく暇は俺たちにはなかった。

　すでに木曜日。

　学園へ登校していく生徒を遠目に見ながら、なおも西区を駆かけずり回る。

　それでもなお柩は見つからない。

　昼に一度だけマリアを学園へ行かせた。

　連続失しつ踪そう事件の進展を報しらせてもらうためだ。

　マリアは一時間ほどで戻ってきた。

「昨夜の行方ゆくえ不明者で……犠ぎ牲せい者しやは五十人を超こえたそうです」

　彼女は沈しずんだ声で俺に伝えてくれた。

「……そうか」

　おそらくオシリスは四十二人の生いけ贄にえを捧ささげ終えたに違ちがいない。

　このまま明あ日すの夜になり、空に満月が昇れば神冥裁判の準備は全すべて整う。

　そうなればオシリスの勝利は確実だ。

　何としても今日中に柩を見つけ、奴を誘おびき寄せなければならない。

　しかし、俺たちの焦あせりとは裏腹に太陽はドンドン傾かたむいていった。

「ッ！」

　一瞬、眩暈めまいがして、俺は額を手で押さえた。

　不ふ眠みん不休で活動する訓練を積んでいるとはいえ、こういう一瞬の立ち眩くらみくらいはどうしても出てくる。

　俺は体を無理やり動かす薬を飲む。

　もうあと一時間ほどで陽が沈む。

　そうなればタイムリミットまで二十四時間を切る。

　焦りが、俺の心を蝕むしばむ。

「あーもう！　こんなのやってられないわよ！」

　その時、近くで藪の中を捜していた涙々が大声を上げた。

　彼女はそのまま芝生しばふの上に身を投げ出して不ふ貞て寝ねする。

「おい」

「だってー、こんな広い範はん囲いから柩ひとつ見つけるとか無理でしょ。足は痛いし、爪つめもボロボロよ」

　涙々が抱いだく徒労感は分かるが、さすがにカチンと来た。

「この非常事態に文句を言うな」

「でもさー、前にも言ったけど、西区には空き地が多いのよ。もしその柩を地面とかに埋うめられたらお手上げじゃない？」

「それなら掘ほり返した跡あとがないか地面を捜せ！」

　俺は思わず怒ど鳴なる。

　涙々は無言でそっぽを向いた。

「……」

「……」

「……」

　今の喧けん嘩かの様子を窺うかがっていたマリアたちの視線が突つき刺ささる。

（……クソッ）

『──何だ？　さすがのライカも俺サマに愚ぐ痴ちりたくなったか？』

（うるさい）

『──おー、元気じゃねーか。足あ搔がけ足搔け。人間の足搔く様が俺サマは大好きだ』

　バロールはこんな時でも愉たのしそうに嗤わらう。

『──しかしまー、実際土の下に隠されてたらお手上げじゃねーか？』

（諦あきらめを口にしている余よ裕ゆうはない）

『──ウヒヒヒ、そりゃそーだ！　まぁ、あの高こう慢まんちきなクソガキの性格からして、大事な柩を汚よごすような真ま似ねはやりそうにないがな』

（……確かにな）

　俺は言ってから、次の場所に移動しようとして。

　ピタリと足を止めた。

　バロールが口にしたセリフが、俺の中で疑問となってリフレインする。

　オシリスの性格的に己の柩を汚すような真似をするだろうか？

『──ライカ？』

（お前の言うことにも一理ある）

　エジプトにおいて柩とはただ死者を納める箱ではなく、立派な死者の財産だった。

　あのオシリスが己おのれの財産を浪ろう費ひすることはあっても、粗そ雑ざつに扱あつかうだろうか？

　ましてや己の神格の象しよう徴ちようとも云いうべき『レガリア』を。

「……」

　もちろん確実性があるとは言い難がたい。

　だがオシリスの性格から逆算して柩の位置を特定するのは一考に値あたいする。

　さあ、ならば考えろ。

　この島に王の柩を納めるべきピラミッドはない。

　奴やつなら自分の柩をどこに隠す？

　いや、この問い方は違う。

　王の柩を納める場所として、奴が許容できるのはどこだ？

「……！」

　そういえば、エジプト神話にはこんな一説エピソードがある。

　夫オシリスをナイル川に沈められた妻イシスは、夫が入った柩を求めてエジプト中を捜し回った。

　だが、その柩は長い間見つからなかったと云う。

　なぜなら、オシリスの柩は川かわ縁べりに生えた若木の傍に流れ着き、その木の生長とともに幹の中に包み込まれるように隠されてしまっていたからだ。

　しかし、こうも考えられる。

　オシリスは植物神としての側面もある。

　もし奴に植物を操あやつる力があるとしたら。

　自分の遺体を護まもるために若木を生長させ、その中に柩を隠したと解かい釈しやくすることもできるのではないだろうか？

　だとしたら……。

「涙々！　確か、この西区には〝植物園〟があったはずだな!?」

「えっ？　あるけど」

「今すぐそこに向かう。案内してくれ」

「いや、場所知らない」

「ちっ……マリア、西区の地図を持ってきてくれ」

「はい」

　西区を捜索すると決めた時点で、あらかじめ島内の地図は用意しておいた。

　俺はマリアから地図を受け取り、目の前に広げる。

　植物園の文字はすぐに見つけた。

　今俺たちがいる場所から、やや北にある。

「そこにオシリスがいるのか？」

　ブリュンヒルデが尋たずねてくる。

　彼女だけでなく、全員の視線が、同じことを問うてきた。

「行ってみる価値はある」

　俺はマリアを振り返る。

「マリア。『祝福』の準備は？」

「さっき学園に行く時に一度寮りように戻って禊みそぎし直してあります」

「よし」

　俺は静かに頷うなずく。

「行くぞ。ブリュンヒルデはマリアの周囲を警けい戒かいしろ」

「了りよう解かいした」

　俺は全員を引き連れ、植物園へ向かう。

　下校時間と被かぶっているため、チラホラと生徒の姿を見かける。

　だが遊び盛ざかりの学生が平日から植物園に行きたがるものでもないらしく、目的地に近づくにつれて人ひと影かげは見当たらなくなった。

　やがて植物園が見えてくる。

　俺たちは曲がり角に隠かくれ、まずは施し設せつの様子を窺った。

　植物園の門は簡素な造りで、特に門衛などはいなかった。

　どうやら普ふ段だんから入場無料の施設らしい。

　奥にはビニールの温室も見え、バラ園などもあるようだ。

「……」

　探しているのは柩ひつぎを幹の中に包つつみ隠せるほどの大木だ。

　遠目にも頭ひとつ抜ぬけた大きさであることは間ま違ちがいない。

　しかし、門の外から目視した範囲に、それらしい影は見当たらない。

　となると。

「まずは温室へ向かう。とにかくデカい木を探せ。ブリュンヒルデは植物園の門をくぐったところで鎧よろい姿すがたになっておけ」

　移動中はまだ生徒や警備員に見つかる可能性があったため、ブリュンヒルデは制服のままだ。俺も銃じゆうを制服の内側に隠してある。

『──ウヒヒヒ、いよいよか？』

　テンション高めにバロールが話しかけてくる。

『──あのクソガキは俺サマの魔ま眼がんを莫ば迦かにしてくれたからなあ。たっぷりオシオキしてやらないと気が済まん！』

（『支配』はするが、キサマの好きにはさせん）

　俺は念のため釘くぎを刺しておく。

（それより例の魔眼を忘れるな）

『──ん～？　もういいのか？』

（もしここがアタリなら、おそらく奴がどこかで見張っている。今から用心しておくべきだ）

『──へいへいリョーカイ。ああ、だがこの魔眼を使うとまた左と右で視界がブレるからな、酔よわないように注意しておけよ』

（いいからさっさと……）

　俺が言い終わるか言い終わらないかの瞬しゆん間かん。




　何もない空間から突如迸った熱線が。

　ブリュンヒルデを一瞬で跡形もなく蒸発させた。




「、、、!?」

　俺はその左目に映った映像を見て、咄とつ嗟さに彼女を抱だきかかえて地面を転がる。

「なっ!?」

　ブリュンヒルデの驚きよう愕がくする声。

　直後に、俺と彼女が立っていた場所を熱線が通り過ぎ、街路の路面を溶よう解かいさせた。

「雷火先せん輩ぱい!?」

　マリアの悲鳴。

　それに応じる余裕もない。

　俺はホルスターから銃を抜き放ち、銃じゆう口こうをマリアの方へ向ける。

「え……」

「───！」

　呆ぼう然ぜんとする彼女めがけて引き金を引く。

　聖せい別べつ済み純銀製10mm弾だんが発射され、彼女の金きん髪ぱつを掠かすめた。

　直後、散さん華げ。

　ドロリとした血液のような何かが空中に撒まき散らされ、舗ほ装そうされた道路を汚した。

　重たい物が倒たおれる音がして。

　そこには真っ白な布を頭からかぶった死し骸がいが道路に横たわっていた。

「何？　コイツ、何もないところから急に現れたわよ？」

「そいつがメジェド神だ」

　疑ぎ問もん符ふを浮うかべる涙々に俺が答える。

　頭から布のような物で全身を覆おおった姿。

　うつ伏ぶせに倒れているので目の有う無むは確かく認にんできないが、間違いなく壁へき画がに描えがかれたメジェド神の姿だ。

「オシリスの姿なき護衛者メジェド。ここに柩があるなら、必ず門番として配置していると予想はできていた」

　そして、こいつがここにいるということは──




「ほう、メジェドをこうも容易たやすく退けるとは」




　その時、背後から声がする。

　俺は立ち上がって振り返ると、そこにはオシリスが立っていた。

　奴は植物園の門を背に、尊大な微び笑しようを浮かべていた。

「まるでメジェドの攻こう撃げきが見えていたかのような動きだったな。未来視の類たぐいか」

「……」

　わざわざ教えてやる義理はないが、オシリスの推理は当たっていた。

　バロール第五の魔眼『予よ見げん』。

　その名の通り未来を見通す魔眼だ。

　見える範はん囲いは１～５秒先。何秒先を見るかは任意で選せん択たくできる。

『予よ見げん』で見た未来は魔眼となった左目に映り、右目は現在を見る。

　先さき程ほどは左目でメジェドの不意打ちを『予よ見げん』し、右目に映るブリュンヒルデを庇かばった。

　続けてマリアを攻撃しようとしたメジェドに対して、その攻撃位置から現在地を割り出して銃じゆう撃げきし、これを斃たおしたというわけだ。

　際きわどいタイミングだったが、結果的に厄やつ介かいなメジェドを斃せたのは僥ぎよう倖こうだ。

「キサマがここにいるということは、例の柩も植物園にあると見て間違いないようだな」

「！」

　オシリスの眉まゆがピクリと動く。

「ほう……どうやら誤ご魔ま化かしは通じぬようだな」

「ああ、もう遅おそい」

　俺はもう一丁の銃を抜き、両方の銃口をオシリスに向ける。

　ブリュンヒルデも大たい剣けんを構え、涙々とレオンも戦せん闘とう態勢に入った。

　だがオシリスはまだ余よ裕ゆうの表情を浮かべている。

「いいのか？　陽ひが沈しずむ前の戦闘はルール違い反はんだぞ？」

「クッ、しまった！」

　オシリスの言を真に受けるブリュンヒルデ。

　確かに〝禁きん戒かい〟によって日中の戦闘は禁止されている。

　監かん督とく者にルール違反が見つかれば、即そつ刻こく殺される。

　実際、この場にいなくとも天華ゼウスならどこかから俺たちを監かん視ししているかもしれない。

　だが。

　俺は躊躇ためらいなく引き金を引いた。

　銃じゆう弾だんはそのままオシリスの脳天を穿うがつかに思われたが。

　突とつ如じよとして地面から伸のびた蔓つるが銃弾を受け止めた。

「……」

　チラリとオシリスの足あし許もとを確認する。

　何重にも絡からまって太くなった蔓は、奴やつの足許からコンクリートを割り砕くだいて生えていた。

　植物の急激な生長促そく進しん能力。

　やはりオシリスは植物神として、その程度の権能は持ち合わせているようだ。

「フンッ、ルールなどお構いなしか」

「先に不意打ちを喰くらわせてきた奴の言うことか」

「不意打ちはメジェドの特性を考えれば致いたし方ないことであろう。奴のアレを卑ひ怯きようと言うのなら、キサマも魔眼を使わずにかかってきたらどうだ？」

「莫ば迦か莫ば迦かしい」

　くだらない問答は無用だ。

　仮に天てん華かがこの戦いを見ていたとしても、俺を殺す可能性は極きわめて低い。

　なぜならオシリスの打だ倒とうは彼女にとっても都合がいいからだ。

　元より彼女は俺を契けい約やくで縛しばり、死ぬまで使い潰つぶすつもりでいる。

　有能な駒こまを不必要に排はい除じよするような真ま似ね、あの老ろう獪かいな最高神がやるわけがない。

　奴との秘密同盟は不ふ愉ゆ快かいではあるが、監ゼ督ウ者スの正体を知っていることが俺の引き金を軽くしている。

「ブリュンヒルデと涙々も躊躇うな。オシリスは一分一秒でも早く撃げき滅めつする」

「キサマがそう言うなら従おう」

　ブリュンヒルデは鎧と大剣を召しよう喚かんする。

「僕も、そいつは一刻も早く斃すべき悪だと思う」

　レオンも曲刀シミターを手許に喚よび、オシリスをキッと睨にらみ据すえた。

　剣けん士しふたりがやる気充じゆう分ぶんであるのに対して。

「正直ひと晩中歩き回って疲つかれてるんだけど……」

　涙々はそう言って気け怠だるそうにため息をつき。

「でもまあ──」

　次の瞬間、黄金剣の雨が降った。

　彼女の得意技黄金グルヴエイグ魔術テイアーズ。

　その威い力りよくは相変わらず凄すさまじく、密度の濃こい弾だん幕まくは俺たちの眼前に黄金の稲いな穂ほ畑を想起させる光景を作り出した。

「──しばらく不調続きだったし、ここら辺で鬱うつ憤ぷん晴らしますかねー」

『──おっかねぇ雌め狐ぎつねだな』

（同感だ）

　気怠げな態度でカモフラージュしてからの奇き襲しゆう。

　普ふ通つうなら全身ズタズタの惨ざん殺さつ死体ができるような有り様だが。

「フンッ、品の欠片かけらもない女がいたものだな」

　オシリスは不愉快そうな声を漏もらしただけで、相変わらずそこに立っていた。

　ただし、その両りよう脇わきに手下を従えて。

「アヌビスにアメミット、か」

　法ほう衣えを纏まとった犬頭の死神アヌビス。

　罪ざい魂こんの断罪者アメミット。

　不可視の護衛者メジェドを失おうとも、オシリスは大きな戦力を従えている。

　今の黄金剣の弾だん雨うも、アヌビスがその両手に触ふれた瞬間、ボロボロになって崩くずれた。

「錆さびず朽くちずの黄金元素にすら〝死〟を与あたえるなんて、なかなか格の高い死神が出てきたわね」

　涙々は不敵に口角を吊つり上げる。

「雷火。あの犬頭と化け物は私たちで仕留めるわ。手伝いなさい、ブリュンヒルデ」

「はっ、はい！　フレイヤ様！」

　突とつ然ぜんの指名に驚おどろきの声を上げるブリュンヒルデ。

　俺はオシリスの傍そばから配下二柱ふたりを引き剝はがす策の可否を数秒考え、

「任せた。オシリスは俺とレオンで対処する」

　彼女の案を採用した。

　と。

「ねぇねぇ、私があいつら斃したらご褒ほう美びくれる？」

「こんな時に何を言っている？」

「大事なことよー。主に私のモチベーションに関かかわるわ」

「……」

　何でこう、涙々はマイペースなんだ。

「分かった。そいつらを上う手まく斃してきたら考えてやる」

「やったー！」

　涙々はわざとらしくバンザイした。

「よーし、勝ったら雷火が何でもしてくれるって言ったし、私も張り切っちゃうぞー」

「おい待て。何でもとは」

「女め神がみフレイヤちゃん本気モード」

　彼女は満面の笑えみを浮かべながら鷹たかの羽は衣ごろもを召喚する。

　面めん倒どうな女神だが、少なくとも本気になったようだ。

「……」

　あとさっきからブリュンヒルデがチラチラとこちらを見ている。

　まさかアイツもご褒美が欲ほしいのか？

『──ウヒヒヒ、女神にモテモテだな』

（黙だまってろ）

　バロールの戯たわ言ごとを遮さえぎる。

「行くわよ」

　フレイヤが言うや否いなや、アヌビスとアメミットの足許から黄金剣が逆さまに生えた。

「「!?」」

「ほらほら、避よけないと串くし刺ざしよ？」

　フレイヤは遊ぶように黄金剣を生やしていく。

　悪ふざけのようだが、剣を出すタイミングで巧たくみにアヌビスたちの避ける方向を誘ゆう導どうしている。

「ぐしゅぅるる！」

　アメミットは何度か強ごう引いんに主あるじの許へ戻もどろうとしたが、

「甘いわ」

「ぐぎぃぃ」

　フレイヤが生み出す黄金剣に進路を遮られ、無む駄だに血を流す羽目になった。

　一方、アヌビスは。

「ガオァ！」

　死をもたらす両手で黄金剣の束を破は壊かいする。

　奴もまたオシリスの許へ戻ろうと試みていたが。

「ハアァ！」

　そこへ、ブリュンヒルデが大剣で斬きりかかる。

「グオゥ！」

　犬頭の死神は前進を遮られ、大きく飛び退のく。

　さすがのアヌビスも竜ノ殺ーしトのウ神ン剣グは〝死〟なせられないらしい。

『──思ったよりも息ピッタリじゃねーか』

（元々あいつらは主従関係だ。あれくらいできて当然なんだろう）

　ひとまず、彼女たちのことは心配しなくてもよさそうだ。

「マリア」

「はい！」

　俺はオシリスを見み据すえたままマリアを呼ぶ。

　彼女もまた敵を警けい戒かいしながら俺の傍へ来て。

「主しゆの御み名なにおいて、神しん罰ばつ者しや神仙雷火に祝福を授けます」

　略式の祈いのりとともに、マリアは十字を切る。

　そして、俺の頰ほおに口づけし、彼女の聖性を流し込んできた。

　正式な手順に比べれば簡易的ではあるが、敵を目の前にした戦場ではこれ以上は望めない。それでも充分な戦闘力の向上になる。

「離はなれていろ、マリア」

「はい。ご武運を」

　マリアは頷うなずき、俺たちから距きよ離りを取る。

　さて──

「───」

「───」

「───」

　地面に突つき刺ささっていた黄金剣けんが徐じよ々じよに魔ま力りよくの粒りゆう子しとなって消えていく中、俺とレオンとオシリスは対たい峙じした。

　もはや邪じや魔ま者ものはいない。

「マリアを傷つけた罪、ここで贖あがなってもらうぞ」

「それとお前に殺されていった人たちの分もだ！」

「これが最後の座興だ。せいぜい踊おどり狂くるって余よを嗤わらわせてみろ」

　俺とレオンに銃じゆう口こうと切っ先を向けられてなお、オシリスは尊大に言い放つ。

　茜あかね色いろの夕ゆう陽ひが照らす黄金の粒子の最後の一ひと粒つぶが、今、消えた。

　それが合図になったように。

　俺たちはオシリスの喉のど笛ぶえを喰い破るため、奴が待ち構える植物園めがけて駆かけ出した。




　　　　５




　私──フレイヤは宙を舞まいながら獲え物ものを追い詰つめる。

「ほらほら！　頑がん張ばらないと串刺しよ～」

「グガァ！」

　アヌビスは黄金剣の雨を避ける。避ける。避ける。

　純白の法衣は端はしが千ち切ぎれ、すでにボロボロになっている。

　時折、犬歯を剝むき出しにして私を睨むが、彼の牙きばは空まで届かない。

　一方で、私の黄金グルヴエイグ魔術テイアーズもアヌビスを仕留めるまでには至っていなかった。

　獣けものの俊しゆん敏びん性と、無機物有機物に関係なく死を与あたえる能力が原因だ。

　本当はすぐに終わらせるつもりだったが、意外ともつれている。

　戦いながら移動している内に、気がつけば植物園内部に入ってしまった。

　けれど雷火の言っていた目的地の温室からは進行方向が逸それ、今は丁てい寧ねいに手入れされた花々が咲さき乱れる花か壇だんの辺りにいる。

　まあ戦せん闘とうの余波で花が散るくらい、別にどうでもいいのだけれど。

「ほらブリュンヒルデ、早く回り込みなさい」

「しょ、少々お待ちをっアメミットがしつこく……！」

　ブリュンヒルデは悲鳴じみた言い訳を上げる。

　彼女はアヌビスを追おうとするが、その背をアメミットと呼ばれる怪かい物ぶつが襲おそう。

「ぐしゅるるるる！」

「チッ！」

　その度たびにブリュンヒルデは迎げい撃げきに回り、せっかくのアヌビスを仕留めるチャンスを逃のがしてしまう。

「あなたは本当に鈍どん臭くさいわねぇ。それでも勝利のルーンを持つヴァルキリー？」

「申し訳ありません！」

「謝罪だけは立派よねぇ」

「～～～」

　私のため息に、ブリュンヒルデは言葉に詰まって窮きゆうする。

　ああ、本当に。

　ブリュンヒルデはヴァルキリーの中でも取り分けマジメだったけれど。

　なんてからかい甲が斐いのある娘こなのかしら。

「ほぉ～ら、謝る暇ひまがあったらさっさとそいつらを斃たおしなさいよ」

「御ぎよ意い！」

「ふふ」

　もう私を主ではないと言ったクセに。

　それでも従順に命令を聞くのは騎き士しの性さがかしらね。

「セィヤ！」

　ブリュンヒルデの剣圧で花が吹ふき飛ぶ。

　明日あしたここの花壇を管理している人間が来たら悲鳴を上げそうね。

　まあ、私の方がメチャクチャにしてるけど。

　こちらの知ったことではないわね。

　それはそれとして。

「グルァ！」

　アヌビスは吼ほえながら黄金剣を塵ちりへと還かえす。

　その様子を観察して、私は相手の能力を推おし量る。

（見た感じ、対象に死を与あたえられるのは両手のみ。しかも掌てのひら限定か。人間なら触ふれられた瞬しゆん間かんに即そく死ししそうね）

　雷火のように詳くわしくはないが、その神格のほとんどが死に特化した神なのだろう。

　当然、相応に強い。

　けれど。

「正直、私の好みではないわね」

　別に犬いぬ面づらが気に入らないというだけでなく。

　それだけの力を持ちながら、あのオシリスの使い走りにされているというところが、私の美的感覚からズレている。

「男はもう少し独善的でないとね。アヌビスあなたが男かどうかは知らないけど」

　私は手を上に掲かかげる。

　瞬間、創造するのは千の剣。

　黄金の天てん蓋がいが夜空に煌きらめく。

（ああ、何だもう夜時間になってたのね）

　そんなことを思いながら。

　眼下のアヌビスを見下ろす。

「グゥ……」

　アヌビスは私に恐おそれをなすように木の陰かげへ避ひ難なんする。

　私は、ため息をついて。

「もういいわよ死んで。あなたなんてペットにもしたくないわ」

　射出シユート。

　千の死の雨がただ一いつ匹ぴきの犬ころに殺さつ到とうする。

「うわああああフレイヤ様ああああ」

「？」

　なんだかブリュンヒルデの声も聞こえた気がしたけれど、まぁいいわよね。

　その間にも黄金剣は地面に着ちやく弾だんし続け、凄すさまじい土つち煙けむりを上げている。

　もうアヌビスの姿なんて上空からは確かく認にんできない。

（遠えん距きよ離り魔ま術じゆつ戦主体の私とじゃ、相あい性しようが悪かったわね。それなりに神格は高かったみたいだけど）

　そんな感想を抱いだきながら、雷火たちの方はどうなったかしら、と私がよそ見をした時。

　突とつ然ぜん、土煙を突き破って跳とび上がってくる影かげが現れた。

「グガアアア！」

　アヌビスだ。

　どうやって上空に？

（そうか。木をしならせて、その反動で……！）

　あの場にあって利用できる物があるとしたらそれしかない。

　咄とつ嗟さにそれを思いつくなんて……。

「侮あなどりすぎたかしら？」

「グゥガア！」

　弾だん丸がんのように飛んでくるアヌビスの勢いは凄まじく、今からでは鷹たかの羽は衣ごろもを以もつてしても躱かわすことは到とう底てい無理そうだった。

「フレイヤ様ァ！」

　事態に気づいたブリュンヒルデが地上から叫さけぶ。

　けど、それだけ。

　彼女には何もできない。

　そして私も為なす術すべなく。

　ガシィ、とアヌビスに両の手首を摑つかまれてしまった。

　同時に〝死〟がこの体に流れ込んでくる。

「フレイヤ様！　今すぐ参ります！」

　ブリュンヒルデがまた叫ぶ。

　え？　何？　私のところに来る？

　別にいいのに……。

　油断して。

　ヘタ打って。

　敵の即死技わざで一発逆転されちゃう。

　本当に間ま抜ぬけ。

　お間抜け女め神がみ。

　そんなだから雷火にもスサノオにも負けたのね。

　いっそこのまま殺されてしまうのがお似合い。




　なんて──まさか思ってないでしょうね？




「ちょっと犬っころ。レディの手をそんな強く摑むもんじゃないわよ」

「グル？」

　私の声に、アヌビスは戸と惑まどうようにノドを鳴らす。

　死を流し込んだ相手が平然と話しかけてきたのが、よっぽど不思議だったようだ。

　私はため息をつく。

「私はヴァルキリーの女王──死せる勇者の支配者」

　ヴァルキリーは女神であると同時に死神でもある。

　それは当然。

　なぜならヴァルキリーの役割とは英えい霊れいとなるべき勇者を選定し、その勇者が死ぬように戦場の運命を操作することなのだから。

「私をただカワイイだけの女神だと思った？　残念。私は死の女神としての側面も持っているのよ」

　私は小首を傾かしげて、アヌビスにやさしく微笑ほほえみかける。

　死者に手た向むける微び笑しようとして。

「死神に死神が殺せるわけないでしょう？」

　次の瞬間。

　無から発生した黄金剣けんがアヌビスを四方八方から刺さし貫つらぬき、奇きっ怪かいなオブジェへと変えた。

　ズルリとアヌビスの手から力が抜け、私の手首を離はなしたかと思うとそのまま地面めがけて真っ逆さまに落下した。

「あーあ、痣あざになってるー」

　私は手首を擦さする。

　最後の最後で余計な傷を負っちゃった。

　本当、無む駄だな足あ搔がきで女の体を疵きず物ものにするなんて最低だわ。

　それともまさか、あの犬は私に本気で勝てるとでも思ったのだろうか？

　この、北ほく欧おう神話の女じよ帝ていである私に。

（だとしたら私も舐なめられすぎよねぇ）

　というか、それを言うなら──

「ブリュンヒルデ。あなたまさか私が負けるとでも思ったの？」

「えっ!?　あ、その」

「いくら雷火に負けて、スサノオにＴＫＯされたからって、それで私自身が弱くなるわけじゃないのよ？」

「……ッ！」

　当たり前のことを言ったのに、ブリュンヒルデはそれはもう驚おどろいた顔をした。

　この娘こったら……あとで雷火に内ない緒しよでオシオキしちゃおうかしら？

「ていうか、後ろ後ろ」

「へっ？　えっ、わあ！」

　ブリュンヒルデは背後から襲いかかったアメミットの牙きばを慌あわてて受け止める。

　かなり不利な体勢で危あやうく押し潰つぶされそうになっていたが、かろうじてそれを跳はね返してアメミットと距きよ離りを作った。

　私はそれを退たい屈くつに眺ながめながら。

「ほーら、早く斃しちゃいなさーい」

「はい！　って、手伝ってはくださらないのですか!?」

「ぐしゅるるるる！」

　アメミットの爪そう牙ががブリュンヒルデの背中に襲おそいかかる。

「クッ！」

　彼女はそれを振ふり返り様にノートゥングで受け止め、はじく。

（あのアメミット、見た目は怪かい物ぶつだけど歴れつきとした神しん獣じゆうなのね。化け物を殺す武装としては最高クラスの〝竜りゆう殺し〟がたいして効いてないのはその所せ為いか）

　私は空からブリュンヒルデの戦いを眺めつつ適当に分ぶん析せきする。

　雷火の話では、あのアメミットは敵の罪科の重さに比例して強くなるんだとか。

　その特性にあの雷火もだいぶ苦しめられたらしい。

　まぁ確かに、雷火との相性は最悪よね。

　でも。

「セイァ！」

「ぐぎぃ！」

　ブリュンヒルデの一いち撃げきがアメミットの背中を斬きりつける。

　私へのフォローが必要なくなって以降、徐じよ々じよにだが着実に彼女の剣はアメミットを押し始めていた。

　遊園地で戦った時は一度撤てつ退たいしたと言っていたけど。

　本来、ブリュンヒルデとアメミットの相性はさほど悪くないのだ。

「相手があんな騎き士し道どうバカな娘こじゃ、罪を裁く神獣も形かた無なしよねぇ」

　裁くべき罪がないのではアメミットも特性を発揮できない。

　あとは純じゆん粋すいな力比べで戦うことになるわけだけれど。

「終わらせるッ！」

　ブリュンヒルデは裂れつ帛ぱくの気合いとともに相手の懐ふところに飛び込む。

「ぐしゅるるるる！」

　獅し子しと河か馬ばの体たい軀くを持つ鰐わにの頭部が咆ほう哮こうする。

　それが断だん末まつ魔まの叫びになった。

「ハアァ！」

　真ま一いち文もん字じに奔はしった剣けん閃せんが、アメミットの胴どう体たいを両断する。

　血が舞まい飛び、花弁が散った。

「ふぅぅ……」

　ブリュンヒルデは安あん堵どするように息を吐はく。

　血と花弁に彩いろどられるその姿は一枚の絵画のようだ。

「ホント、昔からあの娘こが美しく輝かがやくのは戦場だけね」

　私はため息をつき、地上へと降りる。

「終わりました、フレイヤ様」

「はいはいご苦労様」

　分かりきったことを報告してくるブリュンヒルデに適当に応こたえる。

　さて、とりあえずこちらは終わったわけだけれど。

「フレイヤ様。急いで神仙雷火たちのところに戻もどりましょう！」

「ええ？　別にいいんじゃない。どうせ、神しん冥めい裁判っていうのは、明日あしたの満月じゃないと起動できないんでしょう？」

　島ひとつを冥めい界かいと化す大魔ま術じゆつ。

　北欧神話でも一、二を争う魔術神である私でも簡単にはできないＳＳランクの魔術だ。

　しかもオシリスは特に魔術に秀ひいでた神でもないらしい。

　冥界に近い西という方位。

　神話に沿った四十二の血の生いけ贄にえ。

　これらの下準備を経たとしても、大魔術を起動するための魔ま力りよくが必要だ。

　その魔力を賄まかなうために満月の夜を待つ必要がある、という雷火の見立ては私も正しいと思う。

　つまり、今日中にオシリスを発見できた時点で私たちの勝利は確定したようなものだ。

　雷火とあのレオンを同時に相手にして、オシリスが明日の夜まで粘ねばれるとはとても……




　　　　　　　　ドクンッ




　その時、島全体が脈動した。




　何か息苦しい感覚が全身にのしかかる。

　同時に──




　──私は『死』を体験した。




　　　　６




　時は少し巻き戻る。




　フレイヤ・ブリュンヒルデと別れた直後。

　俺は全身のリミッターをはずしながら、オシリスに肉にく薄はくしていた。

　俺は右から。

　レオンは左から。

　オシリスは一歩も動かない。

　退ひこうともしない。

　その代わり、彼女の左右を護まもるように巨きよ大だいな植物の根がせり上がってきた。

　植物園内の整備された石いし畳だたみを割り砕くだき、木の根と思われる物体は異常な大きさにまで生長していく。

　その根や蔓つるが、まるで意思を持ったように俺たちに襲いかかってくる。

「チッ！」

　俺は襲い来る植物に銃じゆう弾だんを叩たたき込む。

　銃じゆう撃げきによって一部が千切れる。

　だが、失った以上に急速生長する植物にはあまり効果がなかった。

「……ッ！」

　俺は咄とつ嗟さにその場を飛び退のく。

　直後、俺の足首を搦からめ捕とろうと新たな根が地面から飛び出してきた。

「植物園に拠きよ点てんを置いたのはこれが狙ねらいか。ここは植物神オシリスにとって大量の兵器を備えた堅けん固ごな城と同じだ」

『──どうやらそのようだなあ。俺サマたちは、敵の胃い袋ぶくろの中に突つっ込もうとしてるようなもんだ』

　バロールは愉たのしそうに戦せん況きようを分析する。

　それはいつものことなので置いておくが。

「バロール。『予よ見げん』の魔ま眼がんの発動時間はあとどのくらいだ？」

『──ライカのコンディションにもよるが、せいぜいあと五、六分ってところだな』

「そうか」

　メジェドの奇き襲しゆうを破った『予よ見げん』の魔眼だが、俺はまだその発動を解いていなかった。

　理由は説明するまでもなく、対オシリス戦のため。

　先さき程ほどの根の奇襲も『予よ見げん』で見破ったのだ。

　戦せん闘とうにおいてはこの上ないアドバンテージだが、身体リミッターの解除と合わせ、体への負担が大きい。

「……」

　今こうして立っているだけでも、指先などの毛細血管から次々と出血している。

　これでもマリアの『祝福』によって、だいぶマシになっている方だ。

　しかし、戦闘継けい続ぞくに問題はない。

　元々、戦いに十全な準備をして臨のぞめる機会の方が少ないのだ。

　こうして狙い通りオシリスを誘さそい出せたのは千せん載ざい一いち遇ぐうのチャンス。

　これを逃のがせばもはや勝ち目はない。

「……」

　俺は一いつ瞬しゆん、レオンの所在を確かく認にんする。

「ウオオオオ！」

　彼は曲刀シミターの乱らん舞ぶで枝を蔓を根を葉を粉こな微み塵じんに切り裂さいていた。

　相変わらずその剣けんは見み惚とれるほど美しく獰どう猛もうだ。

　オシリスの攻こう撃げきも、俺より彼に集中している。

　その攻撃密度はざっと俺の十倍はあるだろう。

　奴やつがどちらを警けい戒かいしているのかは明白だ。

　でなければ、こうして俺が小休止を取っている暇ひまもなかっただろう。

　舐なめられているのは分かるが。

　別にそれでも構わない。

　舐められている分、その隙すきにつけ込みやすくなる。

　俺は大地を蹴ける。

　再度突とつ撃げき。

「……フンッ」

　オシリスは無む駄だとでも言うように鼻を鳴らした。

　左目の魔眼が未来を読む。

　地面からの根による刺し突とつ攻撃。

　隙すき間まを縫ぬって躱かわす。

　左からの蔓による薙なぎ払はらい。

　伏ふせて躱す。

　上から降ってくる消化液。

　上着を投げてぶつけ、その下を潜くぐり抜ける。

　消化液をかぶった上着はまたたく間に溶とけてボロボロになった。

　おそらく食虫植物の消化液なのだろうが、服に使われる化学繊せん維いまで溶かすとは……それもオシリスの力の影えい響きようか。

　想像以上に手て強ごわい。

　だが、前へ。

「───！」

　ダンッと襲おそいかかってきた根を蹴り、大きく跳ちよう躍やくする。

　オシリスの視線が、わずかにこちらを向く。

　その眉み間けんへ銃じゆう口こうを向けながら。

「レオン！」

　俺は叫さけぶ。

「うん！」

　レオンは、オシリスの注意が逸それた刹せつ那なの隙を突き、迫せまりくる植物の壁かべを切り刻んでいた。

　彼の曲刀シミターと、俺の銃口が、同時にオシリスを狙う。

　レオンを止めれば俺が。

　俺を止めればレオンが。

　オシリスを殺す。

『予よ見げん』で見み出いだした絶対必殺時間キリングタイム。

　これで終わりだ──




　と、決着を確信した時。




「誰だれかいるのか？」

　第三者の、声。

「「!?」」

　俺とレオンは動どう揺ようし、振ふり返る。

　そちらには島の巡じゆん回かいをしていたと思おぼしき警備員が、植物園の入り口に入り込んでいた。

　思考する間はなかった。

「ッ！」

　俺は跳とんだ。

　その警備員に飛びかかり、頭を下げさせる。

　ほぼ同時に、俺の頭上を丸太のような蔓が通り過ぎた。

　だが『予よ見げん』は、さらに大上段から振り下ろされる第二の攻撃を見ている。

　銃撃では対処し切れない。

　それを知りつつ、それでも足あ搔がこうと銃口を向けた瞬しゆん間かん。

　レオンの曲刀シミターが、振り下ろされそうになった蔓を真っ二つに切り裂いた。

　彼もまたこの警備員を助けることを優先したのだ。

　オシリスを斃たおすチャンスをみすみす見み逃のがして。

「……」

「……」

　一瞬の視線の交こう錯さく。

「ッ」

　俺は思わず目を逸らす。

　レオンはそのまま俺を飛び越こえて後ろに着地した。

「なっ、何なんだお前ら、うっ！」

「……」

　騒さわがれる前に警備員の意識を絶つ。

　それから立ち上がるが、レオンのいる背後を振り返れない。

『──バッカじゃねぇかライカ』

　バロールの罵ば倒とう。

『──なぁんでそいつを助けてんだよ。無視すりゃよかったじゃねぇか』

（……うるさい。見捨てられるか）

『──ケッ、何を今いま更さら。オシリスの柩ひつぎを見つけるために、昨日の犠ぎ牲せい者しやを見殺しにしたんだろうが。あとひとりふたり余計に死んだからって、何だっていうんだよ』

（……！）

　バロールの言葉に、感情で返すのは簡単だ。

　だが、同時にその言葉を認めている自分もいる。

　オシリスを斃すために、俺は犠牲の選別を行った。

　それなのに、なぜ今になって奴を斃すことより、人を助けることを優先した？

　それじゃあ昨日犠牲になった人たちは何なんだ？

　昨日、俺の案に反対したレオンはいい。

　彼には人を助ける権利がある。

　だが俺にはない。

　俺だけは、あの瞬間、オシリスを殺すことを優先しなければならなかった。

　自分で自分を殴なぐってやりたい気分だ。

　レオンには犠牲を出すことを納なつ得とくさせておいて。

　俺は目の前で人が死ぬのを拒きよ絶ぜつした。

　なんて卑ひ怯きよう者ものだ。

　反へ吐どが出る。

　クソが。

「雷火君」

　その時、レオンが俺の肩かたを叩たたいた。

　俺は恐おそる恐る彼の顔を見る。

「気にしちゃダメだ」

「レオン……」

「人を助けるのは当然だよ」

　レオンはそう言って、笑ってみせた。

　俺を微み塵じんも責めはしなかった。

　俺は銃じゆう把はを強く握にぎり締しめる。

「……ッ！」

　自責も、後こう悔かいも、あとでいい。

　今は目の前のやるべきことに集中しろ。

　俺たちは、再びオシリスと対たい峙じする。

　気がつけばもう陽ひが暮れる直前だ。

　あと数分もしない内に夜時間が来る。

「どうした？　最後の余興にしては身が入っておらぬな」

　オシリスは厭いや味みのように口の端はしを吊つり上げる。

「そんなことではあっという時が過ぎてしまうぞ？」

「黙だまれオシリス」

　俺は銃をオシリスに突つきつける。

「明あ日すの満月までにキサマを斃せば神しん冥めい裁判は起動しない。そうすれば俺たちの勝ちだ」

「……明日の満月……？」

　オシリスは小首を傾かしげる。

「……？」

　何だ、その反応は。

　まさか。

　俺は何か勘かん違ちがいしているのか？

　だが、オシリスに魔ま術じゆつ神としての側面はないのは間違いない。

　植物を操あやつっているのはあくまで植物神としての権能。

　なら、やはり満月の力を借りなければ魔ま力りよくを補えないはず……。

「ああ、そういうことか」

　戸と惑まどう俺を見て、オシリスはクスクスと笑う。

　そして、その指を暗くなっていく空へ向け。

「夜に輝かがやくのは月だけではあるまい」

　月以外？

　夜に……。

「！」

　俺は西の空に視線をやる。

　太陽はもはや影かげも形もなく、赤い残照ももはや消えようとしていた。

　それと同時に、見えてくるモノがある。

　──オリオン座。

　数ある星座の中でも特に名の知れた星座。

　その星座の特とく徴ちようとも言うべき二等星の三つの並び。

　通つう称しよう「オリオンのベルト」。

　このオリオンの三つ星とその南側は、エジプトでは「サフ」と呼ばれ。

　古代エジプトにおいてオシリスと同一視された。

　もし、その星々がオシリスに力を与あたえるのだとしたら──

「ッ！」

　俺は地を蹴けり、走り出す。

　冬の星座として知られるオリオン座だが、春に見えないわけではない。

　春にオリオン座が見えるのは。

　日にち没ぼつ直後の西の空。

　その星座が完全に姿を現すよりも早くオシリスを殺さなければ。

　だが。

　俺の足よりも早く。

　陽が暮れる。

　夜が来る。

「余よの勝利だ」

　星々の力を浴びてオシリスの姿格好が変わる。

　冥めい府ふの裁判長にして、冥めい界かいの神王たる姿に。

　奴やつの時間が来る。

　　　　死の時間が来る。

　奴の世界が来る。

　　　　死の世界が来る。

　終わりが始まる。

　　　　奴が終わらせる。







「神冥裁判──開かい廷てい」







　オシリスの声がする。

　直後。

「うわああああ！」

　まず、俺と併へい走そうしていたレオンが絶ぜつ叫きようを上げた。

　彼は受け身も取れずにゴロゴロと地面を転がり、その場でのたうち回る。

「キャアアアア！」

　さらに遠くで隠かくれていたマリアの悲鳴。

　振り返ると、彼女は自分のノドを両手で押さえ、苦く悶もんの表情で地面に倒たおれていた。

「うぐぐぐ……」

　先さき程ほど助けた警備員も、白目を剝むいて泡あわを噴ふいている。

　そこまで状じよう況きようを把は握あくしたところで。




　俺の四し肢しが引き裂さかれた。




「あ、、、が、、、、!?」

　あまりの激痛に呼吸が停止する。

　視界が明めい滅めつし、火花が散った。

　脳が焼ける。

　思考が寸断される。

「ぁ……」

　ノドから音が出る。

　声にならない。

　何、が。

　あっ……

　焼けつく眼球がかろうじて網もう膜まくに映像を映す。

　それは俺の右みぎ腕うでが地面を引きずられていく光景。

　俺の元もと右腕はロープで手首を縛しばられていた。

　そのロープの先につながれているのは……牛？

　ああ、クソ、分かった。

　これは──牛裂きの刑けいだ。

　罪人の手足をロープで縛り、そのロープを牛にくくりつける。

　その後、牛を火で炙あぶって暴れさせ、罪人の手足を文字通り引き裂く死刑法だ。

　八やつ裂ざきの刑とも呼ばれ、世界でも特に残ざん酷こくな処しよ刑けい法として歴史に記されている。

　四肢を失い達磨になった俺は、瀕ひん死しの状態で上を向く。

「あ」

　刃はが見える。

　巨きよ大だいな断頭刃が。

　──ギロチン。

　フランス革命時に人道的死刑法として普ふ及きゆうした世界で最も有名な処刑器械。

　巨大な刃の自由落下によって罪人の首を切断する仕組みであり、受じゆ刑けい者は一いつ瞬しゆんの内に絶命し、従来の方法よりも苦痛を伴ともなわない死刑法とされた。

　しかし。




　ダンッ、と刃が落ちてきて、俺の首が落ちる。




「……」

　首だけになって地面に転がった俺は、自分の首の断面を見つめていた。

　人道的死刑法と謳うたわれたギロチンだが、実は首を落とされた人間はその後しばらく意識があったのではないかと云いわれている。

　確実な証言の存在しない半ば伝説の類たぐいの逸いつ話わだが。

　俺の場合、意識が残っていた。

　これは伝説が本当だったからなのか？

　それとも……これが幻まぼろしであるからなのか？

　分かっている。

　植物園で戦っていた俺が、いきなりギロチンにかけられているのはおかしい。

　こんなものは幻だ。

　それは分かっている。

　だが。

「ガ、ハ、、、」

　強きよう烈れつな苦痛が喉のどを焼く。

　肉の焼けるパチパチという音が聞こえる。

　煙けむりが目に染しみる。

　手足の自由はない。縛られている。

　そして、俺の足あし許もとでは炎ほのおが燃え盛さかっていた。

　──火か刑けい。

　人を生きながらに焼き殺すという、説明も不要なほど単純にして残酷な死刑法。

　全身火傷やけどで死ぬよりも煙による窒ちつ息そく死しやショック死が主な死因になるらしいが、死に至るまでの過程には尋じん常じようではない苦痛が伴う。

　その耐たえ難がたい痛苦は、とても幻とは思えなかった。

「ア、、、……ァ、、、…………」

　心を強く持たなければこのまま絶命しかねない。

　だが正気を保つということは、幻を見続けるということ。

　磔はりつけ。

　串くし刺ざし。

　釜かま茹ゆで。

　ユダの揺ゆり籠かご。

　ファラリスの雄お牛うし。

　ネズミ刑。

　毒どく蛇へび刑。

　鋸のこぎり挽びき。

　セメント靴ぐつ。

　生き埋うめ。

　死。

　死。

　死。

　死。

　……頭がおかしくなりそうだ。

　もうおかしくなっているかもしれない。

　ダメだ。

　耐え難い苦痛にも膝ひざを屈くつしてはならない。

　なぜなら、先程から耳の奥で残ざん響きようするこの声。

『己おのれの罪を認めるか？』

　問い。

　いや、問いではない。

　これは脅きよう迫はくだ。

　声は言外に言っている。

　罪を認めれば楽にしてやる、と。

　その「罪」とやらが何であるかも説明せずに、ただ認めろと強要してくる。

「ぐ、が、、、、」

　俺は自我を手放さないために思考を止やめない。

　これがオシリスの神しん冥めい裁判によるものであることは間ま違ちがいない。

　なら、神冥裁判とは何なのか？

　ここまでの現象と照らし合わせれば、答えは自おのずと知れる。

　つまりこれは、オシリス式の神明裁判だ。

　──神明裁判とは法治国家以前の世界各地で行われていた裁判方法である。

　沸ふつ騰とうした湯に手を入れ、火傷しなければ無罪。

　加熱した鉄を握にぎってわざと火傷を負わせ、数日以内に完治すれば無罪。化か膿のうすれば有罪。

　手を縛った上で人を水に沈しずめる。沈めば無罪、浮うかべば有罪。

　毒を飲ませ、死ななければ無罪。

　焚たき火びの上を歩き、火傷しなければ無罪。

　かつて神を信じていた頃ころの人々は「正しき者に神は味方する」という理り屈くつで、これら常じよう軌きを逸いつした裁判を行った。決けつ闘とう裁判などもこれにあたる。

　これらの手法・論法はのちに魔ま女じよ裁判にも悪用され、多くの人々の命を奪うばった。

　オシリスの神冥裁判も同じだ。

　罪を認めれば、おそらくその瞬しゆん間かんに本物の死が与あたえられる。

　逆に罪を認めずとも、いずれ精神が耐えきれずに絶命するだろう。

　どちらを選ぼうと、待っているのは死。

　これが。

「これが……キサマのやり方…か……オシリス……！」

『──バァカ、そんなの前々から分かってたことだろうが』

　その時、脳内に響ひびく俺以外の声。

　バロールだ。

「ば、ろ、お、、る」

『──どうやらライカの精神の奥底にいる俺サマには、その神冥裁判も効果がないみたいだなあ』

　バロールは愉ゆ快かいそうに嗤わらう。

『──まあ、お前が罪を認めたらこの肉体は死ぬんだ。俺サマのことは放ほうっておいてもいいってわけか』

「ば、ろ、おる」

　俺は必死に声を絞しぼり出す。

『──ウヒヒヒ、何だよライカ？』

「てつだ、え」

『──何を？』

「前に……キサマ千里眼を使った、、だろうが。あれで、俺に現実の風景を、、、見せ、ろ……！」

『──戦うのか？　そんな状態で』

　バロールはわざわざ問うてくる。

　確かにロクに戦えるような状態じゃない。

　拷ごう問もんに耐える訓練は積んできたが、本当に死に至る激痛に耐える訓練などなかった。

　実際、この幻から抜ぬけ出したところで戦えるか怪あやしい。

　それでも。

「当然、だ」

『──ウヒヒヒ』

　バロールは俺の返事を聞いて悦よろこんだ。

『──なら、俺サマに人間ミレシアンの足あ搔がきをみせてみろよ、ライカ』




　瞬間、視界が反転する。




「───」

　土が見える。

　花か壇だんの土だ。

　俺は無様に地面に倒たおれていた。

　視界の端はしにはレオンも倒れている。

　まだ生きているようだ……だが精神的には８歳の子供に過ぎない彼が、どこまで耐えられるか。

　少なくとも彼の戦せん闘とう続行は不可能だろう。

　悲鳴の聞こえたマリアも心配だ。

　彼女も俺と同じ訓練を受けている。

　ただの一いつ般ぱん人よりは耐えるだろうが、はたしてどこまで保もつのか……。

　シャロ先せん輩ぱいはバロールと同じ理由で大だい丈じよう夫ぶかもしれないが、ブリュンヒルデは、あるいは涙々フレイヤは大丈夫なのか？

　天華ゼウスや姫子スサノオですら無事とは断言できない。

　國崎や櫛くし鉈なだ先輩やクラスメイトは？

　この島にいる人々はまだ生き残っているのか？

　確かなことは分からない。

　唯ゆい一いつ、確かなのは。

　俺がオシリスを斃たおさない限り、この地じ獄ごくは続くということだ。

「……ッ」

　俺は目と鼻の先に落ちていた銃じゆうを拾い、重たい体を起こして立ち上がる。

　オシリスは……いた。

　先さき程ほどから彼ひ我がの距きよ離りはあまり変わっていない。

　奴やつが動かなかっただけなのか。

　それともあの幻まぼろしの数々は、現実時間にすると一いつ瞬しゆんの出来事だったのか？

「……」

　死の幻は未いまだに右目の奥で続いている。

　当然、その激痛も。

　ただ立ち上がるだけの行こう為いが、果てしない苦行に変わる。

　それでも。

「ほう？」

　オシリスがおもしろがるような声を漏もらす。

　立ち上がった俺を、少し驚おどろいた目で見つめてくる。

「冥めい府ふの底から立ち上がるか。健けな気げなことよ」

「死ぬ、、のは、、、キサマ、だ」

「死？　余よが死ぬだと？」

　オシリスは大笑いする。

「死ぬのはキサマだ虫けらめ」

　オシリスが冷たい目で静かに手を振ふる。

　すると。

　ボコリ、ボコリと。

　何かが地面から這はい出てくる。

　あれは……人骨？

　だが普ふ通つうの人骨ではない。

　白骨化した手には武器と楯たてを持ち、土のついた骨の足で地面に直立している。

　その、群れ、群れ、群れ。

『──何だありゃ？』

（おそらく、死し霊りよう兵だ）

　死者を無む慈じ悲ひな兵士として召しよう喚かんして使し役えきする。

　神冥裁判の起動で島の冥めい界かい化が進んだことで、そんな外げ法ほうまで無条件で使えるようになったか。

　どこまで人間を嬲なぶるつもりだ……。

「屑くず、が……」

「下げ民みん風ふ情ぜいが何かほざいているな」

　オシリスが采さい配はいを振るう。

　奴の意に従い、死霊兵たちが俺めがけて殺さつ到とうしてきた。

「くっ！」

　動けないレオンたちを巻き込むわけにはいかない。

　俺は脂あぶら汗あせを振り払はらい、両手に銃を握り締しめて死霊兵の群れに突とつ撃げきした。
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　一方その頃。

　学生寮りよう・北寮。

「……？」

　己オレ──スサノオは自分の皮ひ膚ふがざわつくのを感じた。

　次いで鼻をつくこの臭しゆう気き。

（どこぞの誰だれかがあの世の門を開いたか）

　ここのところ懐なつかしい臭においがするとは思っていたが、そういうことか。

　そう己オレが思っていると。

「───ッ！」

　突とつ然ぜん、脳に流れ込む死のイメージ。

　数多あまたの手法によって己オレの精神が殺され、殺され、殺される。

「チッ……！」

　天あめの羽は々ば斬きり！

　愛あい剣けんで周囲一帯を斬きり払う。

　幻が焼き切れ、現実の光景が一瞬戻もどる。

　だが、すぐにまた死の幻が己オレを包んだ。

　この幻は魔に属する術わざではないのか？

　わずかに幻は斬り払えども、天あめの羽は々ば斬きりの火ひ伏ぶせの効果が薄うすい。

　それでも己オレは幻を少しずつ斬り払いながら、現実の室内を進んだ。

　嫌いやな予感がしたからだ。

　そして。

「撫なで子こ！」

　己オレは洗面台の前で倒れている撫子を発見した。

「ハッ、ハッ、ハッ……」

　撫子は浅い呼吸を繰くり返し、苦く悶もんの表情を浮うかべていた。

　己オレは舌打ちする。

　やはりこの幻は己オレだけでなく、撫子をも蝕むしばんでいた。

「天あめの羽は々ば斬きりよ！」

　己オレは天あめの羽は々ば斬きりで撫子を苦しめる幻を斬り払う。

「うぅ……ひめ、こ？」

「無事か撫子？」

　己オレは撫子を抱だき上げながら尋たずねる。

　彼女は蒼あおい顔をして息も絶え絶えだった。

　あのような凄せい惨さんな死を次々と体験させられるなど、ただの人間には普ふ通つう耐たえられるものではない。

　だが。

　撫子は震ふるえる手を己オレの頰ほおにそっと伸のばし。

「よかっ、た……姫ひめ子こは、大丈夫なの、ね……」

「───」

　撫子はやさしく微笑ほほえむ。

　この状じよう況きようでも、この姉あね御ご殿どのの気持ちは妹に捧ささげられているのか。

　脂汗と涙を流し。

　今にも死にそうな顔をして。

　それでもなお。

　容易たやすく手た折おれる花のようでありながら。

（なんと美しい……）

　己オレは撫子の体をそっと横たえる。

「撫子。この剣を抱かかえ、決して離はなすな」

「ひめ、こ？」

「……」

　己オレは天あめの羽は々ば斬きりを撫子の胸に抱だきかかえさせ、立ち上がった。

　これで天あめの羽は々ば斬きりがしばらく撫子を護まもってくれるだろう。

　その代わり己オレは火伏せの加護を失い、精神が死の幻に吞のまれる。

「スゥー……」

　深く息を吸う。

　所しよ詮せんは幻。

　視界に頼たよらずとも五感を研とぎ澄すませば、真なる気配と偽いつわりの気配の違ちがいは区別がつく。

　何よりもこの幻の大本からは、懐かしい臭いがハッキリと感じられる。

　これは彼ひ岸がん特有の臭気。

　この世にあらざる世界の臭い。

　己オレが治める根ねの国くにと同質の空気。
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（この臭気の元は……西か）

　そちらからより濃こい空気が漂ただよってくる。

　己オレは自分の鼻を頼りに、部屋の窓から外へと飛び出した。
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　西区・植物園。

　俺は銃じゆう床しようで死霊兵の顎がく骨こつを砕くだく。

「ケヒッ」

　アゴを失った骸がい骨こつは妙みような声を上げつつ、剣で斬りかかってきた。

「ッ、、、」

　敵の攻こう撃げきを紙かみ一ひと重えで躱かわす。

　さらにすれ違い様に敵の足を蹴けり折る。

　死霊兵はバランスを失って地面に倒たおれるが、這いずりながらなおも剣を振るってきた。

『──もっとパパーッと銃で斃したらいいじゃねーか』

（弾たまが足りん。そもそも死霊兵に銃じゆう弾だんは効果が薄い）

　死霊兵の数は膨ぼう大だいだ。

　しかも未いまだに増え続けている。

　死霊兵は見た目の通り骨だけの兵。

　急所は存在せず、物理的に行動不能にしない限りいつまでも襲おそいかかってくる。

「……ッ」

　オシリスが神しん冥めい裁判による勝利を確信していたのは、この死霊兵の存在もあったのだろう。

　せめて体調が万ばん全ぜんならここまで苦戦はしない。

　だが死の苦痛に苛さいなまれ続けながら、これほどの物量攻撃を耐たえ凌しのぐのは至難の業わざだ。

　精神の摩ま耗もうに比例して体力の消しよう耗もうが激しい。

「無む駄だに粘ねばるな、鬱うつ陶とうしい」

　オシリスの不ふ愉ゆ快かいな物言いに続き、棍こん棒ぼうのような太さの蔓つるが襲いかかってくる。

「クッ！」

　大おお振ぶりな一いち撃げきだが、今はそれを避さけるのもツラい。

「ぐあっ！」

　蔓は肩かた口ぐちを掠かすめ、俺は体ごと吹ふき飛ばされる。

　背中から地面に叩たたきつけられたが、痛みを無視して立ち上がる。

　直後に俺に群がってきた死霊兵を足あし払ばらいで捌さばく。

　敵への反はん撃げきは半ば反射だ。

　長年、体に染しみつかせてきた蓄ちく積せきが、皮一枚でこの命をつないでいる。

　しかし。

「本当にしぶといな」

　オシリスは言う。

「実に虫けららしい。では、こうしたらどうする？」

「……！」

　奴やつの言葉の意味はすぐに知れた。

　死霊兵の一部が、倒れているレオンたちに襲いかかる。

「クソッ！」

　俺は肉体の損そん壊かいを無視して全力でレオンの許もとへ向かう。

　ビキビキビキと筋肉が嫌な悲鳴を上げ、皮膚が破れて血が噴ふき出た。

　神経がズタズタになる激痛を振ふり払い、俺はレオンの制服の襟えりを摑つかんで、彼を死霊兵の群れから救い出す。

　俺は彼を引っ張ったまま、さらに跳ちよう躍やく。

「ッ」

　マリアを殺そうとする死霊兵に照準を定める。

　残弾など気にする暇ひまもない。

　俺は彼女を突つき殺そうとした死霊兵たちの肩と大だい腿たい骨こつを破は壊かいする。

　さらに着地と同時に頭ず蓋がい骨こつを踏ふみ砕き、彼女の頸けい動どう脈みやくに嚙かみつこうとした死霊兵の行動を完全に封ふうじた。

「……ぐフッ！」

　血を吐はいた。

　感覚器官も含ふくめて、体中のリミッターをはずし続けたツケだ。

　全身で、もはや悲鳴を上げていない箇か所しよはない。

　何もしていないのに皮ひ膚ふが裂さけ、手足も胴どう体たいも血まみれだ。

　吐と血けつしたということは、肺も傷ついているだろう。

　さらに俺に追い打ちをかけるように。

「ギャアアアア！」

　悲鳴が聞こえた。

　さっき助けた警備員の声だ。

　いや、もう違う。

　たった今、助けられなかった。

　彼は死霊兵に胸を刺さし貫つらぬかれ、断だん末まつ魔まの叫びを上げて、死んだ。

「……ッ」

「クフッハハハハ」

　オシリスが嗤わらう。

　愉ゆ快かいな見み世せ物ものでも見たみたいに。

「それがお前の命の優先順位か。まあ、赤の他人よりも女の方が大事だろうな」

「……そんなくだらないことを……俺をからかうためだけに、人を殺したのか……ッ！」

「構わぬだろう。どうせみんな死ぬ」

「ッッッ！」

　俺は奥歯を砕けるほど嚙み締しめる。

「キサマだけは絶対に赦ゆるさん……！」

「ほう、今度は赦さぬときたか」

　オシリスの冷れい笑しよう。

　そして。

　ドスッ

「がアッ……！」

　俺の脚あしを鋭するどい根の先せん端たんが貫く。

　大腿部に丸い穴があき、血が噴ふん水すいのように流れた。

「ぐ、アアァ……！」

　傷口を押さえ、歯を食い縛しばりながら呻うめく。

　身体操作で出血を止めたいが、神冥裁判の効果と精神的限界のせいで上う手まくいかない。

　膝ひざから力が抜ぬける。

　無様に膝をつく俺を眺ながめ、オシリスはクスクスと笑う。

「赦すというのは強者の権利だ。弱者がそれを喚わめいたところで、負け犬の遠とお吠ぼえと変わらぬ」

「オシリス……！」

「さて、その弱った状態で、大切なものを全すべて護り抜けるかな？」

　オシリスの嘲ちよう笑しようとともに死霊兵が殺さつ到とうする。

　今の状態でこの攻こう勢せいを凌しのげるか？

　いや。凌げる凌げない以前に、敵の死霊兵は無限。

　いくら破壊しようが、いずれ必ず限界は来る。

　ならば、死霊兵の壁かべを突とつ破ぱして、オシリスを強きよう襲しゆうするか？

　マリアとレオンを見捨てて？

　だがそれ以外に勝機はない。

　最悪の二に者しや択たく一いつ。

　一方を選べば全員死ぬ。

　一方を選べばふたりを失う。

「……」

　違う。

　論理的見地から言えば、結論は出ている。

　最後の勝機か確実な全ぜん滅めつかでは、選ぶべきは前者以外にない。

　二者択一なんかじゃない。

　答えは決まっている。

　ただ俺が選べないだけだ。

　俺が自分の意志で、ふたりを見捨てるという選せん択たくができないだけ。

『──ウヒヒヒ、どうするんだ？』

　バロールが嗤う。

　こんな時でもやはり魔ま神じんは愉たのしそうだ。

　俺の苦く悶もんが、この上なく愉快なようだ。

　取るべき選択が取れない俺を心底おもしろがっている。

「クソが……！」

　キサマに嗤われるまでもなくやるべきことは分かってる。

　分かってる。

　分かってるんだ……。

「……っ」

　だけど……足の裏が、地面にへばりついたように離はなれないんだ。

　畜ちく生しよう。

　俺は銃じゆう口こうを一番近い死霊兵に向ける。

「無む駄だ弾だまを撃うつな」

「撃つしかない」

　ふたつの心の声が同時に聞こえる。

　この期ごに及およんでもまだ迷いが？

　クソッ……俺は本当に……愚おろか……だ……。

　引き金を引けないまま、俺が硬こう直ちよくしていると。

　その時。




　後方から飛来した手投げ斧フランキスカが死霊兵の頭蓋骨を粉ふん砕さいした。




「!?」

　驚おどろく間もなく、次々と周囲の死霊兵が粉々になっていく。

　さらに変化は足許に訪おとずれた。

　散々に荒あらされた花か壇だんや土が、黄金の石いし畳だたみへと変わる。

　そこでようやく俺は状じよう況きようを察して後ろを振り返った。

「涙々！　ブリュンヒルデ！」

　そこには英えい霊れいに肩を借りた涙々とブリュンヒルデが立っていた。

「その声は、雷火ね……どうやら、間に合ったようね」

　息も絶え絶えに涙々は微笑ほほえむ。

　その様子から、彼女も神しん冥めい裁判の影えい響きよう下かにあるのは明らかだった。

　だが、彼女はなおも不敵に口の端はしを吊つり上げ。

「あんまりフレイヤ様を舐なめないでよね……オシリス」

　そして涙々は震ふるえる手を振り上げ、英霊たちに号令を発する。

　英霊の軍団が、一いつ斉せいに進軍を開始した。

「フンッ、名も知らぬ端は役やくが興じさせるではないか！」

　オシリスもまた死霊兵たちに突とつ撃げきを命令する

　英霊軍対死霊兵団。

　その渦か中ちゆうに俺はあっという間に吞のみ込まれる。

　が、戦せん闘とうが始まってすぐ幾いく人にんかの英霊が、俺とレオンたちを護まもるように現れた。

「ホグニ……！」

「……」

　見覚えのある英霊の名を呟つぶやくが、返事はない。

　ほんの一いつ瞬しゆん、チラリとこちらを振り返っただけだ。

　だがその目配せで、彼らが俺たちを護るために派は遣けんされたのだと知れた。

「ぐぐ……！」

　ひとまず俺は精神を集中して出血を止めた。

　それから全身のチェック。

　問題だらけだが、動くことに支障はない。

「……」

　呼吸を整えながら立ち上がる。

　そして戦せん況きようを見み渡わたす。

（……あまりよくないな）

『──ああ、思ったより死霊兵どもがやる』

　骸がい骨こつでできた兵士──死霊兵くらいなら、人間の魔ま術じゆつ師しにも作れる。

　だがこの死霊兵たちは冥めい界かい神の尖せん兵ぺい。

　同じ死霊兵でも、人間の魔術師が作ったアンデッドとは質が違ちがうということか。

　奴やつらは単体では英霊に劣おとるものの、数としつこさで勝負を五分ぶに持ち込んでいた。

（おそらく島が冥界化しているのも影響しているんだろう。死霊兵ども、それにオシリス自身のステータスが向上している。それに）

『──雌狐フレイヤのコンディションが最悪だ。英霊どもの維い持じで精いっぱいなんだろうぜ』

　涙々はひとりで立つこともできないほど消しよう耗もうしていた。

　今は五分でも、このまま時間が経たてば死し霊りよう兵団に圧あつ倒とうされるかもしれない。

　そうでなくとも時間の経過は島中の人々の死につながる。

「……」

　残る魔ま眼がんはあと一回。

　それだけあれば充じゆう分ぶんだ。

「行くぞ、バロール」

『──ウヒヒヒ、そうこなくっちゃ』

　俺は残ざん弾だんの少ない弾倉マガジンを捨て、新しい弾だん倉そうに交こう換かんする。

「レオンとマリアを頼たのむ」

「……」

　無言の英霊ホグニにひと言頼み、俺は戦場を駆かけ出した。

　英霊と死霊兵の剣けん戟げきの隙すき間まを縫ぬい、ただひたすら前へ。

　目指す先は、巨きよ大だいに生長させた植物を重ね合わせて造った玉座に座るオシリス。

　奴は泥どろ臭くさい戦闘を嫌きらうように、一柱ひとり高みから戦場を睥へい睨げいしていた。

「───」

「───」

　その時、オシリスと俺の視線が合う。

　奴が舌打ちしたのが見えた。

　奴が手を振ふると、死霊兵が五体、俺めがけて襲おそいかかってくる。

　それを迎げい撃げきしようとするが。

　その前に、英霊たちが死霊兵の攻こう撃げきを受け止めた。

　彼らにも俺を護れという命令が出ていたのか。

　どちらでも構わない。

　俺は大地を蹴けり、集団の間を潜くぐり抜ける。

　オシリスは、もう目と鼻の先だ。

「何度潰つぶしても這はい上がってくるか……よかろう」

　奴はきゅっと目を細める。

「ならば、キサマは余よの特別審しん問もんによって直じき々じきに裁いてやろう」

「！」

　俺はオシリスが何かする前に全力で跳ちよう躍やくした。

　玉座を構成する蔓つるに足をかけ、一気に跳とび上がり、オシリスに銃口を向ける。

　その瞬しゆん間かん、俺の意識は彼方かなたへと飛ばされた。
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　俺は見たこともない部屋にいた。

　白い壁。

　白い天てん井じよう。

　白いドア。

　白いライト。

　窓はない。

　物もない。

　俺ひとり。

「何だここは……？」

　呟く。

　呟いた。

　そこで異常に気づく。

　自分の声が耳に届かない。

　試ためしに銃じゆうを撃ってみるが、銃じゆう声せいも聞こえない。

　また幻げん覚かくか？

　おそらくそうだろう。

　だが、今までとは質が違う。

　敵の意図が判然としない。

　いったいオシリスは何を。

「おにーちゃん」

「!?」

　唐とう突とつに名前を呼ばれた。

　今まで何の音も気配もなかったのに。

　俺は銃を構えながら振り返る。

　そこには。

「天華……！」

「おにーちゃん」

　明るい笑顔。

　俺を呼ぶ声。

　紛まぎれもなく天華だ。

　しかし……。

「何で……その、姿は」

　そこにいる天華は、幼かった。

　今でも充分幼い容姿ではあるが、違う。

　俺の目の前にいる天華は、さらにずっと幼い──十年前、生き別れた当時の、５歳の天華だった。

「おにーちゃん、どうしたの？」

　天華が小首を傾かしげる。

「何なんだオシリス……俺にこんなものを見せて、何が」

　敵の目的が見えない。

　俺が悩なやんでいると。

「おにーちゃん、なあにこれ？」

　天華が手を伸のばして、拳けん銃じゆうの銃じゆう口こうに指を突つっ込んできた。

「ッ！」

「痛っ！」

　思わず俺は銃を引っ込める。

「もー何するのおにーちゃん？」

　天華は自分の指を咥くわえながら抗こう議ぎしてくる。

「いや、すまない……」

　思わず謝る。

　まだ呆ぼう然ぜんとしている。

　これは幻覚だ。

　自分に言い聞かせる。

（バロール？　おい、バロール）

　魔ま神じんに呼びかけるが返事がない。

　完全に俺の精神だけがこの幻覚に囚とらわれているのか？

　これがオシリスの特別審問。

　いったい俺に何をする気だ？

　と。

「おにーちゃん」

　幻まぼろしの天華がまた声をかけてくる。

　無視すればいいのに、ついそちらを向いてしまう。

「おにーちゃんはどうして戦うの？」

　天華はそう問うてくる。

　やはりこれは幻覚だ。

　子供の頃ころの天華が、そんなこと訊きいてくるはずがない。

　だが、この無音の部屋の中では、彼女の声が思いのほか深く俺の中に侵しん入にゆうしてくる。

　無視したくても無視できないほどに。

「お前を……天華を奪とり戻もどすためだ」

　だからつい答えてしまう。

「奪とり戻す？　何から？」

「俺たちをこんな目に遭あわせた神々クズどもからだ」

「おにーちゃんがそいつらをやっつけるの？」

「そうだ」

「あたしを助けてくれるの？」

「そうだ」

「じゃあ──」

　天華は両りよう腕うでを広げる。

「──助けてよ」

　瞬間。

　白い部屋がガラガラと崩くずれる。

「!?」

　今度は、見覚えのある景色だった。

　十年前の、神話戦争。

　俺の住んでいた街が瓦が礫れきになった日。

　俺が天華を救えなかった日。

　ズドンッ!!

　何かが瓦礫の山の上に降ってくる。

　これも見覚えがある。

　十年前、俺から天華を奪うばった神。

　ゼウス。

「それ、いいな」

　ゼウスがニタリと嗤わらって、天華を指差す。

「私にくれ」

「……！」

　あの日と同じセリフ。

　ゼウスが、あの時と同じように、俺から天華を奪いにくる。

　これは幻覚。

　幻覚だと分かっている。

　だが。

　だが……！

「ふざけるな！」

　俺は反射的に銃口をゼウスに向けた。

　俺の深いところに根ざした憎ぞう悪おが、再びゼウスに天華を奪われることを良よしとできなかった。

　しかし。

「はあ？」

　ゼウスの姿がかき消える。

　次の瞬間、ゾプッ……と、俺の胸に奴やつの腕うでが突き立てられた。

「ガフッ！」

「私が欲ほしいと言ったんだ。黙だまって寄よ越こせ」

　血を吐はく俺の耳元でゼウスが囁ささやく。

　傲ごう慢まんな、神の人間に対する仕打ち。

「───！」

　今のこの俺ですら、あの日のゼウスから天華を護まもれない──そう言われた気がして、俺の中の何かがキレた。

「ガアアアア！」

　俺は吼ほえる。

　この時すでに俺は正気を失っていた。
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「雷火！　雷火！」

　私──涙々フレイヤは彼の名前を呼ぶ。

　と言っても、私と彼の間には距きよ離りがある。

　こちらの声など彼には届かない──それでも思わず叫さけんだ。

　オシリスに肉にく薄はくした彼が、唐突に力を失い、地面へと落下したからだ。

　幸い玉座の蔓つるがクッションになり、その後英えい霊れいの一柱ひとりが受け止めたのでケガはないだろうが、おそらく無事ではない。

　オシリスに何かされたのだ。

「チッ……」

　必死に抵抗レジストしているが、やはり神しん冥めい裁判の影えい響きようは強い。

　何とか視界は確保しているものの、未いまだに頭の中ではあらゆる死が渦うず巻まいている。

　今は持ちこたえているが、油断すればすぐに吞まれる。

　手段は選んでいられないと『レガリア』まで使ってみたが、オシリスの死し霊りよう兵団に思いのほか苦戦している。

　おそらくこのままではオシリスは斃たおせない。

　斃せるとしたら……やはり秘策を持った雷火だけだろう。

　その秘策が何なのかは知らないが。

（私たちが敵の捕ほ虜りよになったら困るからって教えてくれないんだもんなー……まあ、私みたいに記き憶おくを覗のぞく術すべを持ってたらマズいし、分かるけど）

　ただ何にせよ、雷火がオシリスの許もとに辿たどり着かなければ始まらない。

　そのサポートを英霊たちに命じておいて、途と中ちゆうまでは上う手まくいっていたのだが。

　雷火はオシリスから謎なぞの攻こう撃げき（？）を受け、今はピクリとも動かない。

「もう終わりなの？　雷火……」

『その通りだ、どこぞの名も知らぬ女め神がみよ』

「……！」

　この声は。

「オシリスね。何？　勝利宣言でもしに来たのかしら？」

『こうなってしまうと余よも些いささか暇ひまでな。最後の暇ひま潰つぶしだ、つき合え』

「ホント余よ裕ゆうこいてくれちゃって……」

　思わず苦笑いがこぼれる。

（雷火は神わたしたちを相手にする時いつもこんな気持ちなのかしらね？）

　まあ、それはどうでもいいけれど。

「あんまり余裕ぶってると、そこから雷火にやられちゃうわよ？」

『あの人間が？　無む駄だだな。あやつは過去の罪に囚われておる』

「過去の罪？」

『余の特別審しん問もんは、その者が最も悔くいている過ト去ラのウ罪マを延々と見せ続ける、どんな痛みに耐たえられる人間も、己おのれの弱さには耐えられぬ。いずれ心が崩ほう壊かいし、余の裁きを受け入れるだろう』

「……」

　私はしばし沈ちん黙もくする。

　それから。

「ふふっ……」

『何がおかしい？』

「いえ、まあ貴女あなたの言うことは正しいと思うわ」

　私はそれでも笑いを抑おさえられない。

「でもさあ……それって結局神様わたしたちの感覚に過ぎないのよね」

『……』

「雷火にんげんはしつこいわよ」

　なにしろ十年も妹を思い煩わずらって、こんなところまで来てしまうほどだ。

　人間の執しゆう念ねんを、私もオシリスも舐なめている。

「貴女の目もく論ろ見みが上手くいくか、雷火の執念が覆くつがえすか、見み物ものね」
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「ガアアアアア！」

　俺はゼウスに殺された。

　それでゲームオーバー。

　時間は最初に巻き戻る。

　と言っても、あの白い部屋に戻るわけではない。

　戻るのは例の瓦礫の山の前。

「それ、いいな」

　ゼウスがまた同じセリフを言う。

「私にくれ」

「……！」

　それが合図。

　俺は銃じゆうを構える。

　背に天華を護り、敵を迎むかえ撃うつ。

　ゼウスの動きは毎回変わる。

　さっきは『雷霆ケラウノス』で跡あと形かたもなく消し飛ばされた。




「ガフッ……」




　今度は胴どう体たいをちぎられた。




　その次は体を縦に裂さかれた。




　その次は首を刎はねられた。




　その次はいつ死んだかすら認にん識しきできなかった。




　繰くり返す。

　繰り返す。

　ゴールも見えないまま。

　戦い。

　殺される。

　戦い。

　殺される。

　戦い続けるだけ殺され続ける。

　もうここがどこなのかも分からない。

　戦うことがもはや義務と化していた。

　戦せん闘とうするためだけの肉人形。

　神仙雷火という闘とう争そう機械。

　壊こわれては直され壊れては直され。

　無限連れん鎖さの破は壊かいは続く。

　それでも戦うのをやめない。

　なぜか。

　なぜか。

　なぜ……。

「おにーちゃんはどうして戦うの？」

　問い。

「どうして……？」

「何でツラいことを続けるの？」

「ツラい……？」

「ほら、また腕がちぎれたよ」

「……」

「死んだ」

「……」

　確かに死んでいた。

　また景色が戻もどる。

「それ、いいな」

　ゼウスのセリフ。

　始まる戦闘。

　自動的に戦う俺。

「まだ戦うの？」

　再び問い。

「まだ……？」

「もういいじゃん」

「もういい……？」

「辞やめちゃおうよ」

「辞め、る？」

「おにーちゃんは頑がん張ばったよ」

「頑張……？」

「楽になろうよ」

「……」

「あ、また死んだ」

「……」

　景色が戻る。

　俺の目の前に積まれた瓦が礫れきの壁かべ。

　その上に立ち塞ふさがるゼウス。

「それ、いいな」

　また同じセリフ。

　奴やつの指が、こちらを指す。

「……」

　俺は何も言葉を返さない。

　すると、不意に背中側から首に腕うでを回された。

　天華の腕だ。

「ほら、銃を置いて？」

　彼女はやさしく囁ささやいてくる。

　本当に俺を労いたわるように。

　もういいと言ってくれる。

　頑張ったと。

　楽になれと。

　俺の十年をやさしく受け止めてくれる。

　なんて心ここ地ちいい。

　嬉うれしい。

　嬉しい。

　天華の声が。

　天華のやわらかさが。

　天華の気持ちが。

　全て気持ちいい。

　このまま銃を下ろすだけで、この瞬しゆん間かんを永遠にできる。

　知っている。

　分かっている。

　これでいいんだと。

「天華」

「ん？」

　振ふり返る俺に、天華は微笑ほほえみかけてくる。

　ああ、なんて天使のようなんだろう。

　本当に、あの頃ころのようだ。

　俺と妹の平へい穏おんな日々。

　美しかった日常。

　あの頃と同じ微笑みとやすらぎがそこにある。




[image: ]

　だから、俺は天華の顔を銀の弾だん丸がんで撃ち抜ぬいた。




　パアンと頭がはじけ、天華の腕がズルリと俺の首からはずれる。

　そのまま地面に落下した妹を見下ろして、俺は言う。

「俺の天華がそんなこと言うはずがない」

　それは信しん仰こうに似た確信。

「俺の天華が俺ともう一度再会することを諦めて、ここで辞めていいなんて言うはずがない」

　ここで俺が全すべてを辞めるとは即すなわち、天華も俺との再会を諦めるということだ。

　それを天華が許容するはずがない。

　そんなことはあり得ない。

　彼女にとって──あるいは俺にとっても──俺たち兄妹きようだいが再会すること以上の願望はないはずだ。

　たとえ俺の体がちぎれても。

　たとえ俺の心が死んだとしても。

　俺は、天華は、俺に戦えと命じるはずだ。

　そうでなければならない。

　そうでなければ報むくわれない。

　そのための十年だった。

　そのためだけに十年生きた。

（ああ、そうだ……それなのに、俺はこんなところで何をしてるんだ？）

　俺はこの世界が幻まぼろしだと改めて確信する。

　同時に、十年前の風景を映していた「空間」が罅ひび割れる。

　ガラガラとガラスのように風景が砕くだけ落ちる。

　その直後。

『──ウヒヒヒ、やっと認識したかライカ』

「バロール」

　再び聞こえ始めた魔ま神じんの声に、俺は無感動に反応する。

「今までどこに行っていた？」

『──はじき出されてたんだよ。お前自身が想おもう妹への未練が、お前の精神をこの幻げん想そう空間に縫ぬい止めていた』

「……」

　確かに、今さっき確信を得るまで、俺はかつての妹の幻げん影えいに惑まどい、ほんの少しだけ心奪うばわれていた。

　もう少しこの妹と一いつ緒しよにいたいと。

　ゼウスが現れてからは、あの日の妹を護まもらなければと。

　幻だ幻だと思いつつ、心のほんの１％ほどは、ここに留とどまらなければと思っていたかもしれない。

『──だが、お前が完全にこの幻想を否定したことで、俺とラインをつなげる隙すき間まが生まれた。まったく苦労かけやがって』

「うるさい」

　俺はバロールの苦労自じ慢まんを黙だまらせる。

「さっさとオシリスを斃たおすぞ」

『──へいへい。それじゃあ、もう一度外の風景に眼めをつなげるぞ』
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　視界と認にん識しきが現実に戻る。

　俺は地面に横たえられ、数すう柱にんの英えい霊れいに護られていた。

「……」

　寝ねたまま、視界を巡めぐらせる。

　オシリスのいる蔓つるの玉座は……少し離はなれている。

　だが奴はまだそこにいた。

　居所さえ分かれば充じゆう分ぶんだ。

　俺は全身のバネを使って立ち上がり。

　同時に駆かけ出す。

　味方の英霊も、敵の死し霊りよう兵も、反応する暇ひまもないほどに迅はやく。

　俺は全身のダメージを無視して戦場を駆け抜ける。

「……」

　オシリスは俺を見て、苦虫を嚙かみ潰つぶしたような顔をした。

　俺が起き上がったのがそんなに意外だったのか。

　それとも気に喰くわなかったのか。

　まあ両方だろう。

「もはや何も言うまい……ただ何事もなく、当然のように、死ね」

　オシリスが感情を殺した声こわ音ねで言う。

　瞬間、全ての死霊兵がこちらを向いた。

　英霊に斬きられようが砕かれようがお構いなし。

　全死霊兵が俺だけを殺しに向かってくる。

　この戦場を覆おおう殺意の半数が俺ひとりに向けられた。

　上等──

「押し通る！」

　スピードは緩ゆるめない。

　俺は滑すべるような歩ほ法ほうで敵の間かん隙げきを抜ける。

　動作は最小。

　交戦は最低限。

　死霊兵を斃すことを目的とせず、ただ搔い潜くぐるのみ。

　雑ざ魚こに構っている暇はない。

　狙ねらうはただオシリスのみ。

「ハッ……！　そこまでして余よの足あし許もとに辿たどり着きたいか？　矮わい小しような人間には、その程度の望みも叶かなわぬと知れ！」

　オシリスの怒ど声せいとともに、一いつ斉せいにそこら中の地中から植物の根が飛び出してきた。

　奴の権能によって異常生長を強しいられた草木や根が、怒ど濤とうとなって俺に襲おそいかかってくる。

　その勢いはまるで壁かべ。

　植物の壁に阻はばまれてオシリスの姿も見えない。

　さらに緑の津つ波なみは四方八方から加速度的に高さを増しながら迫せまってくる。

　さながらそれはドームのように俺を覆って囲み、戦場をひと吞のみにしようとしていた。

　その中にいる敵味方全てを圧殺するように。

「チッ！」

　行く手を完全に塞がれ、さすがに足が止まる。

　いかにしてこれを乗り越こえるか思案していると──

「どおリャアアア！」

　盛せい大だいな破は砕さい音と砂すな埃ぼこりを上げて、何者かが束になった蔓や根を纏まとめて引きちぎりながらこの場に現れた。

「ふむ……彼ひ岸がんの臭においが濃こいのはこの辺りか」

「姫子スサノオ!?」

　突とつ然ぜんの闖ちん入にゆう者に俺は軽く驚きよう愕がくする。

「その声は雷火か？　ちょうどいい、何がどうなっている？」

　スサノオは目を閉じていた。

　どうやら視覚以外の感覚を頼たよりにここまで来たらしい。

「スサノオ……何をしにここにやってきた？」

「別に。なにやら此し岸がんに彼岸を招き寄せる酔すい狂きような神ヤツがいるようなのでな、どちらがあの世の王に相応ふさわしいか力比べしに参ったまでだ」

「……」

　確かにスサノオは根ねの国くに──日本神話における冥めい界かいに近い世界の王でもある。

　だからと言って、どちらが王に相応しいか決めるだと？

　そんな理由でこの場に現れたのか？

　いや、今は理由などどうでもいい。

　少なくともこの瞬間、俺とスサノオの利害は一いつ致ちしている。

「スサノオ！　天地をアメノ覇するムラ神皇剣クモを俺の指示する方向へ撃うて！」

「あー、そりゃ無理だ」

「なぜだ!?」

「生憎あいにくと天あめの羽は々ば斬きりが手許にない。これでは天叢雲剣アメノムラクモを喚よべん」

「……！」

　なぜこの肝かん心じんな時に天あめの羽は々ば斬きりを持ってないんだ！

　怒ど鳴なりつけたい衝しよう動どうに駆られたが、今はその時間も惜おしい。

「なら、さっきみたいに壁に穴をあけられるか？」

「壁？　そういえばさっき何か蹴け破やぶったな。その壁は何でできている？」

「植物の木や根だ。ただし、敵の権能でだいぶ強化されている」

「ハッ、草木でできた壁だと？」

　スサノオは一いつ笑しように付す。

「その程度、剣つるぎを持ち出すまでもない。己オレが荒あら神がみと呼ばれる所以ゆえん、しかとその目に焼きつけるがいい」

　自信たっぷりに言い切って、スサノオは深く息を吐はく。

　そして。

「カアアッ！」

　次の瞬しゆん間かん、まるでスサノオは放たれた弾だん丸がんのように敵の群れへと突つっ込んだ。

　その進路上に入った者は、英霊も、死霊兵も、等しく塵じん芥かいと化す。

「ッ！」

　千切れ飛ぶ手足や骨こつ片ぺんの雨の下を潜り抜ぬけ、俺もスサノオのあとに続く。

　彼女はまさに無人の野を行くがごとく何もかもを蹴け散ちらし、戦場に真まっ新さらな一本のラインを引いた。

　俺はただそのライン上を駆け抜ける。

　やがてスサノオは緑の壁の眼前へと辿り着く。

「ゼアッ！」

　そのまま何の工く夫ふうもなく激げき突とつし、真正面から壁を破は壊かいした。

　厚さ何メートルという蔓や根や魔ま力りよくが複雑に絡からまった壁を、たった一いち撃げきで。

　それもまるで１トン級の大たい砲ほうを城じよう壁へきに撃ち込んだかのように、己が突き抜けた箇か所しよだけでなく周囲の壁一面を巻き込んで崩ほう落らくさせてしまった。

「！」

　俺は緑の囲いを抜ける。

　目の前には、オシリスの造った玉座があった。

「ハアッ！」

　スサノオの豪ごう腕わんが、玉座の土台部分をへし折る。

「チィ！」

　舌打ちするオシリスの姿を俺は視界に捉とらえた。

「───」

　全器官のリミッターをはずす。

　落下してくる玉座の残ざん骸がいの落下速度。

　全ての未来位置。

　オシリスまでの最短ルート。

　俺の取るべき動きを全すべて読み、タンッ、タタンッ、と瓦が礫れきや植物片を足場にし、宙を駆け抜ける。

「──はっ!?」

　オシリスがこちらに気づく。

　もう遅おそい。

　俺は両手の銃じゆうで、オシリスに四発の銃じゆう弾だんを叩たたき込む。

　脳天・両胸・下腹部。

「封ふう印いん術式」

　十字に刻んだ銃じゆう痕こんが神の力を奪うばう。

「……っ」

　目を見開いたままオシリスが仰あお向むけに倒たおれる。

　俺はそれを飛び越えて、崩くずれた玉座の上に着地。

「……」

　倒れ伏ふしたオシリスの顔を見下ろす。

『──おいおい、これがお前の言ってたオシリスの斃し方か？』

（黙だまってろ）

　やがて。

　ボウッと炎ほのおを上げて、オシリスの体が燃え始めた。

　自動自殺能力。

　封印術式もお構いなしに発動した能力によって、再びオシリスは蘇よみがえる。

　この前と違ちがい、生身の肉だったので炎はよく燃えた。

　またたく間に人体の形状が崩れていき、肉の焼ける臭いが鼻をつく。

「……」

　俺はオシリスの体が燃え尽つきるまで、その炎をジッと見つめ続けた。
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「フンッ、無む駄だなことを」

　余──オシリスは吐き捨てる。

　魔ま眼がん使いの銃弾によってこの命はすでに絶たれていたが、死は余の意識を寸断することすらできない無意味なものだ。

　今は自身の肉体が焼失する様子を俯ふ瞰かんするように見つめている。

　段々と燃え尽きていく器うつわ。

　それを見つめる魔眼使い。

　最後の攻こう撃げきには何か妙みような小細工──おそらく封印系の術式が組まれていた。

　あれで余の自殺を止めようとしたのか。浅はかな。

　とはいえ、余に刃は向むかった報むくいは受けさせなければならない。

　肉体が燃え尽きる。

　それと同時に『レガリア』が発動する。

　余の魂たましいは温室の方へと引っ張られる。

　そこに隠かくされた余の『レガリア』──不ふ朽きゆう不ふ滅めつの神しん霊れい柩きゆうの中では、すでに肉体の再構成が始まっていた。

　死亡する前と寸すん分ぶん違たがわぬ肉の器。

　神しん霊れい柩きゆうはその器に余の魂を定着させる。

　復活という奇き蹟せきをほんの短時間で成し遂とげる。

　それが余の究極の『レガリア』だ。

「さて、愚おろか者ものどもに灸きゆうを据すえるか」

　島の冥界化は時間が経たつとともに進行する。

　それに伴ともない、冥界神たる余のステータスも上じよう昇しようし、死し霊りよう兵は死ににくく、神しん冥めい裁判の深度もより深くなる。

　つまり時間が経てば経つほど、余の力は指数関数的に増大していくのだ。

　先さき程ほどは不意を突かれたが、もはや通じぬ。

　あの乱入してきた黒くろ髪かみの女も魔眼使いと一いつ緒しよに嬲なぶり殺してやろう。

「ん……？」

　柩ひつぎから出ようとした時、急に違い和わ感かんを覚えた。

　胸が熱い。

　それも尋じん常じような熱さではない。

「───！」

　何かする間もなく、復活したばかりの肉体が突とつ如じよとして燃え上がった。

「ガッ!?」

　燃える。

　燃える。

　融とける。

　熔とける。

　肉が。

　骨が。

　心臓が。

「～～～」

　呼吸ができない。

　肺が、気道が、すでに燃え尽きている。

　眼球の水分が蒸発する。

（なん、だ、これ、は）

　はじめて味わう苦しみ。

　あのレオンとかいう小こ僧ぞうを相手にする時は、常に即そく死しだった。

　そうなるように手を抜いていたのだから当然だ。

　基本的に体を焼くのは余よが死亡したあと──神しん霊れい柩きゆうの能力発動条件を満たすために、肉体の消失が必要──だったからだ。

　生きたまま自ら体を焼いたのはたったの一回。あの夜の遊園地だけだ。

　あの時は全身が石化し、痛覚は働いていなかった。

　だから、生きたまま焼かれることを本当に体験したのは、今がはじめてだった。

「ひゅー、ひゅー」

　ノドの奥で空気が通り抜ける音が鳴る。

　脳が焼ける感覚がする。




　思考が。










　潰つぶれ。
















　消。




























「───ハッ!?」

　気がつけば、余は柩の中にいた。

　どうやら気を失っている間に肉体が燃え尽き、新たな肉体が再生されたらしい。

「何だったのだ、さっきのは……？」

　額に手を当てると、復活したばかりなのに厭いやな汗あせをかいていた。

　しばらく動どう悸きが収まらなかったが、落ち着いてくると徐じよ々じよに頭も冴さえてくる。

　確かにこの体には自動自殺のための仕し掛かけを施ほどこしているが、それは余が健在であるにもかかわらず勝手に発動するようなものではない。

　となれば答えは決まっている。

「幻げん覚かくか」

　あの魔眼使いだ。

　神冥裁判の意い趣しゆ返がえしのつもりか？

　舐なめた真ま似ねを。

「ただでは済まさん」

　余は柩の扉とびらに手をかけ──ピタリと止まる。

「……待てよ？」

　先程のが幻覚だとして。

　魔眼使いはいつその魔眼をかけた？

　あやつが余に近づいたのはあの最後の銃じゆう撃げきの時だ。

　あの時、銃を撃うつのではなく魔眼を余にかけたのだとしたら、余はなぜ柩の中にいる……銃で撃たれていないのなら、『レガリア』は機能しないはず。

　逆に銃で撃たれたのが幻まぼろしでなく真実なら、柩の中で復活した余にあやつはいつ魔眼をかけた？

　あるいはここまでの一連の出来事が全すべて幻覚か？

　いや、違う。

　どこからどこまでが幻覚であるかなどどうでもよい。

　問題点は、そうすることに何の意味があるのか、だ。

「……！」

　その時、今度は柩の扉を押し開けようとしていた余の手が燃え始めた。

　火はまたたく間に全身に燃え広がり、再びあの地じ獄ごくの苦しみが余を苛さいなむ。

「あああああ！」

　思考が熔ける。

　冷静さなど望むべくもない。

　この身を焼かれる激痛に、何もかも奪うばわれる。

　できるのはただこの苦しみから一刻も早く解放されるよう祈ることだけ。



















　どれだけの時間が経過したのか……



















「……ハッ!?」

　目が覚める。

　慌あわてて自分の体を確かく認にんする。

　無事。無事だ。

（燃えてない……）

　そう思った時。

　まるで余を嘲あざ笑わらうかのように、再び全身が燃え始める。

「～～～」

　喉のどから絶ぜつ叫きようが迸ほとばしった。






















　さらに時間が経過した。

　いや、分からない。

　時の感覚はすでに消えて久しい。

　自分の体が燃える感覚以外の全てが分からなくなっていた。

　死んで。

　燃えて。

　死んで。

　燃えて。

　死んで。

　燃えて。

　何度繰くり返したのかも分からない。

　どこまで余は生きていてどこから余が死んでいるのか、それすら曖あい昧まいだ。

　だが痛みに慣れることはなかった。

「あ、がっっ、、、、、、！」

　激痛に耐たえかねて暴れていると、ふとした拍ひよう子しに外へ投げ出される。

　どうやら柩ひつぎの扉を蹴けり開けてしまったようだ。

　燃える体がゴロゴロと転がり落ちるのが分かる。

　やがてどこかの地面に落下した。

「───」

　視界の端はしに何かが映る。

　靴くつだ。

　何者かが余のすぐ傍そばに立っていた。

「う、あ……」

　顔を上げる。

　するとそこには、あの魔ま眼がん使いが立っていた。

「気分はどうだ、オシリス？」

　魔眼使いは冷れい淡たんな声で言ってくる。

「きざ、ま」

「声帯は無事か。なら、そこは残しておけ」

「……!?」

　今、こいつは何と言った？

　残しておけ？

　何だその命令口調は……。

　いや。

　誰に命令した？

「よに、何を、じた？」

「キサマに何かをしたわけではない」

　魔眼使いは言う。

「ただキサマの心臓に宿る火の鳥を『支配』しただけだ」

「！」

　支配……魔眼か!?

　驚きよう愕がくする余よに対し、魔眼使いは口を開く。

「冥めい府ふの裁判長オシリス。俺はその肩かた書がきに囚とらわれすぎていた。アヌビスもメジェドもアメミットも、全てキサマの冥めい界かいにおける配下たちというのも、答えに辿たどり着く思考の妨さまたげになった」

「……」

「キサマは冥界での配下のほかにもう一体、別の神しん獣じゆうをその身に宿している──それがキサマの心臓に宿ると云いわれる神鳥ベヌウ。フェニックスの原型とも云うべき火から再生する不死鳥だ」

　魔眼使いは淡たん々たんと語る。

　余の配下をよく識しる者だとは思っていたが、まさかベヌウ鳥のことも識っていたか……。

　ベヌウ鳥は余の心臓とある種の同化を果たした神鳥。

　それこそが自動自殺能力の鍵かぎ。

「キサマは自分の死、あるいは戦せん闘とう不能になることをトリガーにして、ベヌウ鳥に自身の肉体を焼くように命じていたというわけだ。なるほど、確かにそれなら石になったあとでも自分を焼き尽つくすことができる」

「……キサマは、、、ぞれを、逆手に取った、、、という、わけか」

「そうだ」

　魔眼使いは頷うなずく。

「キサマの肉体を焼いている最中さなかのベヌウ鳥を『支配』し、復活の度たびにオシリスを焼き殺せと命令を与あたえた」

「……」

　ベヌウ鳥やメジェドはたとえ敵に斃たおされたとしても、主あるじである余が死ねばともに復活するよう設定されている。

　まさかそれを利用されるとは……。

「さあどうするオシリス？　『レガリア』がある限り、キサマは何度でも生きたまま焼け死ぬことになる。敗北を認めるなら、その苦しみから解き放ってやるぞ」

「……くっくっ」

　まるで自分が優位に立ったと勘かん違ちがいしている魔眼使いに、余は失しつ笑しようを漏もらす。

「降こう伏ふくするのは、ギサ、マだ」

「何？」

「余のじん、冥めい裁判を忘れ、、たか？」

　確かに今、余は何度も焼き殺される苦しみを味わった。

　だが、死の痛苦に苛まれているのは魔眼使いや、その仲間たちも同じだ。

　あとはどちらが耐え切るかの勝負だが、それもまた余に分ぶがある。

「余は不死の王……いずれ耐え切れなくなるのは、、、キサマら、だ」

　不ふ朽きゆう不ふ滅めつの神しん霊れい柩きゆうがある限り、決して余の優位は揺ゆるがない。

　思わぬ反はん撃げきを喰くらいはしたが、同じ土俵に立ったところで勝負は……。

　と。

「オシリス」

　そこで魔眼使いは、余の前に膝ひざをついた。

　奴やつは倒たおれ伏ふす余の耳元に口を近づけ。

　そして、

「キサマの切り札である神しん冥めい裁判だが、すでに終わっているぞ」

　と、言った。

「……は？」

「神冥裁判中、フレイヤが英えい霊れい軍の維い持じに苦労していたように、大規模な術式の維持にはそれ相応の精神力と集中力が必要だ」

　魔眼使いは言う。

「キサマは火ひ炙あぶりされている間、いったい何度意識を失った？　何度心を搔かき乱した？」

　そんな回数など数えていない。

　だが、自然と分かった。

　余にはもう、残された逆転の目などないのだと。

「オシリス」

　魔眼使いが再び余に呼びかける。

　余は、無意識に視線を上げた。

　奴の目は、相変わらず冷たい色を帯びていた。

「神が人間の肉体を奪うばう時、神の身体機能はその器うつわに依い存ぞんする。身体能力は当然、脳の機能や声質──それに痛覚も」

　人間の肉体を使う上での代だい償しよう。

　本来、神われ々われが味わうはずもない痛みや苦しみ、それに死が、人間並に感じられてしまうというデメリット。

　それがあるから神話代理戦争に出ることを嫌いやがる同どう胞ほうもいるほどだった。

　余はそんなもの……意にも介かいしていなかったが。

　魔眼使いが小声で囁ささやく。

「永えい劫ごう輪りん廻ねに火か刑けいを受け続ける地じ獄ごくを想像してみろ、神クズめ」

「……！」

　ゾッ、と。

　燃え尽きて熱すぎるはずの心臓が、一いつ瞬しゆん凍こおりついた。

　この惨さん苦くが無限に続く。

　それは想像するだけで悶もん死ししかねない地獄だった。

　だが、余は死ねない。

　この地獄が終わることはない。

　余が負けを認めない限り。

「……た」

「何だ？」

「…から……認める、と、言っだのだ」

「何を？」

　わざと焦じらすように、魔眼使いは聞き返してくる。

　屈くつ辱じよく。生しよう涯がい味わったことのない辱はずかしめに、余の自尊心がガラガラと崩くずれ去る。

　だがそれすらも上回る恐きよう怖ふと、そこから解放されたいという願望が、余の舌をもう一度動かした。

「余の、、、敗まけだ」

「……」

　余の敗北宣言を聞いても、魔眼使いは喜びの声ひとつ上げない。

　ただ憎にく々にくしげに舌打ちをして、爪つま先さきで余の顎あごを持ち上げ、こちらを見下ろしながら魔眼に冥くらい光を灯ともした。

「神仙雷火の名において命ず。オシリスよ、俺に隷従したがえ」








エピローグ









　決着はついた。

　オシリスを『支配』した俺は奴を従えて温室を出た。

「よう、終わったか？」

「ああ」

　外で待っていたスサノオに対して簡潔に答える。

　途と中ちゆう参戦とはいえ暴れに暴れた奴の服はボロボロだった。

「これではまた姉あね御ご殿どのに怒おこられそうだ。さっさと帰るとするか」

「……」

「ん？　どうした雷らい火か？」

　こちらの視線に気づき、スサノオが振ふり返る。

「スサノオ。キサマが天あめの羽は々ば斬きりを持っていなかったのはもしかして……」

　天あめの羽は々ば斬きりは日本神話最高の魔ま払ばらいの剣つるぎ。

　あれならば神冥裁判のような大魔ま術じゆつの影えい響きようを多少は防げたかもしれない。

　それを肝かん心じんな時に持っていなかったのはまさか、櫛くし鉈なだ先せん輩ぱいのために……。

　だがスサノオは俺の質問には答えず。

「くだらない質問などするな。己オレは己オレの好きなように振る舞まったまでだ」

　それからスサノオは口の端はしを吊つり上げ。

「ではな、次こそは本気のお前と戦いたいものだ」

　そう言い残して、スサノオは植物園を去った。

　おそらく櫛鉈先輩の待つ北寮りようへ帰ったのだろう。

「雷火さん！」

　奴が去った方角を見ていると、今度はマリアたちがやってくる。

　だが少し数が足りない。

「涙るい々るいとレオンはどうした？」

「涙々さんは疲つかれたからもう歩きたくないと言って……それと、レオンさんはまだうなされていて起きる気配がありません。今は涙々さんが付き添そっています」

「……そうか」

　マリアの説明に俺は頷く。

「『支配』は上う手まくいったようだな」

　おとなしいオシリスを見て、ブリュンヒルデが言う。

「正直半信半疑だったが……よく勝てたな」

「俺はできもしないことを口にはしない」

　ベヌウ鳥とオシリスの柩ひつぎを利用した永久機関。

　敵の『レガリア』の機能そのものを逆利用して敗北を認めさせる。

　この攻こう略りやく法を考えついた時点で最終的な勝利はほぼ確信していた。

　だが……オリオン座という見落としひとつで、神冥裁判の起動を防ぐのに失敗し、多くの犠ぎ牲せい者しやを出した。

　はたして決着がつくまでの間に何人、何十人という死者が出たのか。

「……っ」

　悔かい恨こんが胸を締しめつけ、俺は思わず空を仰あおぐ。

「神しん仙ぜん雷火……？」

「雷火さん……？」

「……」

　ふたりの呼ぶ声に、俺は答えられない。

　この悔恨に意味などない。

　悔くやんだところで死んだ人は帰ってこない。

　だが、だが……もっと何かできたんじゃないか？

　そんな考えばかりが頭を埋うめ尽つくす。

「神仙雷火！」

「！」

　ブリュンヒルデに肩かたを摑つかまれ、俺は正気に返る。

　彼女は心配そうな目で、俺のことをジッと見つめていた。

「いったいどうしたんだ？」

「……」

　俺はつい目を逸そらす。

　神相手に弱味など見せられない。

　なのに。

　ブリュンヒルデは俺をぐいっと引っ張ってきたかと思うと。

「神仙雷火」

「な、何だ？」

　謎なぞの気き迫はくに圧おされ、俺は思わず返事をする。

　そして、コイツは。

「お前はよくやった。だから、そんなに自分を責めるな」

「……ッ」

　不意打ちを受けた気分だ。

「ブリュンヒルデさんの言う通りです」

　横で聞いていたマリアが微笑ほほえむ。

「雷火さんはやれるだけのことはやったと思います」

「……そうか」

　ふたりに慰なぐさめられ、俺は小さく返事をする。

　今、自分がどんな表情をしているのか分からない。

「だが、もしあれだ……泣いてスッキリしたいのであれば、わ、私の胸を貸すぞ？」

「あっ、ズルい！　雷火さん！　泣くなら私の胸にしてください！」

「……」

　俺は無言でブリュンヒルデの顔面を鷲わし摑づかみにする。

「うがっ！　な、何をする！」

「調子に乗るな」

　当然のように抗こう議ぎされるが、俺は手を離はなさない。

『──カワイイ奴やつめ』

（死ね。お前ら死ね）

　俺は額を押さえてため息をつく。

「こんな奴らに余よは敗けたのか？」

「……」

　今だけはオシリスに同意しそうになってしまった。

　しかし、おかげで少し気が抜ぬけた。

　後こう悔かいする暇ひまがあるなら、次の行動に移るべきだ。

「ブリュンヒルデ。マリア。このあと少し島を回るぞ」

「このあとすぐか？」

「神しん冥めい裁判の影響で島がどうなったか見ておく必要がある」

　たとえば料理中に意識を失った者がいたら、その部屋で火事が起きている可能性もある。

　そういった二次災害を防ぐことが、せめて俺にできることだ。

「お前にも手伝ってもらうぞオシリス」

「やれやれ、命令される側の立場ははじめてだな」

　オシリスは悔くやしそうに呟つぶやき、肩を竦すくめる。

「だが生憎あいにくと余はこれまで誰だれにも従ったことがない」

「だったら、何だ？」

「なに、どういう態度が奴ど隷れいに相応ふさわしいのかと思ってな」

『──ウヒヒヒ、そういうことなら俺サマが直じき々じきに調教してやるよクソガキ』

（……）

　俺はそっと左目を閉じ、バロールの暴走を封ふうじる。

　と。

「こうすればいいのか？」

　オシリスは俺の足あし許もとに頭こうべを垂れる。

　それからいきなり人の革かわ靴ぐつの爪先にキスをした。

「何をしている？」

「ん？　違ちがったか？　服従を示すにはこうだった気がするが」

　間違えたことが恥はずかしかったのか、オシリスは若じやつ干かん頰ほおを赤らめる。

　こいつは何というか……王としての自分以外に無知というか。

[image: ]

『──なんだか微び妙みようにズレた奴だな』

（まったくだ）

　俺はこめかみを揉もみほぐし、ひとまずオシリスの態度のことは脇わきへやった。

「オシリス。キサマにも今後は俺の手足となって働いてもらう。それと、これからは少なくとも人前ではエミリーと呼ぶから、ちゃんと返事をしろ」

「なるほどな」

　オシリス、いや、エミリーは納なつ得とくしたように頷うなずく。

　本当に分かっているのか……？

　少し不安に思ったが、今すぐ確かめることでもない。

「よし、ならさっさと島を見て回るぞ。涙々にも手伝わせる」

「レオンさんはどうしますか？」

　移動しながらマリアが尋たずねてくる。

「目覚めないようなら……確か涙々は西寮だったな。彼女の部屋に預けていこう。マリアには看病を頼たのめるか？」

「分かりました」

　そんな風に、俺たちが今後の動きについて話し合っていると──




　ドスッ!!




　──背後から突とつ然ぜん、鈍にぶい音が聞こえた。

　まるで太い木の杭くいで肉を刺さし貫つらぬくような音。

「!?」

　嫌いやな予感がして、俺は振り返る。

　と。




「カフッ……！」

　エオミシリリースが血を吐はいていた──




　──その胸を何者かの腕うでによって貫かれ、心臓を抉えぐり出されながら。








Another─Leon Bladebright─









　僕──レオン・ブレイドブライトは悪夢の中にいた。




「う…、、、あ、、、」

　ついさっきも夢を見ていた。

　何度も繰くり返される死の夢。

　だけどそれはきっとあの敵が、オシリスが何かをやったせいだ。

「う、、、、、ぁあ……」

　しかし、今見ている夢は違う。

　これは僕の記き憶おくだ。

　僕の脳に刻まれた、最も古く、最も新しい記憶。

　十年前の記憶。

　故郷が神々に破は壊かいされた記憶。

「は、、ぁあ……あ、」

　その時の僕はガチガチと震ふるえていた。

「大だい丈じよう夫ぶ。大丈夫よ。今にきっとお父さんが迎むかえにきてくれるから」

　母さんは震える僕を抱だき締しめながら言った。

　逃にげ惑まどう人波の混乱に巻き込まれ、僕らは父さんとはぐれてしまっていた。

「大丈夫。大丈夫」

　母さんは繰り返すようにそう言った。

　大丈夫。大丈夫。

　僕に言い聞かせるみたいに。

　自分に言い聞かせるみたいに。

　祈いのるように。

　母さんは何度も呟く。

「大丈夫。大丈夫」

　ウソだ。

　僕は喉のどまで出かかった言葉を吞のみ込んだ。

　言ってはならないことだと分かっていたからだ。




　たとえ……呟き続ける母さんの足が、段々と石に変わっていたとしても。




「……」

　僕は母さんの肩かた越ごしに頭上を見上げる。

「ウヒャッヒャッヒャッヒャヒヒヒヒヒ」

　とある家屋の屋根の上で一柱ひとりの魔ま神じんが嗤わらっていた。

　僕らの町を。

　僕の母さんを。

　纏まとめて石にしてしまった魔神が。

「ウヒヒヒ」

　魔神が嗤う。

　愉たのしそうに。

　眼下に広がる絶望を眺ながめながら。

　その魔神の瞳ひとみに、不思議な紋もん様ようが浮うかんでいる。

（あれは……）

　不思議と、僕はその紋様に見覚えがあった。

　それは８歳の時の記憶──ではない。

　今の僕の記憶だ。

　たった一日しかない僕の記憶。

　その中で確かに、あれと同じ紋様を見た。

　あれは。

　あの魔神の瞳に浮かぶ紋様は──




　──思い出した。








─了─










あとがき









　──読者の皆みな様さま、この度たびも『いづれ神話の放ラ課グ後ナ戦ロ争ク』第３巻を手に取っていただきありがとうございます。では早さつ速そくいつものやつを（※今回はネタバレ満まん載さいです！）。

（エミリー：以降『エ』）「おい、なぜ余よはこんなところに呼び出されたのだ？」

（天てん華か：以降『天』）「まぁまぁまぁまぁ、今回表紙のエミリーちゃん。あとがきははじめて？　肩かたの力抜ぬきなよ」

（エ）「なんだ馴なれ馴れしい……というか、キサマそう言いつつ顔が真顔ではないか？」

（涙るい々るい：以降『涙』）「天華、前回アピールしたのに３巻で表紙じゃなかったから……」

（雷らい火か：以降『雷』）「あれで表紙になれると思う方がおかしい」

（天）「うわーん、雷火くんがイジめるー！」

（エ）「何なんだこの莫ば迦か騒さわぎは……」

（シャルロッテ：以降『シャ』）「えっと、いつものことかな？」

（雷）「ここは作者のやってみたい欲よく望ぼうと見切り発車で続いている〝あとがき空間〟だ。ここに来た以上は無事では済まないと思え」

（エ）「無事では済まない、だと？」

（雷）「いかに本編で強キャラぶっていたとしても、ここに来たからにはギャグ要員に落とされる。いわばここはそういう場所だ」

（エ）「なん……だと…」

（シャ）「ごめん、雷火くん。わたしもそれ初耳なんだけど」

（雷）「シャロ先せん輩ぱいにはメインヒロイン補正が入ってるので大だい丈じよう夫ぶです」

（シャ）「そ、そうなんだ」

（エ）「余を差し置いてメインだと……？　フンッ、今に見ておれ。次巻からは余が大活かつ躍やくしてその座を奪うばってやる」

（涙）「おお、早くもメタ発言を。すでにこの空間を乗りこなしているわ！」

（天）「エミリー、恐おそろしい子！」

（エ）「いいぞ、もっと恐れ慄おののくがよい。フハハハ」

（雷）「……」

（エ）「何だ雷火、その顔は？」

（雷）「活躍と言うが……お前、今巻のラストで死んだんじゃないのか？」

（エ）「何かと思えばそんなことか……キサマはもう忘れたのか？　余には死んでもなお復活する『レガリア』が」

（雷）「だがしかし、死んでもどうせ復活するキャラの死亡シーンで次巻に引くか？」

（エ）「……何？」

（涙）「言われてみればそうね～」

（天）「死なないキャラが殺されても次巻の引きにならない……ということは逆に？」

（エ）「ちょっちょっちょっと待て！　だとすると余は!?」

（シャ）「あー……」

（雷）「そうか。キサマがあとがきに呼ばれたのは、二度と本編に登場しない救済措そ置ちとして、今後この空間のメインを任せるため……」

（エ）「何だそれはふざけるな！　オイ作者！」

　──何でしょう？

（エ）「何でしょう、ではない！　次巻以降、余の出番はちゃんとあるのだろうな!?」

　──さあ？　人気次し第だいですかね？

（エ）「なにぃぃぃいい!?」

（天）「ファンレターの１枚でも届いたら続投できるかもね！」

（涙）「アンタ本編で相当やらかしちゃってるし、難しいかもね」

（エ）「莫ば迦かな！　余は……余はどうすればいい!?」

（天）「じゃあ今回の謝辞担当はエミリーちゃんで！　たっぷり媚こびた感じでどうぞ！」

（エ）「うえぇえ!?」

（天）「ほら、早く早く。早くしないとエミリーちゃんの出番はこれで最後に……」

（エ）「い、イラストレーターのよう太た様、いつも余と下しも々じもの者どもの美び麗れいなイラストを描えがいてもらって感謝している」

（涙）「語ご尾びはにゃんよ」

（エ）「っ！　感謝しているにゃん！　モチロン担当様や編集長様、デザイナー様に営業様、流通様や書店員様方々にも感謝感激雨あめ霰あられにゃんにゃん！　そして、余が表紙の３巻を手に取ってくれた読者の皆様にはどれだけ感謝してもし足りないにゃん！　だ、だから余の続投を願う投書を是ぜ非ひ、是非！」

（雷）「必死すぎるだろ」

　──ここまであとがきを読んでくださってありがとうございます。それではまたいづれどこかで！


２０１６年２月某ぼう日じつ　なめこ印じるし
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